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カラダで結ばれた契約夫婦～敏腕社長の新妻は今夜も愛に溺れる～










プロローグ




「――ダメ、です……こんなこと……」

　寝台に組み敷かれた清きよ良らは、震える声で抗議した。だが睨にらみ返したその目にはわずかに迷いが滲にじんでいる。

　着ていたドレスはとうに脱がされ、その身を隠すのは一枚の毛布のみ。

　こんな状態になるまでたいした抵抗もせず従っていたくせに、今さら文句を言ったところで聞き入れてもらえるはずもない。とはいえ、このままおとなしく食べられてしまうわけにもいかず、清良は逃げ道を探していた。

　……いや、探すフリをしていただけかもしれない。

　心はたしかに、彼に惹かれていた。

　清良の目の前にいるのは、つい数時間前に知り合った見目麗しい紳士。三十三歳にして世界中を飛び回り活躍する大富豪――ジェットセッターとの異名を持つ男だ。

　一般庶民である清良が、エグゼクティブな彼と、偶然のような運命のような出会いをした。

　いくつか言葉を交わしてわかったことはふたつ。

　ひとつは、ふたりの価値観がまるで違うこと。そしてもうひとつは、目指す先は違えど互いに利用し合える存在であること。

　男からすれば清良は都合のいいリソースで、清良からすれば男は救世主とも言えた。

「深く考えるな。儀式だと思えばいい。俺たちがこの先、ともに歩んでいくための」

　今、ふたりはひとつになろうとしている。それぞれの目的のために。

　――俺と結婚してくれ。愛はいらない――

　この男の横暴なプロポーズが脳裏をよぎる。

　彼に愛などない。己の欲望を満たすため、そして自身の目的を果たすため、手っ取り早く体を奪おうとしている。

　先ほどまでの彼は冷静で、知的に話をしていた。気品あるその振る舞いは、一見すると紳士に思えた。

　しかし、今、清良を襲わんとするぎらついた瞳は、別人のように色めいている。

　かといって、こんな恐ろしい彼を目の当たりにしても、魅入られてしまったかのように目を逸らすことができない。

　このまま見つめ続ければ、なにが起こるか容易に想像できたというのに。

　本気で抗いきれなかったのは、その男の放つ強烈な魅力のせいかもしれない。

「総そう司じさん……」

　清良がその名を口にすると、彼はやわらかな笑みを浮かべた。獲物を誘い出すかのような、甘く狡猾な微笑。

　気が緩み、警戒心が解けた瞬間を狙って、彼は心の奥底に侵食してくる。

「俺のものになれ。その従順な瞳を俺に向けろ」

　脳裏に刷り込むようにささやいて、清良の分厚い理性を丁寧に削ぎ落としていく。

　彼のはだけたシャツの下から覗く逞たくましく艶つややかな肌――そこに触れてみたいと、清良の女性としての好奇心が疼うずく。

　欲に駆られ、意を決して彼の体に手を伸ばすと、あっという間に四肢をからめとられ我がものにされた。

　触れ合った部分からもたらされる刺激的な感触に酔わされる。

　彼の首筋から立ち上る甘い香り。背徳感が蜜と化して、ふたりの行いを必然に仕立て上げてゆく。

　それは運命の一夜。ふたりの未来を塗り替える、特別な夜だった。










第一章　過ちの一夜と魅惑的な契約




　外は雪でも降り出しそうな、どんよりとした曇り空。

　ふわふわの毛皮のコートを身にまとってはいるが、それでも寒い。コートの中はデコルテが大胆に露出したビスチェタイプのフレアドレス。足もとからもじんわりと冷気が伝わってきて、清良はぶるりと体を震わせた。

　ほかの招待客たちは車で優雅に訪れるのだろうけれど、残念ながら清良は電車だ。最寄り駅から歩くこと十五分。ようやくたどり着いた歌劇場の受付で、招待状を提示する。

『院い瀬せ見み鞠まり花か』、それがこの招待状の宛名だ。

　本人のフリをしてなに食わぬ顔で受付を通ると、クロークにコートを預け、ひと目を避けるかのようにそそくさと聴衆席に座った。

　――苦しい。ここに来るまでずっと息苦しさを感じてはいたが、座ると余計に意識がそちらへ向かう。

　やがて幕が上がり、本場の歌手を招いた壮大なオペラが始まった。

　しかし、苦痛は増す一方、公演に集中できない。座っておとなしくしていれば落ち着くかと思いきや、楽になる気配はない。

　原因は、このぎゅうぎゅうのコルセットにある。

　ブライダルインナーに似た硬い素材でできており、伸縮性は皆無。

　清良のサイズよりひと回り小さいこともあり、体にジャストフィット――もはや非人道的なレベルで食い込んでいた。

　肺が圧迫されているのか、あるいは血流が滞っているのか。酸素が足りず意識が朦もう朧ろうとする。

　座って体を縮めているよりは、立ち上がったほうが幾分マシかもしれない。

　じっと我慢してオペラを観劇していた清良だったが、幕まく間あいを迎える前に、こっそりと外へ抜け出した。

　ここ『城じょうケが崎さき近代オペラホール』は、ロンドンにある有名なオペラハウスをモデルにつくられたという馬蹄形の歌劇場だ。正式なオープンは来月で、今日は特別な招待客だけを集めてお披露目公演を行っている。

　日本では唯一、エグゼクティブをもてなすために設計されたという本格的な歌劇場。

　優美な彫刻が施された木製の柱は、音をよく響かせるオーク材でできている。毛足のよいワインレッドのシートに、天井には豪奢なシャンデリア。

　二、三階はボックス席になっており、一般人には手が出せないルートでチケットがやり取りされているようだ。

　清良は劇場の外に出て、通路の壁に手をついてやっとのことで歩きながら、休む場所を求めてさまよった。身分を偽っている手前、助けを求めることもできない。誰にも見つからないように、こっそりと休憩できる場所を探す。

　通路の先はホワイエだが、公演中とはいえ関係者の多いその場所へ向かうわけにはいかない。身を隠すように進む先を変える。

　とはいえ、休める場所が見つかったとして、この苦痛から逃れるのは難しいだろう。

　コルセットは、一度脱いでしまうとひとりでは着なおすことができない。途中で脱いだといえば、彼女からどんな仕打ちを受けるか。

　緩められるような構造でもないし、このまま我慢するしかない。

　途方に暮れ、ふらふらと歩いていると。

「もし。大丈夫ですか？」

　唐突に声をかけられ、清良はびくりと肩を震わせた。

　振り返れば、そこに立っていたのは微笑をたたえた紳士。

　艶やかな素材で仕立てられた三つ揃ぞろえのスーツに、綺麗に整えられたミディアムヘア。彫りが深く男らしいながらも美麗な顔立ち、文句なしに立派な長身と体躯。そして、高貴な佇まい。

　きっとどこかの御曹司か富豪の類だろう。この場にいるということは、なにかしらの肩書を持った人物であることに間違いない。そう判断して警戒を強めた。

「どこかお加減が優れませんか？　立っているのもつらいように見えますが」

　低く男らしい声質なのに、口調はやわらかく優雅。

　さっきまで見ていたオペラの王子様役を彼がやればぴったりだなどと、のんきなことを考えてしまった。彼の立ち居振る舞いには人を惹きつける魅力がある。

「大丈夫、です……」

　どこの誰かもわからない彼に迷惑をかけるわけにはいかない。

　運悪くどこかの大物に手間をかけさせたとなれば大おお事ごとだ。清良の行動は、この招待状の持ち主の評価に直結しているのだから。

　しかし、男性は勝手に清良の手を取り、人の多いほうへ歩き始めた。

「医務室までお送りしましょう」

　初対面の女性の手を勝手に握って引っ張っていくところを見ると、どうやらその男性は意外と強引な性格の持ち主らしい。やわらかな口調とは裏腹に、有無を言わさぬ圧力を持ち合わせている。

　せっかくここまで誰とも接触することなく身をひそめていたのに、ここで目立ってしまってはその苦労が水の泡。

　そもそも、公演中だというのに、この男性はどうしてこんなところにいるのだろう？　訪れた賓客たちは皆、オペラを観劇中のはずだ。彼は誰？

「本当に、大丈夫ですから……！」

　彼の手を振り払おうとしたところで、ぐらりと視界が揺れた。

　気力だけで踏ん張っていた清良に限界が訪れたのだ。我慢は得意だが、精神的なものならいざ知らず、肉体的な苦痛には慣れていない。

　意識が遠のき、視界が真っ暗になり、ゆっくりと床へ頽くずおれていく。

「君！」

　全身の力が抜けたが、床に叩きつけられたような痛みはなかった。いつの間にか閉じていた瞼をゆっくり開けてみると、目の前には男性の心配そうな顔。

「大丈夫ですか？　どこか具合が……？」

　どうやら彼が受けとめてくれたようだ。抱き支えられていることに気づき、驚いた清良は慌てて彼の腕の中から飛びのいた。

「ご、ごめんなさい、平気です、少しふらついただけで……」

　しかし、またしても目め眩まいに襲われ、男性の腕の中に倒れ込んでしまう。男性は咄嗟に膝をついて清良を支えた。

「この、ドレス……」

　男性が怪訝な顔をして清良の胸もとを見つめる。もしかして、コルセットが食い込んでいることに気づいてしまったのだろうか。

「あ、あのっ……なんでもありま――」

　慌てて弁解しようとしたとき。男性が人さし指を清良の唇にぴたりとあてた。

　美貌をまぶしく緩ませて、静かにささやく。

「安心しなさい、悪いようにはしないから」

　思わずドキリとしてしまったのは不可抗力だ。

　見目麗しい紳士に抱かれ優しく微笑まれたら、大抵の女性は抗う気力を失ってしまうもの。特に目の前の彼はとびきり秀麗。

　男性の笑顔に安堵したのか、あるいは体が限界に達したのか。視界がぼんやりとかすんでいく。

　いつの間にか瞼は閉じていて、聴覚だけがかろうじて残った。

　近づいてくる複数の足音。騒ぎを聞きつけたスタッフだろうか。

「どうされましたか？」

「救急車を呼びましょうか？」

　しかし、清良を抱きかかえた男性は慌てふためくスタッフたちを制し、「いや」と低い声で命じる。

「『部屋』に運ぶ。鍵を持ってきてくれ」

　そう聞こえたかと思うと、清良の体はふわりと重力に逆らい浮き上がった。

　そのままゆらゆらと揺られ、いったいどこへ運ばれたのか。

　意識が途切れた清良にはもう知る術がなかった。




『オペラなんてだるいわ。代わりに行ってきてよ』

　きっかけは彼女のそんな気まぐれなひと言だった。

　院瀬見鞠花――清良と同じ年で、平たく言えばお金持ちのお嬢様である。

　ふたりは幼い頃から一緒にいるが、その関係は友人というにはいびつすぎた。高校生になった頃には完全に主従関係ができあがっていた。

　彼女のワガママはこれが初めてではない。アレをやれ、コレをやれとパシリのごとく命じられ、面倒な社交の替え玉を任されることもしばしば。

　その中でもオペラ観劇やクラシックコンサートは清良にとって楽しみのひとつだった。ごく普通の会社に勤め、一般的な生活を送っている清良には、一生縁のないような素敵な舞台を見ることができたから。

　しかも、高級なアクセサリーやドレスを借りてお姫様一日体験付き。悪くはない条件だ。

　だが、今回に限って、コルセットを着けろと要求されたから困ってしまった。きっとこれも鞠花が新しく見つけた、清良をからかうための巧妙な仕掛けだ。

　しかし、清良よりひと回り小柄な鞠花のサイズに仕立てられたコルセットが、体に合うわけもない。結果、倒れてしまったわけだ。

　こんなひどい目にあっても、清良は鞠花に従うほかない。なぜなら――。

「――っ！」

　ふかふかの大きなベッドの上で清良は目を覚ました。薄い毛布が一枚、体にかけられている。

　ふと窓のほうを見ると、ソファに先ほどまで着ていた濃紺のドレスと、体をぎゅうぎゅうに締めつけていたコルセットが置かれている。

　と、そこで重大な事実に気がつき、自身の体を確かめるようになでた。お腹に触れ、胸に触れ、そして蒼白になる。

　なにも着ていない――ショーツだけはかろうじてはいていたものの、ほかにはなにも。いったい誰がドレスを脱がせたのか。

　慌てて毛布を深くかぶり、目だけを出してキョロキョロと周囲をうかがった。

「ここは……」

　どうやらホテルの一室のようだ。広さときらびやかな調度品から察するに、とびきり上等な部屋だろう。

　カーテンは閉まっていて、外からはいっさい光が入ってこない。部屋の各所にぽつぽつと置かれたルームランプの明かりが、清良の視界を照らす光源になっている。

　どうやら外は暗いらしい。今、何時なのだろう？

　もっとよく周囲を探ろうと上半身を起き上がらせたところで――。

「目が覚めたか？」

　少し距離のあるところから響いてきたやわらかなバリトンボイスに、慌てて胸の前で毛布を抱きしめた。

　どうやら隣の部屋に誰かいたらしい。

　入り口から姿を見せたのは、とびきりの美丈夫。

　倒れる前に出会った紳士のようだ。今はジャケット、ネクタイは身に着けておらず、シャツとベスト、スラックスという気崩した格好をしている。

「これ……は……」

　混乱してなにから聞けばいいのかわからない。ここはどこなのか。ここに運んだのは彼なのか。そして、服を脱がせたのはまさか……。

　困惑していると、男性は不遜な笑みを浮かべて、入り口の柱にもたれた。

「安心してくれ。なにもしていない。服を脱がせる以外は」

　つまり、服は脱がせたということか。

　意識を失っていた間に見知らぬ男性に素肌をさらしていたとは。ショックすぎて再び気絶してしまいそうだ。

「救急車を呼ぼうか悩んだんだが、ここで休んでもらうことにした。君が気を失った原因にすぐ気づくことができたから」

　そう言って、奥のソファに置かれているコルセットを見やる。

　どうやら男性は、コルセットが苦しくて倒れたのだと、すぐさま見抜いたようだ。

「近代ヨーロッパでは、コルセットで内臓が圧迫されて倒れる女性も多かったらしい。まさか、現代日本でお目にかかれるとは思わなかったが」

　からかうような笑顔を向けられ、清良は思わず目を伏せた。恥ずかしいことだらけで、どんな顔をすればいいのかわからない。

「君もこんな理由で倒れたとは公にしたくないだろうと思って、救急車は呼ばないでおいたんだが、あまりにも目を覚まさないから医者を呼ぼうかと考えていたところだ。ちょうど起きてくれて助かった」

　どうやらずいぶんと心配をかけてしまったようだ。彼がどこかのお金持ちであることは想像するにかたくないが、わざわざこんな立派な部屋まで用意してくれるとは。

　裸を見られてしまったことはとんでもなく恥ずかしいが、それ以上に感謝の気持ちが大きい。助けてくれたうえに、こちらの事情まで察してくれた。

「助けてくださって、ありがとうございます……」

　体を隠しつつ、ペコリとお辞儀をする。

　男性は緩く笑みをたたえたまま、じっと清良を観察している。

　サイドテーブルの脇にあるチェアを掴み、清良のほうに向けて置きなおすと、悠然と腰を据えた。

「ここは劇場に併設されているＶＩＰルームだ。まだ正式に開館する前でよかった、ちょうど部屋が空いていたから」

　わざわざ自分のためにＶＩＰルームを開放してくれたのだろうか。

　申し訳ない気持ちでいっぱいになる。だが、そんな上等な部屋を手配できる彼は何者だろう……？

　観劇中、ホールの外にいたことを考えても、招待客ではなく招く側の人間だと思って間違いないだろう。

　推理した末、行き着いた人物像にさぁっと背筋が冷たくなる。

「もしかしてあなた様は、この劇場を運営する――」

　清良がその名を口にする前に、男性がご明察とばかりに目もとを緩めた。

「名乗るのが遅れて申し訳なかった。オーナーの城ケ崎だ」

　やっぱりと、清良は目眩を覚える。

　万一オーナーと顔を合わせたときのために、その名前と生い立ちはしっかりと記憶してきた。

　城ケ崎総司。城ケ崎財閥の長男で、海外の名門大学を卒業。その語学力と商才を活かし、世界中で事業を展開する経営者だ。

　ついた異名は〝ジェットセッター〟。清良は初めてその単語を聞いたが、世界中を飛び回り活躍するお金持ちの総称のようだ。

　現在、城ケ崎ホールディングスの代表取締役社長を務め、ほかにも複数の企業の経営に携わっている。

　どうやらとんでもない人物に迷惑をかけてしまったらしい。よりにもよって今日の主催者とは。これが鞠花にバレたらどうなってしまうことか……。

「それでお嬢さん。目が覚めたばかりで申し訳ないが、説明してもらいたい」

　おもむろに彼はサイドテーブルを挟んで向かい側にあるチェアに手を伸ばした。肘掛けの陰に隠れていたのは、清良のクラッチバッグだ。

　男性は堂々とバッグを開き、中をあさる。

「あ、あのっ――」

「すまないが、勝手に中を拝見させてもらった。君の連絡先を知っておきたくて。ご家族が心配しているかもしれないだろう？　それで気づいてしまったんだが――」

　彼はバッグの中から封筒を取り出した。白地に金の縁取り。表に大きく【院瀬見鞠花様】と記載されている。

「これは我々が送った招待状だ。どうして君が持っている？　君は院瀬見鞠花ではないだろう？」

　穏やかな口調とは裏腹に、冷ややかな眼まな差ざしが清良に突き刺さる。ぞっと背筋が凍った。

　鞠花になりすまして会場に潜り込んだことがバレてしまった……。

「替え玉に選ぶなら、もう少し似た女性を選ぶべきだったな」

　引きつった笑みを浮かべる男性を見て、怒気を押し殺しているのだと気づき、自身の身の危うさを痛感する。

　身分を偽って侵入したとあっては、警察を呼ばれてもおかしくない。

　とにかく、清良は深く頭こうべを垂れた。謝罪して誠意を見せるほかない。納得してもらえるような言い訳はないだろうかと知恵を絞り出す。

「……申し訳ありません。鞠花は今ひどく体調を崩していて、とても出かけられる状態ではありませんでした。でも、せっかくお招きいただいたのに欠席するわけにはいかないと、無理をしようとしていたので、見ていられなくなって――」

「君が彼女に成り代わった、と？」

「はい。代わりを立てるように提案したのは私です。すべて私が悪いんです。申し訳ありませんでした」

　正直なフリをして頭を下げ続ける。鞠花が悪者にならないように、最大限気を使って言い訳したつもりだったが、話を聞いた男性は眉をひそめた。

「こちらの持っている情報を補足しよう。実は、鞠花さんが大の観劇嫌いで、ときたま身代わりを立てて出席するというのは、一部の関係者の間では有名な話なんだ」

　本当は体調不良などではなくサボタージュ――どうやら彼は、鞠花の思惑などお見通しだったようだ。

　かまをかけられていたことに気づき、きゅっと唇をかみしめる。

「鞠花さんに直接お会いしたことはないが、彼女の父親である院瀬見議員とは面識がある。どうして君が替え玉だと気づいたかって、君の身長や顔立ちが議員の遺伝子を受け継いでいるとは思えなかったからだよ」

　院瀬見議員は小柄でずんぐりむっくりとした体型、身長は一七〇センチもない。同じく小柄な鞠花も、一五〇センチ台前半だ。

　対して清良は一六三センチ、細身でスラッとしている。

　顔だって、院瀬見家の人間は皆丸顔で年齢より幼く見えるのに対し、清良は顎が小さく若干面長で大人びた印象だ。鞠花の目や髪の色は艶やかな黒。しかし、清良は茶色みを帯びていて、髪質は癖があってふわふわしている。

　それでも観劇程度であれば、別人だとバレることはなく――いや、実際はバレていたようだが、表立って問いただされることはなかった。

　上演中は暗闇。上演直前に聴衆席につき、直後に抜け出せば、ほかの観客と言葉を交わすこともない。招待状さえ受付に提示しておけば、出席したことになる。

　そうやって今までも切り抜けてきたのだ。鞠花自身、今さらバレることなどないと、慢心していたのだろう。

「すべてを知っていながら、どうして私に理由を尋ねたのですか？」

　替え玉だと気づいているなら、最初からそう指摘すればいい。だが彼はあえて清良を追い込み、窮地に立たせた。

　男性は値踏みでもするように、清良をじっと眺めている。

「君がどんな言い訳をするのか聞いてみたかった。『命令されたからやりました。自分はなにも悪くありません』――そんな浅はかな言い訳をするような人間なら、さっさと叩き出していた。引き受けたことを最後までやり通そうという責任感は嫌いじゃない」

　その言葉を聞いて、清良はぞっと肌を粟あわ立だたせる。

　言い訳の仕方をひとつ間違えていたなら、この人の逆鱗に触れていたかもしれない。

「あらためて問おう。君の名前は？　納得できる回答が得られないのなら、今度こそ身元を調べることになる」

　清良から真実を引き出すためか、男性の態度が威圧的になる。だが、怒っているというよりは、現状を楽しんでいるようにも見える。

　こうやってじわじわ相手を追いつめていくのが趣味なのだろうか。なんと質たちの悪いことか。

　今度こそ逃げ道を塞がれた清良は、観念して正直に白状することにした。これ以上つけるような嘘もない。

「……天あま羽はね清良と申します」

「鞠花さんとの関係は？」

　問われて、少し悩んだ。正直なところ、鞠花と清良の間にあるのは主従関係だが、まさかパシリとも言えない。なにより、口にしてしまったら自分に嫌気が差しそうだ。

「……ちょっと貸し借りのある友人です」

「……おもしろい言い方をするな。素直に雇われたと言ったらどうだ」

「雇われているわけではないので」

「金銭的な利害関係でないなら……逆らえないなにかがあるのだろう。君はどことなく、彼女の存在に怯えているように見える」

　彼の眼差しが無遠慮に清良の内側を探りにくる。心の奥底を覗のぞかれているようで、嫌な気分だ。

「なにか悪いことでもして、弱みを握られたのか……？」

　茶化すような言い方に、清良はムッとして首を横に振る。

　悪いことなどしていない。清良が鞠花に逆らえないのは、もっと理不尽な理由だ。

「なら脅されていると？　人質でも取られたか？」

　男性はおもしろ半分で口にしたようだが、清良の肩がこわばったのを見て、あながち間違いではないと悟ったらしい。嬉々として口の端を跳ね上げた。

「へぇ。気を失うほど窮屈なコルセットといい、人質といい。君は本当に時代錯誤な人間だな」

　興味を引かれたようで、彼の姿勢が前のめりになる。人の事情に首を突っ込んで楽しげに笑う様子は、とびきり悪趣味。紳士に見えたのは上辺だけだったのだろうか？

「で？　いったいなにを脅されている。退屈しのぎに聞いてやる」

　手脚を組んでチェアにゆるりともたれかかり、威圧的な眼差しを清良へ向ける。

「言っておくが、俺は機嫌が悪い。君が倒れたおかげで、招待客のご機嫌取りができなかったうえに、会食もキャンセルになった。つぶされた予定分の娯楽を提供してくれないなら、すぐさま替え玉の件を院瀬見議員に訴えて責任を取らせる」

　鋭い目で睨まれて、清良はぶるっと身を震わせる。

　彼は楽しんでいるわけではなかった。激しく憤っているのだ。

　自分の予定を邪魔したものがいったいなんであったのか、そこに価値はあるのか。確かめようと、あるいは非難しようとしているのだろう。

　彼の言い分はもっともだ。非があるのはこちら。

　かくして清良は初対面の男性相手に、不遇な身の上話をすることとなった――。




　清良の両親は家事代行サービスやハウスクリーニングを専門とする会社に勤めており、彼女が六歳のとき、院瀬見家の専属使用人として働くことになった。

　大株主である院瀬見家の内部で働けるのは、一部の優秀な社員だけと決まっており、清良の両親にとっては誇らしいことだった。

　当時、院瀬見家のひとり娘である鞠花は、議員令嬢という特殊な境遇に置かれているせいで友達がおらず、孤独な幼少期を過ごしていた。

　そんな不憫な鞠花お嬢様を憐れんだ清良の両親が、自分の娘を友人として付き添わせ、同じ小学校に通わせた。

　実際のところ、友達がいないのは彼女の高慢な性格のせいで、ちっとも不憫などではなかったのだが。鞠花はその頃からプライドが高く、自ら他人を遠ざけるような態度をとっていた。

　そんな鞠花のフォロー役に清良が抜ばっ擢てきされ、ふたりの友人関係は始まった。清良としては、世話の焼けるワガママな友達がひとりいるくらいの感覚だった。

　しかし、高校生になり、その関係に亀裂が走った。鞠花がこっそりと想いを寄せていた青年が、清良に告白してしまったのだ。

　そうとは知らない清良は、お付き合いを始めるものの、すぐさま鞠花に『両親をクビにされたくなかったら恋人と別れなさい』と脅された。

　相手の青年もなかなかに調子のいい男で、金銭的なほどこしを受けて、あっさりと清良から鞠花に乗り変えた。

　その後も、清良に対する地味な嫌がらせと命令は続いた。宿題のレポートを書けだの、買い物をしてこいだの、自分の代わりに行列に並んでおけだの。

　日頃抱えている不満のはけ口として清良を使うことを覚えてしまったのだろう。

　やがて清良は、この先もずっと鞠花の小間使いに成り下がるしかないのだと自覚した。少なくとも、両親が定年を迎えて院瀬見家を出るまでは。

　その間、男性とはお付き合いすまいと心に誓った。また別れさせられても嫌だし、その男性が鞠花のものになるのはもっと嫌だ。

　清良の予想通り、二十五歳になった今でも、上下関係は続いている。




「――で？　君は一生お嬢様の召使いとして生きていくつもりか。見上げた忍耐力だ」

　かいつまんだ説明に男は驚嘆の声をあげた。いや、あきれたのだろうか。

「その虐待のようなコルセットもご主人様の命令？」

「……はい」

「ほう……」

　こちらを見下ろすように顎を突き出し、腕を組みながら指先でトントンとリズムを刻む。無関心そうにも見えるし、なにかを深く考え込んでいるようにも見える。

「本気で抗おうと思えばどうにでもなるだろう。両親だって、娘が苦しめられていると知れば、なにかしら手を打ってくれただろうに」

「……我慢には慣れていますから。それに、あと何年かすれば両親は定年を迎えて、院瀬見家を出ることになります」

「そんな悪戯好きのお嬢様が、君というおもちゃを簡単に手放すとは思えないが。すぐ次の弱みに付け込まれるんじゃないのか？」

　ギクリとして肩を震わせる。鞠花にとって、一番のおもちゃは清良。

　実は、すでにひとつ心あたりがある。着替えに通された部屋で、隠しカメラを見つけてしまったのだ。防犯カメラではない、あきらかに盗撮用の。

　鞠花はしらばっくれていたが、あのお粗末な仕掛け方は彼女のしわざに違いない。

　いざというとき、清良が裏切らないよう、切り札として撮っておこうとしたのかもしれない。

「状況を打破しようとしたことは？」

「我慢すれば、済む話ですから」

　きゅっと自身の体を抱きしめ、身をすくめる。

　折り合いをつければ、そう苦しいことでもない。別に、死ねと言われているわけでもないのだから。なにより、両親のこともあるのに騒ぎを起こしたくない。

「そんなんだから、いいように遊ばれるんだ。君は他人に付け込まれる才能があるよ」

　男性は端整な顔立ちをゆがめて、あきらめたように息をついた。

　清良の煮えきらない性格に、苛立ちを感じているのかもしれない。どう見ても目の前の男性は、清良と真逆の性格をしている。

「本当に。たいした忠誠心だ。もう少し使い道を考えたほうがいい」

　落胆したように言い置いて、男性は立ち上がる。なにをするのかと思いきや、胸ポケットから携帯端末を取り出し、清良に見えるように掲げた。

「君の生い立ちには同情するが、俺は招待客に替え玉を使うような無礼を黙認するつもりはない。この責任は彼女の父親である院瀬見議員に取ってもらう」

　どうやら議員に電話をかけるつもりのようだ。携帯端末に指をすべらせる男性の姿を見て、それはまずいと蒼白になった。

「あの……！　院瀬見議員には黙っていてもらえないでしょうか……？」

　議員は温厚な人だ。娘を甘やかしすぎるきらいがあり、鞠花が多少やんちゃをしたところで目をつむってしまう。

　とはいえ、さすがに『オペラなんてだるい』という理由で大切な社交を放棄したうえに身代わりを立てたと知れば、黙ってはいないはずだ。しかも、財閥である城ケ崎家のご子息が直々にクレームを言い渡してきたとなれば、ただでは済まないだろう。

　咄嗟にすがりついてみたものの、男性は冷ややかな目で清良を一瞥するのみ。取り合ってくれそうにない。

　当然の反応だろう、彼が食いつくような話でも持ちかけない限り、手を止めてくれるわけがない。それなら――。

「か、代わりに、私が責任を取るのはダメでしょうか！」

　清良の苦し紛れの提案に、男性はわずかだが興味を引かれたようで、片眉を跳ね上げた。

「君が？」

「だって、替え玉を引き受けたのは私ですから。悪いのは私です」

　胸の前で毛布をぎゅっと握りしめ、男性を一心に見つめる。

　多少は効果があったようで、男性は携帯端末から指を離してくれた。だがその目はあきらかに懐疑的だ。

「もし俺がとんでもない条件を出したらどうする？　その格好で色仕掛けでもしてみるか？」

　清良は自身の体を覗き込み、顔を赤くした。まだ毛布一枚、裸のままだ。服を着るタイミングがなかったから。

「そ、それは……。できれば人道的な条件でお願いします」

「これまで君が命じられてきたことも、十分人道的ではなかっただろう。それに比べたら、どうってことないと思うが」

　男性が携帯端末をサイドテーブルへ置く。気まぐれにベッドの端、清良のすぐ横に腰掛け、挑発するように顔を近づけてきた。

「……なるほど。俺の好みとは少し違うが、たまにはこんな清楚な女性を相手にしてみるのも悪くない」

　どくんと、大きく鼓動が鳴る。

　おそらく彼は挑発しているだけだろう、本気ではない。

　そう自分に言い聞かせるが、清良の胸はざわざわと落ち着かない。

　彼の手が清良の背中に触れた。毛布のない、素肌の部分に。

　突如伝わってきた彼の体温に、その指先の感触に、清良の体が否応なしに反応する。

「……嫌がらないのか？　嫌だろうに」

　清良が震えていることに気づいている彼は、一向に拒もうとしない彼女に怪訝な顔をする。

　清良自身はまるで金縛りにでもあったかのように硬直しており、意志とは無関係にカタカタと震えていた。嫌がらないというか、嫌がれないと言ったほうが正しい。

　恐怖を感じているのか、あるいは見み惚とれてしまっているのか。顔を近づけてきたその男性の危険な笑みに。

「……見上げた我慢強さだ。本当は怖くて仕方がないくせに」

　彼の漆黒の瞳が、清良の心を暴こうと覗き込んでくる。

　まるで黒瑪瑙オニキスのように気高く深い色。抗うことを許してはもらえない高潔な輝きに、肌がぞくりと粟立った。

「……いいだろう。君に責任を取ってもらう。条件を提示しよう」

　男性は清良から手を離し、その身をわずかに遠ざけた。

　金縛りから解放された清良は、ざざっと体をうしろに倒す。その様子を見ていた男性は、喉の奥でくつくつと笑った。

「ひとつ仕事を頼みたい。我慢強い君にぴったりな、根気のいる仕事だ。その対価として、君の要望を聞き入れよう。それからついでに、君を悪辣なご主人様から救ってあげるというのはどうだ」

　清良はキョトンと目を見開く。仕事とは？　救うとは？　疑問ばかりが頭を巡り、漠然とした不安感が募る。

　その仕事とやらをうまくこなすことができれば、これまでの件を見逃してくれるのだろうか。

「なにをすればいいんですか……？」

「ただ、俺の帰りを待ってくれていればいい。その間、なにをしてもらってもかまわない」

「留守番のようなものですか……」

「留守番、か。そう、そんなようなものだ。もう少しわかりやすく言えば――」

　パチパチと目を瞬またたいている清良に、男は距離を詰め不敵な笑みを浮かべる。

「妻という仕事だ」

「……え？」

　なにを言われたのかわからず、清良はぽかんと口を開けた。

「つ……ま……ですか？」

「そう。妻。伴侶のフリをしてくれればいい」

　彼はずいっと顔を近づけて、どこか悪戯っぽくささやく。

「正確に言えば、フリではなく、伴侶そのものだがな。欲しいのは妻帯者という肩書。籍だけ入れてもらえれば、後は自由にしてくれてかまわない」

　清良はいっそう目を丸くする。入籍とは、知りもしない相手に気軽に提案するようなことだろうか。これまでの人生で培ってきた常識をまるっと覆されたような感覚。

「俺と結婚してくれ。愛はいらない。ただ、妻が必要なんだ」

　耳を疑うようなことを、ひどく真剣な眼差しで頼み込まれる。

　同意を求めながらも、拒否権はないのだろう、彼の目はどこか威圧的だ。

　いつか清良も、生きていればこの先、男性からプロポーズのひとつもされることがあるかもしれないと思っていた。

　だが、こんなはずではなかった。プロポーズとは、もっと甘く幸せで、温かな愛情に包まれているものだと――。

「意味が……わかりません……」

　少なくとも、清良には理解できない。愛はないが結婚したいという考え方は。

　仕方がないとでもいうふうに、男性は無茶苦茶なプロポーズの真意を説明する。

「この年で未婚だと、どこの国へ行って誰と仕事をしても、『女性を紹介する』と言われ面倒な接待がひとつ増える。そのうち、強引な政略結婚でも持ちかけられるかもしれない。だからその前に、お飾りでいい、『妻がいる』という事実だけが欲しい」

　世界で活躍する資産家――その妻のポストが空いているのだと知れば、誰しも自分の身内で埋めたいと考えるだろう。そうすれば、いざというときの強力なコネクションが得られる。

　彼は、仕事で新たな人脈をつくるたびに、『素敵な女性がいるから会ってみてはくれないか？』などと誘われ、無下に断ることもできず辟易しているのかもしれない。

「君にとってもメリットのある話だ。俺の立場なら、院瀬見家に圧力をかけられる。ちょっかいをかけてきたお嬢さんを追い払うこともできるし、君の家族を院瀬見家傘下の企業から引き抜いて、待遇のいい仕事を斡あっ旋せんすることだってできる」

　鞠花もお金持ちのお嬢様だけれど、彼とは格が違う。

　なにしろ彼は、長者番付に載ってしまうほどの資産家だ。彼が本気になれば鞠花はぐうの音もでない。清良を守ることだってたやすい。

「ワガママな院瀬見家のお嬢様に振り回されるくらいなら、俺に振り回されろ。悪いようにはしない」

　彼の眼差しに制圧され、言葉を失くす。横暴な態度の中にも言い知れぬ魅力があってクラクラした。

「妻帯者という肩書だけもらえれば、君は好きに生活してくれてかまわない。法律的に言えば、俺がこれから稼ぎ出す財産の半分は君に権利がある。豪遊してくれたってかまわない」

　彼は苦笑しているが……冗談ではない。

　彼の稼ぎの半分にもなるような大金、使おうと思っても使える額じゃない。清良はどちらかというと貧乏性だし、浪費して楽しむタイプの人間ではない。

　彼の現実離れした提案は、とてもじゃないが恐ろしくて受け入れられない。ぶんぶんと首を横に振る。答えは当然ノーだ。

　彼はうっとうしそうに目を細める。

「……なるほど。金に惹かれないというのなら、もっとシンプルにいこうか」

　どうやら方向性を変えることにしたらしい、人さし指で清良の顎を押し上げ、顔の距離を近づけた。

　またなにかの挑発かと警戒して彼を覗き込む。

　男らしくて、猛々しくて、自分よりもずっと大人で魅惑的な男性。キリリと上がった口角からは、余裕と色気が滲み出ている。

　ただ顔のパーツがいいだけではない、彼の作り出す表情はどれも気品と力強さがあって見惚れてしまう。

　どうしてだろう？　目が離せなくなってしまうのは。

「君と俺は、今日ここで運命の出会いを果たし、恋に落ちた。だから結婚する。そんなシナリオはどうだろう」

　あらかじめ描かれたストーリーをたどるように、彼は唇を近づけてくる。驚いて清良はずいっとうしろに身を倒した。

「その設定は、少々無理があるのでは……？」

　おそらく誰の目から見てもふたりは不釣り合いだろう。

　だが、どうやら彼は本気のようで、その身をじわじわと清良のほうに傾けてくる。

「もっと刺激的なストーリーのほうがいいか？」

　彼の眼差しが清良の胸もとに注がれる。毛布一枚でかろうじて隠れている胸に。

　彼が視線を突き刺すと、その毛布の奥まで暴かれそうで緊張する。

「たしか年は二十五と言っていたか？　もう自分の行いに責任の持てる年齢だな」

　責任とはいったい……？　そんな疑問を口にする前に、彼は清良の肩をちょんとついてベッドの上に転がした。

　倒れた清良の顔の横に、すかさず彼は右肘をついて覆いかぶさる。彼の体が毛布一枚隔てて自分の上にのしかかってきた。

　恋愛に疎い初う心ぶな清良でも、さすがにこれからなにが起ころうとしているのかはわかる。そんな状況に、バクバクと鼓動が騒ぎだす。

「あ、あの！　冗談でも、やめてもらえませんか……？」

　毛布一枚では、嫌でも彼の感触が伝わってくる。きっと向こうにも伝わっていることだろう。心臓に悪すぎる。

　助けを乞うようにじっと見つめると、彼は余計楽しそうに目もとを緩めた。

「代替案だ。今日、俺と君はここで一夜の過ちを犯してしまった。その責任をとって結婚する」

「なっ……」

　次に提案されたシナリオは、もっととんでもないものだった。

　一夜の過ちって……まさか彼は、このまま体を重ねる気だろうか？

　すでに妖しい輝きを放っている黒瑪瑙の瞳を前に、清良は声が出なくなる。

「嫌か？」

　彼は左手で清良の髪をさらさらともてあそび始め、持ち上げた毛束にそっと口づけを落とした。

　男性からそんなじゃれ方をされたのは初めてで、清良の頭は真っ白だ。

「い、や、その、そういう問題じゃ……！」

　反論しようとしたところで、唇に親指をあてられた。つるりとすべらせ、わざとらしく形をなぞる。

　初めて男性から与えられた唇への刺激――清良の中でぞわぞわといまだ知らぬ感情が暴れだす。

　この人は、すごく危険だ。

　それでいて、とても魅力的な人。

「城……ケ崎……さん？」

「総司と呼んでくれてかまわない。そのほうが気持ちも盛り上がる」

　ちゅっと、こめかみにキスをされ、静かな部屋に艶めいたリップ音が響く。

　一応恋人のいた期間のある清良だけれど、キスまではしたことがなかった。

　だからこれが、人生で初めての――。

「俺も清良と呼ばせてもらう。いい響きの名だな。清純そうな君にぴったりだ」

　そうささやいた唇が、清良のものと重なった。

　唇の先が触れ合って、清良の心をかき乱す。

　緩く、甘く、温かい。彼の感触を意識するたびに、体がぴくりと震えてしまう。

　そんな怯えきった唇に、彼は舌先をツンとあてた。固く閉ざされたその扉を開けてくれと訴えかけるように。

　無意識のうちに力が緩み、彼の舌が奥深くに侵入してくる。

　未知の感触に驚いて「っんぅ……」思わず喉の奥を震わせた。

　初めてであるはずなのに、自然と体が彼を受け入れ綻んでいく。

　それは、彼があまりにも魅力的だからか、あるいは女性を惑わすコツでも知っているのか。

　甘美な世界にようこそ、目の前の秀麗な紳士にそんな悪魔めいた誘惑をされたようで、抗う術がわからない。

「思った通り、君は清純……そして、体も従順だ」

　男はそんな感想を漏らして口づけを深めていく。どうやら彼はキスで女性の性質を見抜くことができるらしい。

「城ケ崎、さ――」

「違うだろう？」

　顎を掴まれ、口を押し開けられる。思いっきり深く入り込んできた彼に降参して、清良は甘い悲鳴を漏らした。

「っ……総司さ……」

「そう。君はいい子だ」

　素直に呼び方を訂正した清良に、彼はご褒美の愛撫をもたらす。心が、そして体が、じわじわと彼にほだされていくのを感じる。

「どう……して……」

　息も絶え絶えに尋ねると、彼は目を閉じたまま「ん？」と首をかしげた。

「なんで……こんな……私と……」

　なにも持たぬ自分と、本当に利害の一致だけで結婚しようというのか。どうしても理解できなくて、清良は納得できる理由を必死に探そうとする。

　彼は世界を股にかける大富豪。自分と同じ世界で息をしていることすら信じがたい。

　そんな人から、口づけをされてしまうとは。それだけでも現実味がないのに、プロポーズまで。

「『こんな』なんて、自分を卑下するものではない。少なくとも君は、俺の欲求を満たした」

　満たしたというのは大おお袈げ裟さだ。少し興味を持たれただけだろう、唇を許す程度に。

　いまだ困惑する清良に、彼は甘い笑みを浮かべて挑発する。

「それに、君がいつまでもそんな格好をしているからいけないんじゃないのか？　まるで俺の自制心を試しているみたいだ」

　清良は自分の胸もとを見下ろして、カッと頬を熱くする。

　いつの間にか毛布がはだけて、真っ白な肌が、やわらかい双丘が、あらわになっていた。

「食べてくださいといわんばかりだ。おいしそうな色をしている」

　彼が口をニィッと開いて、白い犬歯を覗かせる。

　清良は慌てて毛布を手繰り寄せ胸を隠した。

「で、でも、すでに一度見たんじゃありませんか、私の服を脱がせたときに！　今さら見たって――」

「さすがに服を脱がせるときは女性スタッフに頼んださ。コルセットを脱がせてとしか頼まなかったから、別の服を着せてあげようなんて気遣いはなかったみたいだが」

　そこはちゃんと頼んで欲しかったと、ちょっぴり恨めしげに彼を睨んだ。が、彼は気にした様子もなく、鼻歌でも歌いそうなほど上機嫌だ。

「……あるいは、俺が食べやすいように、わざと脱がせたままにしておいてくれたのかもしれないな」

　彼が毛布の上から、清良の胸を、腰を、太ももを、その曲線に沿ってなでる。

　もう、気まぐれという言葉だけでは片づけられないほどの濃密な触れ合い。

「思わせぶりな体のラインをずっと見せつけられて、正直、平静を保つのが大変だった。この毛布を剥はぎ取りたくてうずうずしていたんだが……まっとうな口実ができて助かった」

　キスとともに彼が毛布の下に手を差し入れる。

　清良は「あっ……」と吐息をこぼし、呼吸を荒くした。

「やめ、て、くださいっ……」

　一夜の過ちは悪いこと、そんな清良の良心が、目の前の男性に対する好奇心と戦って矛盾を起こす。

　結果、拒む声はそこまで切羽詰まったものにはならず、煽あおっているだけと都合よく解釈されてしまった。

「興奮させてくれるな。俺の周りには、わざわざ素肌を隠してくれるような奥ゆかしい女性はいなかった」

「……そ、そんなの、知らない！　……ダメ、です……こんなこと……」

「嫌がり方がずいぶん下手だ。そんなんだから、いいようにもてあそばれてしまうんだよ」

　清良の体を馬乗りにして押さえつけながら、彼はベストを脱ぐ。シャツのボタンをはずすと、はだけた服の下から筋肉質な胸板が見えた。

　清良の理性は本能にかき消され、気持ちがぞくぞくと高揚する。初めて目にする男性の体。これが自分の肌に触れたらと考えると、とても怖い。

　でも、触れてみたい。彼のこのなめらかな肌に、力強い筋肉に触ってみたら、どんな感触がするのだろう？

「深く考えるな。儀式だと思えばいい。俺たちがこの先、ともに歩んでいくための」

　ふたりの間を隔てていた毛布が床に落ちる。

「俺のものになれ。その従順な瞳を俺に向けろ」

　支配的なもの言いで、清良の心と体を侵略する。

　――その気になれば、悲鳴をあげて逃げ出すこともできただろう。

　それでも清良がこの身を彼に預けてみようと思えたのは、少なからず自分を取り巻くこの現状から脱却したいと思っていたから。

　そして、彼との出会いに運命を感じたから。

　目の前にいるこの魅力的な男性が、自分を救ってくれるのではないかと淡い希望を抱きながら、すがるように身を捧げた。










第二章　固められた嘘と妻という仕事




　知りもしない男性と体を重ねて迎えた朝。

　心を埋めていたのは、罪悪感ではなく充足感だった。

　彼と寝てしまったことに後悔はない。だからこそ、罪の意識を感じていない自分に危機感を抱く。自分はふしだらな女なのだろうか？

　なぜこれほどまでガードを緩めてしまったのか――普段の清良からしてみれば、考えられないことだ。一夜の過ちを犯すとは。

　それでも、自分の心に従って素直に行動した結果だ。清々しいほどに納得している。

　不思議な男性だなと清良は隣に眠る彼を見つめる。

　同じ世界に住む人とは思えない、圧倒的な存在感と魅力。

　彼の言葉は魔法のようで、どんなに突飛なことを言われても、それを正しいと思わせてしまう説得力がある。

（私、本当にこの人と結婚するの……？）

　籍を入れてほしいだけだと言っていた。後は自由にしていいと。

　愛のない結婚に抵抗はあるが、いずれにせよこのまま鞠花に付き従っているようでは、恋愛も、結婚も、自由も手にすることはできないのだ。

　この男の口車に乗せられて、賭けてみるのもひとつの手ではないか。それに――。

（この人のこと……信頼しても大丈夫な気がする）

　体を重ねてしまったせいで、情が移ったとでもいうのだろうか？　今では彼が自分を守り導いてくれる、特別な男性に見える。

　いずれにせよ選択権はない。清良は、体を重ねてすぐに「はい、さようなら」と言えるような器用な人間ではない。

　この流れに身を任せるしかない、そう覚悟を決めた。




　結婚の準備が整った。結婚式は未定だが、早々と入籍だけは済ませ、天羽清良は城ケ崎清良となった。

　あの歌劇場での出会いから三カ月が経ち、外はもう新緑が生い茂る春。

　土曜日の午後。院瀬見家の客間には、大きく取られた窓から爽やかな日差しが差し込んでいた。

　しかし、部屋の中は物々しい空気で満ちている。

　清良は、決別のつもりで今日この場所を訪れて、鞠花に事情を説明した。

　素直に「結婚おめでとう」などと言ってもらえるはずはないと思っていたが、案の定、鞠花は怒り狂ってヒステリックに暴れだしたというわけだ。

　胸もとの大きく開いたロングドレスをはためかせながら、周囲にあたり散らす。

「どういうことなのよ！」

　客間に、ガシャンと茶器の割れる音が響く。激げき昂こうする彼女の姿を、清良は正面のソファに座ってじっと見つめていた。

「どうしてあんたとあの方が結婚するのよ！」

　いきり立つ鞠花がシュガーポットを掴み手を振り上げるが、脇に立っていた男性が投げつける寸前で止めてくれた。北きた村むらという名の男だ。

　お砂糖まみれの大惨事を免れて、清良は内心ホッとしていた。まぁお砂糖はともかくとして、陶器のポットが直撃したら怪我をしていたかもしれない。

「鞠花、落ち着いて……！」

「放してよ！」

　北村が体を張って鞠花を止めようとするが、女性相手に本気になるわけにもいかず、暴れ回る彼女にあっさりと弾き飛ばされてしまう。

「なんで！　よりにもよって、あんたが城ケ崎さんと……！」

　どうやら鞠花は招待状の送り主が城ケ崎総司だと知らなかったらしい。知っていたら自分で行ったわよ！と怒鳴りつけられたのはついさっきのこと。

　鞠花は総司と面識はなくとも、その美貌と肩書については聞き及んでいたらしく、自分の顔を売るチャンスをうかがっていたのだとか。狙うは当然、玉の輿。

　それにしても、鞠花は招待状の送り主も確認せずに他人に出席を託したのだろうか。彼女のいい加減な性格は今に始まったことではないが、さすがの清良もあきれた。

　ちなみに、総司との馴れ初めについては『歌劇場を出た後、外でたまたま彼と出会って意気投合した』と説明してある。

　成り代わったことがバレたとは伝えていないし、もちろん身代わりになったことは鞠花の父親である院瀬見議員にも伏せられている。

「本当は私が彼と出会うはずだったのよ！　私が結婚するはずだった！　なのに……この泥棒猫！」

　鞠花からすれば、自分よりも格下だと思っていた女に憧れの男性を奪われたのだ。平静でいられるわけがない。

　とはいえ、泥棒猫扱いされてしまうなんて、さすがに理不尽だ。これ以上は付き合いきれないと判断し、清良は立ち上がって頭を下げる。

「両親ともども、お世話になりました」

　両親はすでに院瀬見家の使用人の仕事を退職済み。転職先ももう決まっている。

　これ以上清良がここにいても、彼女の怒りを煽るだけ。事情の説明と最後の挨拶が終わったわけだから、早々と立ち去ったほうがいい。

　彼女の脇を通り過ぎようとすると。

「待ちなさいよ！　こんな勝手なこと私が許すと思ってるの!?」

　襟首に掴みかかられ、うしろへ倒れそうになる。

「鞠花、ダメだって！」

　慌てて飛び出してきたのは北村だ。今度こそ鞠花をうしろから羽交い絞めにする。

　北村は鞠花の友人であり、世話係。つまり、清良と似たようなポジションに立つ男である。

　しかし、清良が弱みを握られ嫌々鞠花のそばにいるのに対し、彼は金銭的な恩恵を受け自ら進んで鞠花のそばにいる。

　北村は鞠花に一流企業への就職を斡旋してもらい、お小遣いまでもらっているのだ。彼女に頭が上がらない。

　一方、鞠花がいつまでも彼を手もとに置いておく理由は、おそらく清良へのあてつけだろう。

　北村は、清良が高校の頃に付き合った、最初で最後の恋人。

　おそらく鞠花は、北村の姿を清良へ見せつけることで、反抗する意欲を削ぐように仕向けていたのだろう。服従を促すための象徴とも言える。

「天羽さんはもう城ケ崎家の人間だ。怪我でもさせたら、大事になる！」

　北村にたしなめられて鞠花はいっそう苛立ちを強める。けれど、その言葉の意味するところがわからないほど無知ではない。

　清良の安全は、城ケ崎家という後ろ盾によって担保されている。

　結婚に至る三カ月の間に、総司が直々に院瀬見議員、つまり鞠花の父親と話をつけたのだ。天羽清良と結婚するつもりだ。そして、結婚にあたり、院瀬見家で働いている彼女の両親を、城ケ崎家の経営する企業に迎え入れたいと。

　ふたりの結婚に関しては、院瀬見議員が口を出すような問題ではないし、両親の件はすでにお金で決着がついている。

　この話が鞠花に伝わったのは二週間前、両親の退職を機に知らされたそうだ。

　鞠花にとっては青天の霹靂。しかし、泣こうがわめこうが、結婚は揺るがないし、清良の両親を盾に脅すことも今となっては不可能だ。

　総司は『面倒な社交を替え玉で乗りきろうなんて、人生をなめくさっているお嬢様に、お仕置きを与えてやらなければな』と笑いながら言っていた。

　いずれにせよ、これ以上、清良がここに留とどまる理由はない。

　鞠花に背を向け、客間の出口に向かうが。

「あんたみたいな平凡な女が、城ケ崎さんと釣り合うとでも思ってんの……!?」

　鞠花のひと言に、清良はぴたりと足を止める。一番痛い所を突かれてしまった。

「どうせすぐに飽きて捨てられるわよ。あんたなんて地味でなんの利用価値もない、つまらない女なんだから」

　清良はきゅっと奥歯をかみしめる。そんなことは自分が一番よくわかっている。

　鞠花を押さえていた北村が、気遣わしげに清良を覗き込む。

「嘘みたいな話であることは確かだよ。とても天羽さんが城ケ崎さんにふさわしいとは思えない」

　ごく当然の反応に、清良は沈黙を続ける。一般人と大富豪が結ばれるという夢のような話は、現実にはまずありえない。

　鞠花が北村の腹を小突く。もっとはっきり言ってやりなさいよ、とでもいうように。仕方なく北村は要求に応える。

「その城ケ崎さんって、年中海外に行って豪遊しているような人だろう？　天羽さんみたいな真面目な人が、そんな人と一緒になったところで幸せになれないよ。いいように遊ばれるのがオチなんじゃないのか？」

　その懸念は、ずっと清良の頭にもあった。

　しかし、婚前契約書を作成することで、清良の権利は保障された。この先、とんでもなくひどい状況にはならないんじゃないかなと、清良はポジティブに考えている。

　なにより、もう後には戻れない状況だ。

「海外で豪遊しているわけではなく、お仕事をしているんです」

　彼の名誉のためにひとつだけ訂正して、清良はふたりに背を向けた。

　部屋を出ようとしたとき。脇の扉から「失礼いたします」と使用人が顔を出した。

　バトラーのようなスーツを身にまとった年配の男性だ。三人に向かって一礼し、簡潔に用件を述べる。

「城ケ崎様がお見えになりました。清良様をお迎えにいらしたそうです」

「なんですって!?」

　鞠花は驚きに声を荒らげて、ギンと清良を睨みつけた。

　だが、驚いているのは清良のほうだ。迎えにくるという話は聞いていない。

　三人でエントランスホールに向かうと、そこには上等なスーツに身を包んだ紳士が立っていた。

　長くスラリと伸びた手脚、背筋から全身へと続く優美なライン。少し上向きの顎は、嫌みのない自信と威厳に満ちている。

　まるで、別次元の人間だった。きらびやかな世界に身を置く鞠花でさえ、その圧倒的な存在感に息をのんでいる。

　そんじょそこらのお金持ちとは格が違う、ひと目見ただけでそう思わせてしまうほど、彼が放つオーラは特別だ。

　その彼が、ゆっくりと顔を三人のほうへ向ける。一番に反応したのは鞠花だ。

「城ケ崎様！　ようこそお越しくださいました！」

　途端にお嬢様ぶった仕草で、ロングドレスの裾をひらひらと揺らして、足取り軽やかに総司のもとへ向かった。体をくねらせ、上目遣いでおべっかを使う。

「私、院瀬見鞠花と申します。父が大変お世話になって！　お会いできて光栄ですわ」

　差し出された手を総司は無表情のまま握り返す。

「初めまして。お会いできて光栄です」

　あれ？と清良は目を疑った。総司はこんなにも不愛想な人だったかと。

　自分が初めて出会ったときは、もっと社交的で人あたりのいいイメージだったけれど。今の彼は、まるで感情のない人形だ。

「ぜひ上がっていってください。父も、もう少ししたら帰ってまいりますので」

　鞠花が総司の腕に絡みつき、自らの胸を押しつける。

　胸もとが大きく開いたドレスからは、パッドによって水増しされたパンパンの胸と、深い谷間がむき出しになっている。

　初対面であるにもかかわらず、気に入った男性にはべったりと懐いてみせるのが、彼女の狡猾さであり、特技でもある。

　お金持ちで、ルックスもそこそこの鞠花に特別扱いされた男性は、大抵鼻の下を伸ばすものだが――。

「いえ、結構。私は自分の妻を迎えにきただけですので」

　ぴしゃりと断って鞠花を突き放す。

　困惑する鞠花から視線をはずした彼は、廊下の手前に清良の姿を見つけると、その不愛想な表情をふんわりと綻ばせた。

「清良。話は終わったのか？　迎えにきたよ」

　甘く優しい声は、鞠花への態度とは全然違う。鞠花も北村も、その変わりように呆然と口を開いた。

　清良も違った意味で驚いていた。今の彼は、普段の彼とは別人に見える。

　もしかして、猫かぶってる……？

　人前に立つときは、そんな声も出すのだなぁと、他ひ人と事ごとのように思った。

「……清良？　どうかしたのか？」

　呆然としてしまった清良に、総司は腕を広げておいでと指示する。

　清良はハッとして我に返った。人前にいるときは、なるべく仲良く、深く愛し合っているように見せようと約束したばかりだ。

「……総司さん。わざわざ迎えにきてくださってありがとうございます」

　話を合わせながら歩いていくと、総司は清良の腕を引き寄せ、自分の懐の中に迎え入れた。

　人前でのハグ。顔から火が吹き出しそうだ。

　対する総司はまったく臆することなく清良を抱きしめている。

　そんな彼を見上げながら、海外での生活が長い彼にとっては、当然の愛情表現なのかな？と理由をつける。

「Myマイ preciousプレシャス――待ちきれなくて迎えにきてしまった」

　まるで鞠化に見せつけるかのように、これ見よがしに愛をささやく。

　もしかすると、これも鞠花に対するお仕置きのひとつなのだろうか。効果は抜群だったようで、鞠花はふたりを見つめてわなわなと唇を震わせている。

「君のご両親も私の家で待っているだろう、早く行ってあげなければ」

「あ……！　はい！」

　この後の予定を思い出し、清良は背筋を伸ばした。総司の実家に行ってご挨拶をするのだ。

　清良の両親はひと足先に城ケ崎家に向かっており、今後の仕事をどうするかも含めて話をしているという。城ケ崎家は、両親にとって新たな雇用主となるのだ。

「私たちのほうの話は済んでいます。行きましょう」

　清良は、鞠花と北村をちらりと見やって、視線を総司に戻した。

　これ以上あのふたりと話すことはない。今後二度と会うこともないだろう。

「鞠花さん、妻がお世話になりました。お父上にも、どうかよろしくお伝えください。それから、ひとつだけお礼を」

　総司は最後に一度だけ、鞠花をまっすぐに見て微笑んだ。うれしくなって頬を綻ばす鞠花だが、そんな彼女を総司はすぐさま谷底へと突き落とす。

「理由はどうあれ、清良を私のもとに遣わせてくださり、ありがとうございました。おかげで真実の愛を見つけることができました」

　これは総司の嫌みだろう。社交を怠り替え玉を使ったことを、本当は見抜いていますよと。

　凍りつく鞠花をよそに、総司は清良の唇に優しく口づけを落とす。

　内心悲鳴をあげていた清良である。が、人前では愛し合っているフリ、そう約束したことを思い出し、これがふたりの日常ですという顔でキスを受け止める。

　鞠花は絶望的な顔でふたりを見つめていた。よほどショックだったようだ。

「行こう、清良」

　ゆったりと唇を離しささやいた総司は、清良の背中に手を回した。ふたり寄り添いながら、院瀬見家の玄関を出ていく。

　出てすぐ脇にある駐車スペースには、総司の愛車が止まっていた。

　車に疎い清良には車名など詳しいことはわからないが、それがとても高級であることは、なんとなく予想がついていた。日本では見たことのない凝ったフォルムをしている。

「さあ。足もとに気をつけて」

　総司は手慣れた様子で助手席へエスコートする。少し離れたところでは、鞠花と北村がこっそりと様子をうかがうように立っていて、気が抜けない。

　ふたり、車に腰を下ろし、ドアを閉めたところで。

「あいつら、まだこっちを見ているな。ダメ押しでもう一度くらいキスしておくか」

　素に戻った総司が、清良の頬に手をかける。

「あの、もう、十分だと思いますけどっ……」

　車の中に入った途端に緊張の解けた清良が、バタバタと手を横に振って拒むけれど。

「幸せな結婚を見せつけて、生意気なお嬢様をぎゃふんと言わせてやりたいだろう？　ほら、こっちを向くんだ」

　耳のうしろに手を回され顔を引き寄せられる。彼の半開きの口から赤い舌が見えた。

「口を開けて」

　真面目な顔で指示され、渋々清良は彼に向かって口を開く。

　こうやって彼に命令されるたびにまいってしまう。

「恥ずかしがらないで。もっと大きく」

　そう清良に教授して、深いキスを施す。やわらかくて熱い舌がふたつ、複雑に絡み合って罪深い快楽をもたらす。

　罪悪感にさいなまれる原因は、愛がないからだろう。ただ、必要だから交わしているだけ。鞠花に見せつけるため。そして、周囲に仲のいい新婚夫婦だと思わせるため。

「上手になったな、清良。仕込んだかいがあったというものだ」

　そう言って彼はクスリと笑う。

　自然な夫婦に見せるため、様々なことを指導された。腕の組み方、腰の抱かれ方、自然な言葉遣い。そしてキスの仕方。

　この先もちょっとずつ、世界を股にかける敏腕ジェットセッターの妻にふさわしい振る舞いを仕込まれていくらしい。

「……それとも、その気になったか？」

　唇だけでは飽き足らず、総司は清良の胸に手を伸ばす。

　清良の胸は、決して大きくはないけれど、総司に言わせると手のひらにすっぽりと収まるちょうどいいサイズなのだそう。

「……っ、ダメ、総司さ――」

「残念だな。この後予定が入っていなかったら、もっとかわいがってやれるんだが」

「っ、なに言ってるんですか！」

　冗談でも度が過ぎる！　どうして彼がそんな思わせぶりなセリフを吐くのか、清良にはさっぱり理解できない。

　これは恋愛結婚ではなく、愛のない契約結婚だというのに。

「総司さんはどうして私をからかうようなことを言うんですか！」

「君の反応がおもしろいからに決まっているだろう」

　ふと『つまらない女』と鞠花から言われたことを思い出して、胸がチクリと痛くなった。

　少しは、自分にもおもしろ味があるだろうか？

　そんなことを考えて、ぶんぶんと首を横に振る。総司の言っている『おもしろい』は褒め言葉ではない。変な女という意味だ。

「そのうち、すぐに飽きると思います……」

『どうせすぐに飽きて捨てられるわよ』――鞠花のひと言がじわじわと清良の心を蝕んでいた。思った以上にダメージを受けていたようだ。

　だが、総司は笑って清良の自虐を一蹴する。

「飽きないさ。君のような女性は初めてで、とても魅力的だ」

　ぎょっとして清良は運転席の彼を見上げる。

　彼は自分がどれほどパワーのあるひと言を言い放ったかなど気にとめることもなく、なに食わぬ顔で車のエンジンをかけている。

　鞠花と北村がすごすごと邸宅の中に入っていくのを見届けて、総司は車を出した。

「少なからず、君に愛着が湧いてきたのかもしれない。いい兆候だろう？　仮にも、これから一生連れ添う女性だ」

　どうやら彼は、本気で清良と一生連れ添うつもりのようだ。

　ほかに愛する女性を見つけたら離婚というような選択肢は、今のところない模様。

　婚前契約書にも、『不貞と疑われる行為は禁止』、『異性とは業務上必要のある場合を除き接触しない』などの条項が含まれている。

　これに違反した場合、彼は清良に多額の違約金を支払わなければならない。

　しかし、清良のほうにその罰則はない。総司は『君を安心させるために』と言って、わざと自分にだけ罰則を科したのだ。

　そうすれば、清良は捨てられる心配をしなくて済む。仮に不貞を働かれたら、一生働かなくても生きていけるほどのお金を手にすることができる。

　本当にいいのかな？と、清良は少しだけ心配している。

　この先、もしも彼が心から結婚したいと思えるような女性と出会ってしまったら、自由に生きるための契約が、逆に彼を縛りつけてしまうのではないだろうか。

　契約などに縛られず、愛する人と結ばれるのがベストだと清良は思う。

「もし総司さんが、本当に結婚したいと思う女性に出会えたら、ちゃんと相談してくださいね……？」

　清良は妻の座にしがみつくことはしたくないと考えている。そのときがきたら祝福するつもりだ。

　恐る恐る覗き込むと、運転席の彼はふっと笑った。

「まだそのことを気にしているのか？　そんなことにはならないと言っただろう。君でなければ、俺の妻は務まらないと」

　ハンドルを握りながら、もう何度も確認した内容を繰り返し説明される。

「恋愛感情があるだけじゃ、俺の妻は務まらない。俺は仕事で海外を飛び回っていて、ほとんど日本に戻ってこない。月に数日、数時間程度しか戻ってこない夫を待ち続けられる女なんていない。金目あてでもなきゃな」

　総司がニッと笑みを浮かべる。まるで自分が金銭目的で結婚したと言われたようで複雑な気分になる。

「私はお金目あてではありません……」

「わかってる。だからこそ君なんだ。俺だって、金目あての危険な女を自分の家に置いておきたいとは思わない」

　おもむろに彼の手が伸びてきて、清良の頭をくしゃくしゃとなでた。

　その仕草にいったいどんな意味が込められているのかはわからないが……慰めてくれているのだろうか？

「これまで何度も恋人に『会いたい』と駄々をこねられ、喧けん嘩か別れしてきた。俺は仕事が最優先だ。そこを譲る気はない。理解のあるドライなパートナーが必要だ」

　一向に戻ってこない夫を待つ妻の心情。その苦痛が理解できるからこそ、恋愛結婚はしたくないのだという。

　だから愛のない清良に妻という〝仕事〟を頼みたいのだそうだ。我慢強く、じっと耐え忍ぶ精神力を持ち、従順に待ち続けることができる女性であると見込んで。

　ただし、それは表面上の話。総司が不在の間はその存在を忘れ、自由に過ごしてくれていいという。

　ただ、他人から「結婚していますか？」という質問をされたときだけ、左手の薬指に光る指輪を見せながら、笑顔で「はい」と答えてほしい――それが、清良と総司の間で交わされた契約だ。

「君となら、新しい関係を築けそうだ」

　揚々とそんなことを言って、ハンドルを握る彼。

　だが、ひとつだけ総司は読み違えていた。ドライなパートナーを求めているというのなら、清良を抱くべきではなかったのだ。

　清良の中では、初めて体を許した男性として、特別な感情が生まれつつある。

　体の関係をドライに受け止められるほど、恋愛に手慣れた女ではない。

　練習と言って気まぐれにキスをされたり、周囲へのカムフラージュのために腰を抱かれたりするたびに、清良の心はぞくぞくと高揚し、抗いがたい感情が膨らんでいく。

　それが『恋』であることを当人が自覚しているかどうかは別として。

　この秀麗な御曹司が隣に座っているだけで、ドキドキしてたまらないのだ。

「……あの、総司さん。わざわざ院瀬見家に迎えにきてくださって、ありがとうございました」

　当初の予定にはなかった、いわばサプライズ演出。清良ひとりの力で鞠花を納得させることはできなかっただろうから、ありがたかった。

「たまたま早く日本に帰ってこられたから、寄ってみたんだ」

　どうやら仕事を終えて帰国した直後だったようだ。空港から院瀬見家に直行してくれたのかもしれない。

「お嬢様にいじめられずに済んだか？」

「……多少は罵られましたが、最後はぎゃふんと言わせられましたから」

「役に立てたようでよかったよ。どうせ君は、最後の最後までいじめられているのだろうと思った」

　まさか心配して来てくれたのだろうか。それとも、彼が言う通り、本当にたまたま時間が空いたから？

　優しさであると願いたいが、あまり彼に期待するのはよくない。

　彼は仕事が最優先だと公言していて、そのための契約結婚だ。




「さ。実家に着いたよ」

　総司がハンドルを切ると、目の前には立派な洋館がそびえ立っていた。

　お金持ちの家というものは、院瀬見家の豪邸で見慣れているつもりだったけれど、ここは敷地も使用人の数も桁はずれ。

　総司の両親に挨拶をしたとき、一度だけ訪れたことがあるが、個人の住宅とはかけ離れた、見るからに文化的価値の高そうな建築物に度肝を抜かれた。

「うちに来ると、いつも清良は猫背になるな」

　総司に笑われて、慌てて背筋を伸ばす。引け目を感じたとしても表に出してはいけない。仮にも、この家の次期当主の妻になるのだから。

　この先、清良に問われるのは演技力。良家に嫁いだ優雅な夫人のフリをしなければならない。

「そうだ。そうやって堂々としていてくれ」

　清良の演技を総司は気に入ってくれたようで、満足そうに笑っている。それを見て幾分心が楽になった。

　敷地に入ると中央には大きな噴水があり、それをぐるっと囲むように車道が敷かれ、玄関まで続いている。玄関の前で車から降りると、すかさずやってきた使用人が駐車を引き受けてくれた。

　ひたすら恐縮して頭を下げる清良だが、総司はひと言「後を頼む」とスマートに言い放って建物の中へ入っていく。

　この洋館が建てられたのは明治時代。有名なイギリス人建築家によって設計された、いわば歴史的建造物。今も、建て替えることなく補修を繰り返し、当時の様相を保ち続けているのだそうだ。

　そのせいか内装はヨーロピアンながらも華美すぎない。

　温かみのある日本古来の文化が混じり合っており、文明開化の時代にタイムスリップしたかのような錯覚を覚える。

　案内された客間では、双方の両親が紅茶を飲みながら談笑していた。

「清良さん。いらっしゃい」

　チェアから立ち上がったのは総司の母親。この建物の歴史を地で体現するかのような、美しい着物を着た麗人だ。

　一般人である清良を快く迎え入れてくれた心の広い女性。姑となる人が彼女で本当に良かったと清良は安堵している。

　その隣には、ベージュのスーツを身にまとった背の高い老紳士、総司の父親が立っている。彼も家柄はたいして気にしていないようで、総司が選んだ女性なら誰でもいいと言ってくれている。

「お招きいただきありがとうございます」

　清良は丁寧に礼をして、両親の隣に並ぶ。両親も立ち上がり、娘に合わせて深々と頭を下げた。

「本当に、城ケ崎さんにはよくしていただくばかりで、このご恩をどうお返しすればいいか……」

　かしこまる清良の父に合わせて、母も「ええ、本当に」と何度も頭を下げている。

　両親ともにスーツで小綺麗な格好をしているが、天羽家と城ケ崎家、このふた組の家庭には見た目にどうしようもない格差が表れている。

　片やセレブの集う晩餐会、片や保護者会だ。

「とんでもないわ。息子の妻になってくれた人と、そのご家族ですもの。当然です」

　もちろん、双方の両親とも、清良と総司の間で交わされた契約のことは知らない。純粋な恋愛結婚だと思っている。

　総司の両親は息子の結婚に対してなんの不安も持っていないのに対し、清良の両親は、ふつつかな娘をこんな良家に嫁がせて大丈夫だろうかと心配している。

　客観的に見れば、ずっと院瀬見家と深く関わってきた天羽家は、清良も含め、マナーは上等。決してふつつかなどではないのだが。

　家柄の違いを考えて気が引けてしまうのは、当然の反応だろう。

「総司。清良さんのご両親のお勤め先なんですけどね。これまで現場で働かれて、せっかく豊富な経験をお持ちなのだから、今後はスタッフの教育をお願いしてはどうかと思うの」

　清良の両親は、城ケ崎家に関わるスタッフたちが籍を置く企業に転職する。どうやら、総司たちが到着するまで、両親の具体的な配属先について検討していたらしい。

「もちろん、給与や役職は、前職にプラスアルファしてご用意するわ」

　総司の母親の説明に、清良の両親は深々と頭を下げた。

「私たちのことまで真摯に考えてくださり、本当にありがとうございます」

　その言葉が心の底からの感謝だと感じ、清良は安心した。自分の都合で転職させてしまったことに、少なからず罪悪感を抱いていたからだ。

　総司も異論はないようで、チェアに深々と腰かけながらうなずく。

「お任せしますよ。清良のご両親に気持ちよく働いていただけるのであれば、俺からはなにもありません」

「十分です。なにからなにまで、本当にありがとうございます」

　清良の両親は戸惑ったことだろう。城ケ崎家と院瀬見家が勝手に話し合いを進め、気がつけば自分たちの退職と再就職の手はずが整っていた。

　城ヶ崎家からすると、息子の義理の親となる人々を、他家の使用人として働かせておくのは体裁が悪いため、手もとに引き取りたいと考えるのは当然のことだ。

　十分すぎるほどの退職金をもらって早期退職という案もあったのだが、まだまだ働きたいという両親の意思を尊重して、適切な職場を見繕ってくれた。

　清良は城ケ崎家の人々が両親を迎え入れ、誠意を尽くしてくれたことに、ただ感謝するのみだった。




　城ケ崎家で夕食をご馳走になり、二十一時を過ぎた頃、和やかな会合が幕を閉じた。

　清良の両親は車で帰宅、清良は総司とともに、二週間前から住み始めた新居に戻る予定だ。

　総司の車の助手席に乗り込んだ清良は、使用人たちがせわしなく動き回っている姿をフロントガラス越しに眺めて首をかしげる。

　もしかして、彼の両親もこれから外出するのだろうか。でも、こんな夜遅くにいったいどこへ……？

「ご両親は、これからどこかに行かれるんですか？」

　尋ねてみると、総司は運転席に体をすべり込ませながら、離れたところで待機しているリムジンに目をやった。

「ああ。シンガポールに戻ると言っていたかな。両親も俺と一緒で、海外を飛び回るような生活をしているんだ」

「そうだったんですね……」

　よくよく聞けば、今日のためにわざわざシンガポールから駆けつけてくれたという。これから空港に向かいとんぼ返りするのだとか。

「お忙しいのに、私たち家族のためにわざわざ来ていただいてすみません」

「いつもこんな感じで飛び回っているから、たいした苦ではないだろう。のんびりフライトを楽しんでいるさ」

「のんびりしていただけるといいんですが……飛行機じゃあそんなにゆっくり休めないでしょうし……」

　口にした後で、ああファーストクラスかと思い立った。つい自分の経験からエコノミーの窮屈な座席を想像していた。

　広々とした座席でのフライトならのんびり楽しめるだろう。

　しかし、総司の口から飛び出したのは、予想のはるか上をいくひと言だった。

「これでもかってほど、くつろいでいると思うぞ。自家用機だからな」

「じ、自家用……!?」

　まさか本当にプライベートジェットまで所有しているとは。

　ジェットセッターという異名は言葉のあやかと思っていたが、これぞ正真正銘の大富豪。桁はずれの財力におののく。

「……もしかして、総司さんも今日、自家用機で日本に戻ってきたんですか？」

「今日は両親に譲った。だが、使えるときは使う。いつか君も乗るといい」

「……はぁ……」

　軽々しく勧められ、どんな状況になったらそんな日が訪れるだろうと頭をひねる。

　妻という役割を命じられ、今はその仕事のほとんどが留守番だけれど、いつか自分も彼とともに海外へ行くことがあるのだろうか。

　海外の社交には夫婦同伴も多いと聞く。一応最低限のマナーは心得ている清良だが、社交界ともなればまた変わってくるだろう。必要があれば準備をしておかなければ。

「あの、総司さん。いつか私もご一緒に海外へ行くことがあるでしょうか？　夫婦同伴の会合とか……」

「基本、同伴は秘書に頼んでいるよ。君にも仕事があるわけだし。行くとすれば……新婚旅行くらいだろうか」

　運転席でエンジンをかけながら、総司はニッと笑みを浮かべる。

　彼に新婚旅行へ行くつもりがあったとは思わず、清良は目を丸くした。

「清良、英語は？」

「日常会話程度でしたら……」

「頼もしいな」

「鞠花に付き合って、たくさん勉強させられたので」

〝お嬢様〟といえば英語は必須。英語が大の苦手で逃げ回っていた鞠花に付き合うかたちで、よく勉強させられたものだ。

　鞠花の父が雇ってくれた外国人講師のもと、なぜか清良を巻き込んでのプライベートレッスン。おかげである程度ヒアリングはできるようになったし、最低限の会話が成り立つ程度にはしゃべることもできるようになった。

　どうして自分まで……と思ったこともあったが、将来役に立ちそうでよかった。努力はしておくに限る。

「大丈夫、いざとなれば、通訳やボディガードを雇うから、心配しなくていい」

　ボディガードという発想のなかった清良は、小声で「わぁ……」と驚きのつぶやきを漏らした。大富豪の妻は身に危険が及ぶのかと今さらながらに思い立ち、ぶるっと身を震わせる。

　そういえば、新居を与えられた際に、ひとつだけ厳しく注意されたことがある。

『どんな使い方をしてもかまわない。ただひとつだけ。俺のいないときに他人を家に入れるな』

　彼いわく、清良の身に危険が及ぶからということだが。

　ひとりのときは友人知人もＮＧ、両親以外は自宅に入れてはいけないという総司の徹底ぶりに、正直、疑問を抱いていた。

　彼はなにかを過剰に警戒している節が見られる。

　そこまでする必要があるだろうかと思ってしまう清良だが、そこは長者番付に名を連ねるほどの御曹司、過去に苦い経験でもあったのかもしれないと、無理やり納得することにした。

「ところで、新居はどうだ？　問題なく暮らせているか？」

　不意に投げかけられた質問に、清良は慌てて姿勢を正す。

「あ、はい！　素敵なお家うちをありがとうございます！」

　総司はふたりの新婚生活のためにと、都心の一等地に一軒家を購入した。広々とした二階建ての邸宅だ。

　清良が足を踏み入れたときには、すでにデザイナーによって家具や雑貨、日用品、果ては洋服まで、生活に必要なものはすべて揃っていて、着の身着のままポンと家の中に放り込まれたという感じだった。

　清良の私物も、業者によってあっという間に運び込まれた。

　が、新婚生活の舞台となるその家に、総司はまだ一度も足を踏み入れていない。

　今日までずっと海外を飛び回っていたからだ。

「気に入ってもらえてよかった。困ることがあったらなんでも言ってくれ」

「大丈夫です。真ま鍋なべさんの電話番号もお聞きしましたし」

　真鍋とは、総司の個人秘書だ。かつては総司の父親を担当していたベテラン秘書らしい。困ったことがあればなんでも頼りなさいと、電話番号を預かった。

　しかし、総司は静かにかぶりを振って、「そういうことじゃない」とため息をつく。

「たしかに俺は海外にいるし、すぐに駆けつけられないかもしれないが。電話で妻の不満を聞く時間くらいは持ちたいと思っている」

　またしても、「はぁ」としか答えられない内容だ。

　総司の『妻』という定義は難しい。

　契約結婚で、お互い干渉し合わないことを前提としているのに、愚痴は聞いてくれるという。『愛着が湧いてきた』とも。

　彼の中で、どこからどこまでが妻の仕事なんだろう……。

　聞いたところで、彼もきちんとした答えはくれないと思う。手探りでボーダーラインを見つけていくしかない。

「寂しくはないか？　……というか、むしろ俺がいないほうが快適か？」

　とても新婚の会話とは思えず、お互いに苦笑する。

　引っ越し早々、清良は留守番するはめになってしまった。

　慣れない新居にひとりきり。最初は毎日が探検のようで刺激的だった。家中の戸棚を開けて回ったりもした。いろいろなものが収納されており、宝探しのようで楽しかったのだ。

　しかし、二週間も経つと新鮮さは薄れ、戸棚もだいたい開け尽くし、じわじわと寂しさが込み上げてきた。

　とはいえ、寂しい、総司さん早く会いにきてという気持ちにはならない。

　そもそもふたりは赤の他人同士で、一緒の時間を過ごしたことがないのだから、恋しくなりようがない。

　顔を合わせたのは、結婚を口約束したあのいかがわしい夜と、婚前契約書を締結したわずかな時間。それから、夫婦としての振る舞い方を事前に打ち合わせした数時間程度だろうか。

　後のやり取りは電話だった。相手が本人ではなく代理の弁護士や、城ケ崎家の使用人であることも多かった。

「ひとり暮らしは初めてなので、戸惑うこともありますが、大丈夫ですよ。寂しくはありません」

　清良は少しだけ嘘をついた。総司に寂しいと言えば、契約違反になる気がして。

　彼が望む妻とは、『優秀な留守番』だ。「寂しい」や「会いたい」を口にして迷惑をかけることのない、お飾りのような奥様だ。

　そんな清良の心しん中ちゅうを見透かすかのごとく、総司は意味深な微笑をたたえた。

「君を選んで正解だった」

　そんな皮肉なひと言をつぶやく。

「家の中に縛りつけるつもりはない。ご両親のもとへ行ってもかまわない。まぁ、周囲に別居と陰口を叩かれない程度に頼む」

「それは、そうですけど。新婚早々実家に入り浸っては、両親も心配するでしょうし」

「それこそ、俺が出張中だと説明すればいいじゃないか」

「……ですが……」

　総司がいつ帰国するかもわからない。いざ帰ってきたときに、妻が家にいないのでは、幻滅されそうで、清良はそうする気になれない。

　いや、そもそも、総司は清良に家にいてほしいと考えているのだろうか。いないほうが自由でいいのでは？

「あの……私は、あまり家にいないほうがいいですか？」

　到着した自宅の前でリモコンを操作しながら、ロートアイアンの門扉がゆっくりと開いていくのを待っていた総司は、清良のことを二度見して「は？」と声をあげた。

「総司さんは、今までずっとひとりで暮らしてきたわけですから、赤の他人である私なんか近くにいないほうが……」

　その瞬間、開いた門に向かって総司がアクセルを踏み込んだ。

　体が前後にぐらりと揺れて、清良は「きゃっ」と小さな悲鳴をあげる。

　鉄門をくぐると、緩やかにカーブした細い道が続いていて、やがて広い前庭に抜ける。正面には邸宅の玄関と車寄せが、脇には大きなガレージがある。

　ガレージに車をすべり込ませ、総司はブレーキをかけた。ガクンと大きな揺れとともに車が止まる。

　清良がドキドキする胸を押さえながら総司を見上げると、彼は手慣れた仕草でシートベルトをはずした。

「『赤の他人』だなんて、二度と言うな」

　ヒヤリとするような圧力と、真剣な眼差し。もしかして、怒っているのだろうか。

　総司に顎を持ち上げられ、胸がバクバクとせわしなく音を立てる。

「それから、『私なんか』とも」

　彼の顔がゆっくりと近づいてきて、清良の唇をついばんだ。

　ちゅっと甘い音を響かせて離れていく。

　今のはいったいなんのキスだろう？　怒っていたわけではないのだろうか。

　まるで懐柔するかのような蠱こ惑わく的てきな眼差しが清良に突き刺さる。

「俺と君は契約結婚だが、一生を捧げると誓い合った仲でもある。その覚悟があって婚姻届に名前を書いた。違うか？」

　清良はごくりと息をのんで「はい」と答えた。清良の中には、少なからず彼の力になりたいという意思がある。それが愛かどうかは別にしても。

「君は俺の precious……英語ができるなら、この程度の意味はわかるね」

　……つまり、大切という意味だ。英語では愛する人のことを『My precious（＝私の大切な人）』などと呼んだりする。

　その意味を理解して、でもふたりの関係に添うような単語ではない気がして、なんだかしっくりこない。

「君をないがしろにするつもりも、見下すつもりもない。この家は君のものだ。妻として堂々としていてくれ」

　凛とした指示が、清良の心の中に自然と溶け込んでいく。

　――ああ、私は、彼の妻なんだ。暗示のように心の中で繰り返して、清良はその事実をのみ込んだ。

　自分はこの気高い獅し子しのごとき男性の、特別な女性であるのだと。にわかには信じがたいけれど、少なくとも他人からはそう見られている。

「清良。今夜は君を妻として特別に愛してやったほうがいい？　それとも、理性的な話し合いがしたい？」

　試すように覗き込まれ、清良の鼓動はいっそう高鳴りだした。

　思い出されるのは、初めて出会ったあの日の、体を使った強引な契約。

　あの夜、総司は清良の心に火を灯した。

　それがただの情欲なのか、恋ゆえの欲望なのかはわからないが、少なくともまだその熱は清良の中で燻くすぶっていて、再び強く燃え上がるときを待っている。

「わ……たし、は……」

　もちろん、清良が「抱いて」などと口にできるタイプでないことを、総司もよくわかっている。

　だから、彼は清良の首筋を唇の先でくすぐり、胸の膨らみに指を這わせる。そうして、清良の心を読むためのヒントを探る。

　清良が漏らした熱い吐息こそが答えだ。総司はすぐさまその手がかりを拾い上げ、求められているものを悟った。

「決めた。まずはゆっくり体で話した後、日の出を眺めながら今後のことを話し合おうか」

　カァッと清良の頬が熱くなる。心のどこかでそれを望んでいたことを、清良も自覚している。

　この途方もなく秀麗で雄々しくて、ときに傲慢で、ときに自分を甘やかす紳士の誘いを断れるわけがない。退ける方法を知る人がいるなら、ぜひ教えてもらいたい。この人の前にいて、どうやって平静を保てるのかと。

　うっとりと総司を見つめている清良に、彼は苦笑する。

「俺の体に溺れるのはかまわないが、心には溺れるなよ。明日の朝、仕事に行かないでなんて言われても困る」

「……そんなこと、言いません……」

　わかっている。自分は彼を自由にしてあげるための小道具にすぎない。のめり込むことは許されない。

　こうして抱いてもらえるのは、きっと彼の気まぐれであって愛ではない。

　自分は彼の体に溺れているのであって、心から愛しているわけではないんだ。そう納得して彼に身をゆだねる。

　総司にエスコートされ車を降りた清良は、彼を新居に案内する。初めて家の中に足を踏み入れる彼には、ガレージに隣接した通用口ではなく正面玄関から入ってもらうことにした。

　両開きの大きな扉の先に、広々とした玄関ホール。白い大理石の床。壁は全面オフホワイトで、周囲のライトが芸術的な陰影をつくり出している。

「真っ白だな。悪いことができそうにない」

「総司さんが白でオーダーしたんじゃないんですか？」

「全部デザイナー任せだよ。というか、ツッコミどころはそこじゃない」

　靴を脱いだ総司は、前を歩こうとする清良の腕を掴み引き寄せると、背後から抱き寄せた。突然密着してきた彼に驚いて、清良はびくりと体を震わせる。

「まずは『悪いことってどんなこと？』って聞いてくれよ」

　その『悪いこと』がなんなのか、聞くまでもなく理解できるし、それを清良の口から言わせようとする総司の意地の悪さに唖然とする。

　清良が困惑している間に、総司の腕が背中と太ももの裏に回り、体を持ち上げた。

「……っ！」

　総司は清良を横抱きにして部屋の奥へ足を踏み入れる。

「まずは寝室の場所を教えてもらえるか？」

「し、寝室は、二階です……」

　総司は清良を抱きかかえたまま螺旋階段を上る。

　二階には複数部屋があり、その中のひとつが総司の書斎兼ベッドルームになっている。総司は部屋に入るなり「違う」とため息をついた。

「ふたりの寝室があるだろう」

「そ、それは……」

　途端に清良の頬が、ボッと火がついたかのように赤くなった。

　広々とした夫婦用の寝室もなくはないが、まさかあのベッドを使う日がくるとは思わなくて戸惑う。

「一番奥……です……」

　清良の指差す先へと総司は足を進める。

　たどり着いた部屋は、寝室兼リラクゼーションルームになっていて、片側には大きなベッドが、もう片側にはソファとローテーブルが置かれていた。

「使った気配がないな」

「自室で寝ていたので……あ、でも、お掃除はちゃんとしてあります！」

「へぇ。もしかして、今日使おうと思ってた？」

　清良はぶるんぶるんと首を横に振る。そんなことはない。断じて。妻の仕事に家の掃除も含まれていると思ったから、一応やっておいただけで。

　そんなリアクションを予期していた総司は、くつくつと喉の奥で笑う。

「奥ゆかしいのは君の美徳だが、それが男を煽り立てていると自覚したほうがいい」

　清良の体をベッドに下ろしマットに埋うずめる。その上に覆いかぶさって、猛々しい黒瑪瑙の目をギラリと光らせる。

　清良は目の前の男性が、早くも欲情してしまったことにただただ驚く。

　初めて新居に夫を迎え入れるにあたって、秘書の真鍋から好みを聞き出し、好きなワインやおつまみ、夜食なども用意したのだが。段取りがめちゃめちゃだ。

「ずいぶん遅くなってしまったが。新婚初夜を始めようか」

「総司さ――んぅっ……」

　一方的に宣言して勝手に初夜を始めてしまった総司に、文句を言おうとして……失敗した。

　あっさりと唇を塞がれ、なんの反論もできぬままその身を暴かれる。

　清良の衣服を一枚一枚剥ぎ取って、彼自身もスーツを脱ぎ捨てていく。

　ふたりの間を阻むものがなくなっていくにつれて、清良の心はうれしいような、苦しいような、なんともいえない高揚感に落ちていく。

　罪悪感たっぷりの快楽に蝕まれていった。

「……なん……で……？」

　彼の体を抱き留めながら、清良は必死に声を絞り出す。

　本当は心地よすぎて、意識が飛んでいってしまいそうだったけれど。なんとか理性を保って、彼の顔を覗き込んだ。

「どうして、抱くんですか……」

　彼が清良の首筋を食べながら、くぐもった声で答える。

「どうしてって。夫婦だからだ」

「でも、契約結婚なのに……」

　ふたりの結婚はあくまで契約。こんなことまでする必要はないのではないか。

　なのに彼は、心の結びつきは拒むくせに、体はしっかりと結びつこうとする。

「君がもの欲しそうな目で俺を見つめているからだ」

　唇を胸のほうへすべらせながら、彼は吐息交じりにささやく。

「あっ……」と清良は甘い呻うめきを漏らした。溺れるなと注意されたばかりなのに、こんなに体を愛されては、身も心もほだされてしまいそうだ。

「そんな目、してません……義務でしているのなら、やめてくださって結構です……」

　憐れだから抱いてやろう、そんなふうに思われているのなら、いっそ抱かないでほしい。

　けれど、そんな清良の精いっぱいのプライドを総司は軽く受け流した。

「勘違いしないでくれ。嫌々やっているわけではないし、女なら誰でもいいってわけじゃない」

　不意に彼が体を起こした。清良と真正面から向かい合って、唇を近づける。

「俺の手で満たされる妻の姿が見たい」

　その瞬間、彼の指先が清良の敏感な部分を探りあて、ひどい快楽をもたらした。

　ひとつ啼なき声をあげた清良に「そう。それだ」と満足げな表情でキスをする。

「総司さんも……勘違いしないでくださいね……？」

　悔し紛れに清良も主張する。決して、男なら誰でもいいというわけではない。彼がお金持ちだからとか、見た目がカッコいいからとか、そんな軽薄な理由でもない。

　自分は総司の妻になるのだと、覚悟を決めてここにいるのだから。

「私だって……誰とでもこんなことするわけじゃありませんから。夫とだけですから」

　総司は噴き出す。いったいどんな警告が飛んでくるかと思えばと、くつくつ笑う。

「それは……仕事として？　それとも女として？」

「それは……」

「いや、言わなくていい」

　答えようと開きかけた口に、慌てて唇を押しつけて制止する。

「……聞くのはやめておく。制御できなくなりそうだ」

　いったいなにを？と疑問に思った清良だが、尋ねる前に理性を奪われた。

　たいして男の体を知らない初心な清良を満足させるなど、総司にとっては造作もないことだったのかもしれない。




　日の出を眺めながら今後のことを話し合おう、そう約束したはずなのに。

　彼は七時を過ぎてもまだ目を覚まさない。

　朝早く仕事と言っていたけれど、大丈夫だろうか？　何時に起こせばよいか、聞いておけばよかった。

　清良は彼の寝顔を見つめながら、妻としてどうすべきかそわそわしていた。

　きっと疲れているのだろう。昨日海外から帰ってきたばかりで、もしかしたら時差ボケがあるのかもしれない。

　しかも、夜更けまであんなに激しい運動をして……。

　疲労度でいえば清良が上だが、先に目が覚めてしまったのは、男性の腕枕という特殊な状況下でぐっすり眠り続けることができなかったからだ。最低限の睡眠だけ補うと体はすぐに覚醒してしまった。

　おかげで、総司の安らかな寝顔を堂々と見つめられる権利を得たわけだが。

　閉じられた瞳。引き結ばれた唇。整いすぎた寝顔に再びほうけそうになる。

　見れば見るほど、彼の魅力に気づいてしまう。体を重ねた数だけ、ますます平静でいられなくなる。

　自分の中で膨らんでいく総司という存在。それとも本当に体の関係に溺れているだけなのだろうか。

（こんな感情……知らない……）

　間違っても恋に落ちないようにしなくては。それは彼の望むところではない。

　とにかく朝の支度を整えようと、清良はこっそりとベッドを抜け出してリビングに向かった。今日は日曜日。総司は土日も関係なく仕事だそうだが、清良にとっては休日。気が楽だ。

　朝食を作ろうと冷蔵庫の扉を開くと、真鍋から聞き出して準備した総司の好物が並んでいた。夜食にと思っていたが、食べるタイミングを逃してしまった。

　かといって、このまま腐らせてしまうのはもったいない。せっかくだから、これらの食材を使ってサンドイッチでも作ってみようかと腕をまくる。

　高級チーズと生ハムを、玉子フィリングとともに食パンに挟む。バジルチキンを薄くスライスして、トマトやレタスと一緒にクラブハウスサンドにした。

　八時に近づいた頃、ようやく目を覚ました総司がリビングに顔を出す。

　シャツの前が開いたまま。胸板がもろに視界に入ってきて、清良はすかさず目を逸らした。スラックスだけはちゃんとはいていてくれてよかった。

「おはようございます」

　胸もとに目線がいかないようにチラ見をすると、彼は額に手をあてて憂鬱そうにうなだれているところだった。

「おはよう……寝坊した……」

　どうやらうなだれている原因は、寝過ごしたことにあるらしい。

　携帯端末を耳にあてて「すまないが、車を自宅まで回してくれ」と指示を出している。相手は秘書だろうか？

　通話を終えると、総司はキッチンのほうへとやってきた。

「すみません、何時に起こしていいのかわからなくて……」

「いや。君は悪くない。寝坊したのは俺だから……と……」

　彼はキッチンに並んでいたサンドイッチを見て固まる。

　その困惑した表情から、勝手に朝食を用意したことが迷惑でしかなかったと察した清良は、すかさず朝食を背中に隠して手を振った。

「いいんです！　ついでに作っただけですから！　私、お昼に自分で食べますし」

　彼は一瞬申し訳なさそうな顔をして「悪い。食べている時間がない」そう簡潔に謝ってリビングを出ていった。

　サンドイッチを見下ろしながら、失敗したなぁと反省する。

　彼は過剰にかまわれることが嫌いだ。仕事に集中するための契約夫婦なのに、こんなお節介を焼いてしまって。

　今の彼の表情、トラウマになりそうだ。迷惑とも言えず、かといって喜ぶこともできず、なんとも言えない気まずい顔をしていた。

　二度とあんな顔をさせないようにしなければ。

　サンドイッチのお皿にラップをかけ、冷蔵庫にしまおうとすると。

「清良」

　顔を洗っていたのだろう、総司がタオルで顔を拭きながらひょっこりとリビングに顔を出した。

「それ、適当に包んでもらえるか？　車の中で食べる」

　え……と清良は一瞬フリーズする。

　しかし、すぐに気を使ってくれたのだと理解して「はい！」と返事をした。

　なにか包むものはあっただろうか。そういえばどこかの戸棚に使い捨てのランチボックスやお弁当箱があったような。

　何箇所か戸棚を開き、ようやく探しあてたランチボックスに、清良はサンドイッチを並べて風呂敷で包む。

　しばらくすると、身支度を終えスーツに身を包んだ彼がリビングにやってきた。

　今日も紳士たる装い。昨夜の野性味あふれる彼とはまた違った、知的な魅力を放っている。

「これ、どうぞ」

　臙えん脂じ色いろの風呂敷を見た総司は、今どき風呂敷を使う女性が珍しかったのか、クスッと小さく笑った。

「サンキュ」

　受け取ってひょいっと小さく掲げる。今日の彼の手荷物はお弁当だけだ。そして、スリーピースのスーツに風呂敷はかなりの違和感で、申し訳ない気持ちになる。

「あの……無理に食べていただかなくても、大丈夫ですからね？　迷惑だったら言ってください」

　おずおずと覗き込むと、清良の恐縮っぷりがおかしかったのだろうか、今度こそ総司は肩を震わせてくつくつ笑った。

「迷惑かどうかは、味を見てから考える」

　そのとき、総司の携帯端末が短く震えた。画面を確認した後「迎えだ」そうつぶやいてリビングを出ていく。

　一応お見送りをしようと、清良も後についていく。とことこと追いかけてきた清良を見て、総司はなんとも言えない顔で肩を落とした。

　困らせてしまった？　ハッとして立ち止まると、彼は悩んだ末に清良の頭をクシュクシュとなで始めた。

「そ、総司さん？」

「……アヒルの子みたいだ」

「ええっ……!?」

　嫌がられているのかと思いきや、彼は口の端を緩めて笑いをかみ殺している様子。

　頭を好き勝手にかき混ぜられ、うれしいような恥ずかしいような複雑な気分で彼を見上げる。

「ペース、乱れてるな。こんなに寝坊したのは初めてだ」

「……落ち着けませんでしたか？」

「いや、逆だろう」

　玄関にたどり着いた彼は、くるりと清良へ向きなおり、その顎を押し上げる。

「……落ち着きすぎた。新婚生活で浮かれているのかもしれない」

　突然唇を奪われ、驚いた清良は目を瞬いた。

　呆然としている間に総司は「いってきます」と出ていってしまう。

　ああ、もしかして、今のは、いってきますのキス？

「い、いってらっしゃいませ……！」

　清良が声を発することができたのは、玄関の扉が閉まったのとほぼ同時だった。

　彼に声が届いたのかはわからないが、せめて頭の「い」くらいは届いていてほしいと願った。

　途端に家の中がシンと静まり返り、ひとりの日常が戻ってくる。また留守番生活の始まりだ。次に彼が帰ってくるのはいつだろう。

「……また帰ってきてくれるかな……？」

　ふと不安が脳裏をよぎる。もしかしたら、このまま一生この家にひとりかもしれないと考えたことは、一度や二度ではない。

　自分が籠の鳥になったと気づいたのは、この家に引っ越してきて一週間が経った頃だった。

　誰もいない孤独な週末。いつ帰ってくるかもわからない夫をひたすら待ち続けるだけの、不安と退屈が交互に押し寄せる空虚な生活。

　彼の言っていることの意味がようやくわかった。

　恋愛感情だけでは務まらない、愛があるほど忍耐のいる仕事。

　彼のことを愛おしく思えば思うほど、ひとりで待つ時間が苦痛になる。孤独という枷かせが手足に絡みついて、がんじがらめになる。

　ましてや、妻が我慢強く待っている間、夫は多くの人に囲まれ、楽しんで生き生きと仕事をしているのだ、愛が憎悪に変わるのも時間の問題だろう。

　もちろん、憎悪に変わるほどの愛を持たない清良には、ただただ自分が彼の役に立てているのかが心配だ。この我慢強さを見初められて、契約結婚の相手に抜擢されたのだ。「期待はずれだった」などと言われたくない。

「居心地、悪かったかな……？」

　本人は落ち着きすぎたと言っていたが、そのせいで寝坊してしまったのも事実。

　仕事を円滑に回すための偽装新婚生活が、逆に仕事に支障をきたしているとなれば問題だ。

　よくよく考えてみれば、律儀にこの家に帰ってくる必要もない。籍さえ入れてしまえば、別居生活でも問題ないはずだ。

　なにより彼は、多忙を極める〝ジェットセッター〟なのだ。いちいち帰る家を嗅ぎ回る輩もいないだろう。

　もちろん、家の中でも同じこと。行動は自由なのだから、清良を抱くことも、ベッドをともにすることもない。別れ際のキスだって。

「……どうしてこんなことするんだろう？」

　彼の行動がさっぱりわからない。首をかしげながらリビングに戻る。

　そして、大事なことをひとつ思い出し「あ」と清良は手で口を覆った。

「水筒、持っていってもらうの、忘れちゃった」

　もそもそとしたサンドイッチを食べたら、絶対に水分が欲しくなる。

　どうか秘書の方がお茶でも持っていますようにと祈った。










第三章　妻への奉仕と親愛の物理的証明




「まさか総司さんが寝坊などするとは思いませんでしたが。待ちに待った新婚初夜でしたからね。仕事の鬼と呼ばれるあなたも、しょせんは人の子ということでしょう」

　自宅まで車で迎えにきた有能――だがひと言多い秘書、真鍋はにこやかにそんなセリフを吐いた。

　もとは総司の父親の個人秘書として働いていた男だ。総司が重要な役職を任されるにあたって、息子のお目付け役を兼ねて遣わされた。今では頼もしい右腕だ。

　人のよさそうな顔に、銀縁の眼鏡。穏やかな口調であきれるような毒を吐く。

　見た目は総司とたいして変わらない年に見えるが、実のところ十歳以上、上である。

　総司としては、未婚の彼にわかったようなことを言われるのは心外だが、寝坊した手前文句も言えない。

　今頃第二秘書はスケジュール調整に追われているというし、真鍋も訪問を予定していた企業にキャンセルの連絡を済ませたばかりだ。

「新婚だろうがなんだろうが、仕事に支障をきたさない自信があったんだがな」

　そもそもそのための結婚だ。仕事を円滑に回すための偽装結婚。もちろん、秘書たちには隠しているが。

「私は安心いたしました。総司さんはお仕事に力を入れすぎるきらいがありましたから。結婚は難しいのではないかと思っておりました」

　総司のワーカーホリックぶりは有名で、両親や親族はもちろん、秘書たちまで心配させていたほどだ。

　とはいえ、真鍋は総司よりも十以上も年上でいまだ未婚。そんな彼が自分のことを棚に上げてよく言えたものだ。

「自分はどうなんだ、この遊び人」

　プライベートはかなり派手だと聞いている。高給で羽振りがいいうえ、年齢不詳の整ったルックス。女性の扱いにも手慣れており、相手をとっかえひっかえしているのだとか。

　総司は後部座席に腰を据えながら、運転席の真鍋に冷たい眼差しを投げかける。が、その程度では怯まない豪胆な秘書は、ゆるゆると微笑みながら車のエンジンをかけた。

「私は端はなから家庭を持つ予定がありませんから。総司さんの場合はそんなことも言ってられないでしょう？」

　総司のもとに縁談の話が、日々わんさか舞い込んできていたことを真鍋は知っている。財閥である城ケ崎家の長男だ、期待も大きい。

「なにかと面倒ではあるな」

「私はあなたを見て、つくづく財閥なんて家柄に生まれなくてよかったなぁと思いました」

「よく言う」

　総司の前でこんなにも自由奔放な発言をする人間は、真鍋だけである。それでも許されるのは、単純に真鍋が優秀だからだ。

　もちろん、総司と真鍋の間にははっきりとした主従関係があるし、真鍋も上司を立てることを忘れない。だが、ときに辛辣な意見を発することもあり、そういうときはだいたい正論である。

　総司も、彼に従うことはしないが、意見をないがしろにもしない。

「真面目な話、そろそろ後継を育てるほうへシフトしていきませんと。このままではせっかくの奥様にも逃げられてしまいますよ」

　後継というのは、仕事を割り振れる人材を意味している。

　現在、総司は複数の企業の経営者でありオーナーでもある。金融、不動産、貿易、彼の手掛ける事業は多岐にわたる。

　ときには外交官の真ま似ね事ごとをして、各国の企業と日本をつなぐ架け橋にもなる。政府を巻き込んでの巨大プロジェクトの先頭に立ち、動く金は国家予算規模。

　城ケ崎近代オペラホールもそのひとつだ。英国のショービジネス界の重鎮から、日本の富裕層向けに商売を始められないかと持ちかけられ、今のかたちを提案した。

　日本の芸術的発展、文化的社会貢献などあらゆる名目がうたわれているが、実際のところ、とある資産家の鶴の一声で建設された独善的な施設である。

　そして一番の問題は、それらの事業について、総司がほとんどひとりで采配を振っているということ。

　どんなに総司が敏腕な経営者といえど、体ひとつでさばききれる量ではない。現に、総司の休みは月に一度あればいいほうだ。

　ジェットセッターなどと呼ばれているが、実のところ、安心して仕事を任せられる人材がおらず、総司自ら出向くしかないだけである。超過酷な営業職。担当エリアは全世界。

「そもそも、その量のお仕事をおひとりの力でやりきろうとすることが間違っています。他人に任せることを覚えてください。あなたは本来、東とう京きょうのオフィスで部下の話を聞いてイエスノーを答えるだけでいいんですから」

「実際に他人に任せたときの結果を覚えているか？」

　車を走らせながら真鍋は答える。アメリカでの不動産事業撤退、サウジアラビアでの資源開発は落札し損ね、シンガポールでの企業誘致は失敗に終わり――とそこまであげ連ねたところで「もういい」と総司が遮る。

「俺より判断力の優れた人間がいれば、大喜びで任せるさ」

　が、いないだろう？という詰問を省略して総司は黙る。

　ふっと小さく息をついて、真鍋は眼鏡のブリッジを押し上げた。

「あなたは、他人の尻拭いが嫌なだけですよ」

　実際、部下が多少のミスを犯しても、上が頭を下げて誠意を示せば済むことが多い。

　なんなら相手方の利益を少々上乗せしてやることで、かえって好転する場合もある。

　当然、こちらは多少損をかぶるが、その程度はリスクヘッジの一部として許容できる範囲だ。

　だが、どうせ頭を下げにいくくらいなら、最初から自分がやったほうが早いだろうというのが総司の持論。

「部下がみんなお前のように狡猾なら任せられるんだが」

「そんなおぞましい世界、私はごめんですね」

　それはごもっとも。総司はひょいと肩をすくめる。

　車が東京駅よりも南下していることに気づき、総司は向かう先が空港であると知る。

「今日は城ケ崎ホールディングス本社で会議ではなかったのか？」

「それは後日に。まず、パリに向かってもらいます」

　どうやら日本での予定は後回しにされたらしい。身内にはワガママが言いやすかったのだろう。重要な取引先企業との会食があるパリの予定が優先された。

「仕事を他人に任せる覚悟がおありなら、週休一日も可能です。一カ月も奥様をおひとりにして、心配になりませんか？」

「冗談」と、総司は鼻で笑う。なんのための契約結婚だと。

「今のままでかまわない」

　迷いもなく答えた総司に、真鍋は無表情をさらに凍てつかせる。

「承知しました」

　真鍋の返事を最後に、プライベートの話は終わりとばかりに会話をやめる。

　ふと、今になって膝の上にある風呂敷の存在を思い出し、結び目をほどいた。

　紙のランチボックスにラップで包まれたサンドイッチが四つ並んでいる。

　チーズに玉子に生ハム、それからチキンにレタスにトマト。バジルの香りがふうっと漂ってきて、食欲が湧き上がる。

「そういえば、奥様から総司さんの好みを聞かれました。なるほど、お弁当に使う食材のことでしたか」

　そういうことはもっと早く報告しろと胸の内で毒づきながら、総司はサンドイッチを口に運ぶ。

　とても優しい味だった。中身自体は、普段よくワインに合わせて食べているスモークチーズやチキン、生ハムと同じなのだが、サンドイッチに加工するだけでどうしてこうもおいしく感じられるのか。

「うまいな」

「そりゃあ、総司さんの好みに合わせて作った愛妻弁当ですからね」

　愛情がこもっているとでも……？　思わず自嘲してしまう。

　食べ終わるまで五分とかからなかった。最後のひと切れを口に入れる頃には、水分が欲しくなってきた。そういえば、朝起きてからなにも飲んでいなかったと気づく。

「飲み物、あるか？」

「コーヒーなら、そちらに」

　運転中の真鍋に代わり、総司はクーラーボックスを開いた。

　コーヒー。紅茶。苺牛乳……は真鍋の私物だろう。味の強いものばかりだ。

　この優しいサンドイッチの味を強烈な香料で台無しにしたくない。

「水が飲みたい」

「……突然、そんなことをおっしゃられても。普段はお飲みにならないくせに」

　仕方なく真鍋はコンビニの駐車場に車を止める。五分のタイムロス。真鍋は急ぎミネラルウォーターを買いに走る。

　そんな秘書の姿を他人事のように見つめながら、総司は後部座席でぼんやりと臙脂色の風呂敷を眺めた。

　桜の絵が描かれていて、なんとも渋い。が、不思議と彼女の印象とマッチしている。

　なぜ彼女――清良を選んだのか。

　直感を信じた結果だとしか言えない。

　賢く、従順で、理解のある妻が早急に必要だったのは間違いない。一歩遅れれば、母親が用意したどこぞの令嬢と結婚させられてしまうところだった。

　無茶苦茶な決断だったと自覚しているが、タイミングを考えれば一番賢明な判断だったと言えるだろう。

　彼女のすれたところのない、まっすぐで善意の塊のような性格も気に入っている。結果論ではあるが。

（男と寝るのは、初めてだったんだろうな）

　出会った日、ベッドの中で気がついた。これは男を知らない体だと。

　きっと、院瀬見家の娘にこき使われながら、男のひとりもつくることを許されない不遇な人生を送ってきたのだろう。あの反応は、男性との関係を断絶して生きてきた結果だ。

　そんな彼女を抱くのは、正直言って楽しかった。

　なにより、彼女の表情が気に入った。

　体を重ねることを罪と感じながらも、誘惑に抗うことができず、恐る恐る自分に手を伸ばしてくる純粋さと貪欲さが愛おしく思えた。

『俺の体に溺れるのはかまわないが、心には溺れるなよ』

　まるで自分自身に念を押すかのようなセリフだ、溺れかけているのは自分かもしれない。

　なぜ彼女に触れてみたいと思うのか。自ら進んで口づけしてしまうのか。ベッドに押し倒して、自分の欲情をぶつけてしまうのか。

　形式上の妻でしかないというのに、なぜ愛着が湧く？

　その答えは、彼女のような女性を求めていたから。そう感づき始め、総司は焦りを覚えた。本当に自制しなければ、こちらが溺れてしまいかねない。

　朝食を食べないと告げたときの彼女の顔がしばらく頭から離れなかったのは、彼女の厚意を踏みにじったことに罪悪感を覚えたからだろう。

　そして『寂しくはないか？』という問いに『寂しくはありません』と言いきった彼女の矛盾に満ちた表情。

　じっと見つめてくる潤んだ瞳は、どこか物欲しそうでいて、かといってなにを求めてくるわけでもなく、謙虚に、慎ましく、ただ自分に与えられた役割を果たそうとしている。

（こんな女性は初めてだ）

　じわじわと興味が湧いてくる。彼女の頭の中は、いったいどうなっているのだろう。

　と、これ以上、のめり込まないように気をつけなければと自らを戒める。

　気分を切り替えるように、クーラーボックスからブラックのコーヒーを取り出し、呷あおるようにして飲み干した。しびれるような苦みが、頭を冷ましてくれる。

　自分は経済界のキーパーソンだ。求められているのは、家族ごっこではない。この世界を回すこと。

　だが、妻として迎え入れたからには幸福を保証してやらねば、人として、男としてアウトだ。自由と金はあげられるとして、ほかになにを用意すれば彼女は満足してくれるだろう？

　そうこうしている間に、真鍋が車に戻ってきた。

　手にはミネラルウォーターのペットボトルを持って。

「水、買ってきました……よ……？」

　真鍋は車に半身を潜り込ませながら、総司の手の中にあるコーヒーを見て凍りつく。

「ああ。悪い。飲み終わった」

「……喧嘩売ってます？」

　沈着冷静な敏腕秘書も、さすがに口もとを引きつらせて運転席に座る。とりあえずミネラルウォーターをクーラーボックスに突っ込み、再び空港へ向けて車を走らせた。

「真鍋。遠距離から女性を幸せにする方法はなんだと思う？」

「は？」

　漠然とした問いかけに、真鍋は眉をひそめる。が、すぐに新妻のことだと思い至り、小さくうなずいた。

「……やはり、離れている間も想い続けていたという物的証拠ではないかと」

「つまり？」

「現地の高級ブランド品をお土産に贈るですとか」

「……それって効果あるのか？」

　ブランド品を喜ぶような女性には見えないが。

　まぁ、毎日毎日なにかしらが届くとあれば、寂しさは紛れるかもしれない。

「カタログを手配してもらえるか？　品は自分で選ぶ」

「承知しました」

　後部座席の窓から外を見れば、青い空に飛行機が飛んでいた。ボディの形がくっきりとわかるほど低空飛行。空港は近い。

「次に会うのは……一カ月後か」

　彼女は贈り物にいったいどんなリアクションをしてくれるのか、わずかに好奇心をかき立てられながら、総司はぼんやりと空を眺めた。
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　困ったことになった。

　総司が海外出張へ出て一週間が経った頃から、家にあるだけで緊張するような高級ブランド品が、毎日毎日届くようになったのだ。

　最初の三日間はパリから、ドレス、靴、バッグが送られてきた。次の三日間はベルリンから、時計、香水、ネックレスが。

　一日飛んで（移動日だったのだろう）シンガポールから様々なコスメが四日続けて送られてきた。また一日飛んで（本当に移動が大変そうだ）ロンドンからヘアアクセサリーが届いた。

　どれも普段使いには持てあますような品ばかりで、清良はとにかく頭を抱えた。

（総司さん……いったいどうしちゃったんだろう？）

　突然贈り物だなんて。物欲しそうに見えたのだろうか？　ブランド品のひとつでも持ってこい！みたいな顔してた？

　本人にそんなつもりはまったくなかったのだが。むしろ清良はブランド品が苦手だ。

（でも、このヘアクリップはすごくかわいい……）

　アイボリーのクリップに、ゴールドのチェーンとビジューが絡み合っていて、上品でかわいらしい。このキラキラと輝くラインストーンは、まさか本物のダイヤだろうか？　失くしてしまったらどうしようと考えると、怖くて外につけていけない。

　しかし、家の中でしかつけないというのも宝の持ち腐れだ。見せる相手もおらず、余計に寂しさが募る。

（せっかくのプレゼントを手もとで眠らせておくのはもったいないし……）

　意を決した清良は翌日、ヘアクリップを使って髪をセットし、もらったブランドバッグを手に会社へと向かった。

　清良は大手家具販売会社『アサキ・ルーム』の総務部で働いている。

　全国の主要都市にショールームを設置し、コンシェルジュによるコンサルティングセールスに力を入れている企業である。

　安価な大量生産品や通信販売が売上を伸ばす中、昔ながらの高級志向を曲げることなく、質のよさで戦う数少ない家具ブランドのひとつ。

　また、コントラクト事業――法人向けの施設のレイアウトやインテリアコーディネートなどの空間プロデュースも手掛けている。

　東京本社の三階に清良の勤めるオフィスがある。電話応対から事務作業、各部門の業務サポート、人事、経理補佐など幅広く行う部署である。

　清良が出社すると、隣の席の先輩、仲なか根ねはその変化にすぐ気がつき「あ」と声を漏らした。

「待って待って、このフローラプリントの限定バッグ、日本で扱ってないやつじゃない？　どうやって手に入れたの？　っていうか、いくらしたの？」

　軽く二十万円は超える有名ブランドの高級バッグ、まさかバレてしまうとは。スタンダードなロゴデザインなら誰もがそれと気づくが、期間限定の花柄なら気づかれないのではないかと安易に考えていた。

　想像以上に知名度の高い商品だったようだ。いや、もしかしたら仲根がブランド品に詳しすぎるのかもしれない。

「これは……えっと、もらいものなので……」

　言い訳にしてはお粗末すぎた。こんな高級品をプレゼントできる輩などなかなかいない。仲根はかねての疑いを強め、ギラリと目を光らせる。

「また旦那さんから？　ね、天羽さんの旦那さんって、いったい何者なの？　普通の人って言ってたけど、それ、普通の会社員がほいほい買えるようなものじゃないよね？　この前の服だって」

　以前、新居のクローゼットに掛かっていた服を適当に見繕って着てきたら、とんでもないブランド品で、仲根から仰天されたことがあった。

　清良はどんな言い訳をしようかと、ひくひくと口もとを引きつらせる。

　結婚相手については隠している。とんでもない玉の輿だとバレてしまったら、普通の生活ができなくなってしまう恐れがある。

　名前も、正式には城ケ崎清良だが、仕事中は旧姓の天羽清良で通していた。

　結婚に関する事務手続きはすべて自分でやってしまったし、仮になにかの拍子に『城ケ崎清良』という名前が誰かに知られてしまったとしても、名字だけでは城ケ崎財閥とは結びつかないだろうから問題ないと踏んでいる。

　が、このままでは別の要因でバレてしまいそうだ。

「えっと……貿易関係の仕事で……。サンプルとか、よくもらえるんです。あと、社員割引があったり……」

　貿易関係の仕事というのは嘘ではない。実際、そんなような企業のオーナーもやっていたはずだから。

　仲根は「ええ!?　そんな高級バッグがサンプルでもらえるの!?　転職したーい！」と興奮しているが、もちろんそんなおいしい仕事が本当に存在するかはわからないので、少々申し訳ない気分になる。

　さすがにこれは気づかれなかったかと、後頭部に手を伸ばしヘアクリップに触れた。

　サイドの髪を編み込んでうしろで結び、総司が贈ってくれたヘアクリップで留めている。

　目立つところにロゴが入っていないので、ブランド品かどうかわからないのだろう。

（このクリップなら、毎日使えそう……！）

　彼からのプレゼントを肌身離さず持っていられることに、ささやかな幸せを感じる。

　ただし、ブランドバッグはもう通勤には使えないだろう……。

　ぼんやりと考えを巡らせながら、自分の世界に没頭していると。

「ねぇねぇ、天羽さんの旦那さん、今度紹介してよ。一度会ってみたい」

「えっ……！」

　仲根の突然の思いつきに、さぁっと血の気が引く。

「夫婦でダブルデートとかどう？　あ、ホームパーティーしようか!?　うちにご招待するよー」

「えっと……」

　なんとお断りすればいいだろう。

　総司は絶対に紹介できない。たとえ身分を隠したとしても、あの最高級のルックスと漂う気品は隠しきれないだろう。面倒なことになること請け合いだ。

　下手をしたら、流行に敏感な仲根は総司の顔を知っているかもしれない。

　総司の露出があるメディアは、経済誌やニュース番組がほとんどであるが、まれに偶然番組を見た若い女性がひと目惚れをしてファンレターを送ってきた、なんてこともあるという。

　そもそも総司は、清良の私用に付き合えるほど暇ではない。

「……うちの夫は土日も勤務で、なかなか休みが合わないので……ここのところ、海外出張ばかりですし」

　嘘は言っていない。

　仲根は「えー、そうなのー？」とまだ腑に落ちない顔をしている。これ以上こじれる前に、なんとか気を逸らそうと、別の話題を探した。

「それより、コンプライアンス教材の更新、今日中にやらないと後々大変ですよ？」

「あっ、いけなーい！」

　仕事の話をねじ込んで、仲根の意識を別の方向へ持っていく。

　仲根は四年先輩で業務知識は豊富だが、性格は大雑把だ。しっかりしているのは清良のほう。スケジュール管理や気遣いの必要な細かい仕事は、清良が行うという暗黙の了解ができている。

　気分屋な仲根は、基本的なところがスコンと抜けたりする。そんな彼女のフォローをするのも清良の役割だ。

「天羽マネージャーがお尻を叩いてくれるおかげで助かるよ」

　もちろん言葉のあやで、清良はマネージャーではないし先輩のお尻を叩くようなおこがましいことはしない。茶化されているだけだ。

「そんなことより、早く終わらせてしまいましょう。今日、美容院行くんですよね？　残業できないんですから」

「やば！　そうだった！」

　どうやら自分のプライベートのスケジュールも忘れていたらしい。今日は表おもて参さん道どうにあるカリスマ美容師のカットを予約したと自慢していたのに。

「今回の更新内容、このフォルダに置いておきますね。事例はここに。後半は新規の事案ですので、資料のうしろに追加してもらうとして、変更部分に関しては――」

　清良がテキパキと主導していくのを、仲根はぼんやりと見守っている。

「優秀な後輩がいると怠けちゃうわねー」

　開きなおって怠けようとする先輩に、清良は眉をひそめる。

　しかし、先輩への不満より、優秀と言われた喜びのほうが勝ってしまうのだから、自分を手のひらの上で転がすのはさぞ簡単だろうなぁと、清良は苦笑した。




　仕事を終え家に帰ってきた清良は、携帯端末を片手に悩んでいた。

　今日も宅配便が届いた。すごく美しいダイヤのブレスレットだ。保険付きの仰々しい梱包で届いた。会社につけていくには少々派手すぎる。

　贈り物の総額はいったいいくらになっていることだろう。清良の年収を超えているのでは……考えるだけでも恐ろしい。

　ローテーブルの上に開封済みの箱とブレスレットを並べ、ソファに座ってううーんと悩む。電話をしてもういらないと伝えたほうがいいのか。だが、断って嫌な思いをさせてしまったら、それはそれで困る。

　悩んだ末、やはりこのままではいけないと思い、携帯端末に登録されている総司の電話番号を表示した。

　が、宅配便の発送元を手がかりに時差を計算して断念する。総司のいるロンドンは昼前、仕事で忙しくしている時間帯だ。電話をしては迷惑になるだろう。せっかく意を固めたのに、やる気を削がれ落胆する。

　携帯端末をブレスレットの隣に置いて、ため息をついていると。

　突然、ブブブブッと端末が鳴動したものだから、清良はびくりと腰を浮かせた。

　電話だ。ディスプレイには城ケ崎総司の文字。

「も、もしもしっ清良ですっ！」

　慌てて出ると、受話口から『総司だ』という低く艶やかな声が聞こえてきた。

　それを聴いただけで、清良の体はびくりと反応してしまう。

「だ、大丈夫ですか……？　ロンドンはまだお仕事中の時間ですよね……？」

　恐る恐る尋ねてみると、総司は『ああ……』と思い至ったようで『もうロンドンは出た。今は香ホン港コンだ』と答えた。

　ヨーロッパからシンガポールへ移動して、またヨーロッパに戻ってからの香港。この短期間でなんとハードなスケジュールだろうか。もはや時差ボケどうこうのレベルではない。

　マイルがずいぶんたまりそうだ……いや、自家用機にマイルなどないか。そんな思考を巡らせながら「お疲れさまです……」と頭を下げる。

『ところで、荷物は届いているか？』

「あっ……はい！　たくさん届きました！」

　目の前にあるブレスレットを持ち上げ、胸の前に持っていく。きゅっと抱きしめるようにして、受話口の声に耳を澄ました。

『気に入ってもらえた？』

　なんだか気遣わしげに尋ねてくるものだから、首をぶんぶんと上下する。

「はいっ、すごく！　とてもうれしいです！」

『それはよかった』

　どことなく安心した声が聞こえて、清良は胸が温かくなった。忙しいながらも自分を喜ばせようとしている総司の気持ちが伝わってくる。

「あの、でも、どうして突然贈り物を？」

　首をかしげて尋ねると、答えあぐねているのだろうか、少し返答に間が空いた。

『……夫らしいことをなにもしてやれないから。遠くてもできることを考えた』

　トクンと小さく胸が震える。離れている間も、自分のことを考えてくれたようだ。

　もしかして、この贈り物は彼なりの愛情表現なのだろうか。いや、愛情というと少し言いすぎかもしれない。夫婦の親愛の証、とでも言うべきか。

「……ありがとうございます。すごく……うれしいです」

『いや。物で釣ろうだなんて安易で申し訳ない』

「いえ……総司さんが選んでくれているんですよね？　それだけでうれしいです」

　一瞬、もしかして別の人が選んでいるのかな？という疑問が頭をよぎったが――。

『贈り物を選ぶというのは、楽しいものだな。すっかり日課になってしまった』

　どうやらすべて総司のチョイスのようだ。似合いそうなものを、時間をかけて選んでくれているのだろうか、そう考えただけで清良は幸せな気持ちになった。

　だが困ったことに、ますます断りづらくなってしまった。彼の優しさを「もういりません」などとは絶対に言えない。もはや日課とまで言っている。

『清良の好みがわからないから、勝手に選んでしまったが。なにか欲しいものがあったら言ってくれ』

　困惑していたところにそう提案され、清良はチャンスとばかりに耳もとの端末を握りしめた。

「あの、もっと、安いもので大丈夫ですので！　……日頃使えるものとか、日用品などにしていただけませんか？」

『日用品？』

「えっと、たとえば……食器とか、エプロンとか……ふたりで使えそうなもの、とか」

　プレゼントをもらうのは心苦しいが、ふたりで使うものであれば快く受け取れる。

　ウン十万円のドレスを着るのは抵抗があるが、ウン万円の茶器で総司と一緒にティータイムを楽しむのだと考えれば、それはそれでアリだろう。……そんな日が訪れるかどうかは別として。

「ドレスやアクセサリーは、素敵なんですが使う場面がなかなかないので。できれば普段使いできるものを……」

　本音を漏らすと、総司はクスリと小さく笑った。甘い吐息が耳に届き、清良の鼓動は速度を増す。

『わかったよ。小心者な清良が気兼ねなく使えるものだな』

　からかわれてしまったが、意図は伝わったらしい。「よろしくお願いします」と言いながら、清良は座ったまま腰を四十五度に折る。

　お互いに挨拶を交わし、通話を終えた。切断ボタンを押した瞬間、気が抜けてソファに倒れ込む。

（電話しただけなのに、緊張したぁ～……）

　いまだドキドキと鼓動が高鳴っている。

　これから夕食を作ろうと思っていたのに、なんだか疲れきってしまって、今日は簡単なものでいいかと一品減らすことにした。




　四日後。総司から新たなプレゼントが届いた。

　オーダーした通り、日用品だ。箱を開けると、かわいらしいデザインのペアスプーンが入っていた。

（これなら、使いやすい……！）

　一瞬喜んだ清良だが、よくよくそのスプーンを見てギョッとする。

（柄にダイヤが埋め込まれてるよぉ……！）

　高級感に圧倒される。やっぱり怖くて使えない。とりあえず、食洗器には入れちゃダメだろう。彼が帰ってくる日まで大切に保管しておこうと、戸棚の奥にしまった。

　その後も贈り物は続いた。衣類や服飾品などもあるけれど、あからさまなブランド品は減って、普段使いのできる質のよい逸品を贈ってくれるようになった。




　初夏に近づき、外を歩いているとじんわりと汗ばむ季節。

　この日の清良の出勤スタイルは、七分袖のワンピース。色自体はブラウンで控えめな印象だが、サテン素材とサイドのドレープが華やかさをプラスしてくれている。

　革のバッグに同じ素材のパンプス、キラキラしたビジューのついたヘアアクセとネックレス。時計もカジュアルな印象のレザーベルトだ。すべて総司の贈り物。

　ブランドに詳しい仲根もさすがに海外のマイナーブランドはわからなかったようだ。しかし、また違った感想を告げられた。

「なんだか天羽さん、洗練されたよね」

　思わず「へ？」と声を裏返らせた清良だ。洗練ってなに？

「なんだか、突然服の選び方が上手になって。もしかして、例の旦那さんが毎日服を選んでくれているの？」

「あ……いえ、毎日ってわけじゃ。たまに……」

　はははと笑ってごまかすと「ホント、天羽さんの旦那さんってミステリアスだよねー」とやはり疑われてしまった。どう転んでも疑惑は増すらしい。

「それから、そのヘアアクセ。よくつけてるけど、かわいいよね。それもどこかのブランド品なの？」

「……いえ、そんな高価なものじゃ。ただ、海外のお土産ってだけで」

　総司が選んでくれたものを、安物だと言ってごまかしてしまったことにわずかに罪の意識を感じる。本当はものすごく高級なものなのに。

「いいなー、センスのいい旦那さん、本当うらやましい。うちときたらさー――」

　仲根の夫はあまりファッションに興味がないらしく、お小遣いの範囲内で好きにしなさいと言われているそうだ。

　正論だが、あまり高級なものは買うなという牽けん制せいである。

　仲根の夫に賛同していた清良だが、最近はもはや金銭感覚が麻痺してきた。何十万円のアクセサリーと聞いても、そこまで驚かなくなった。

　だが、いざ自分が買い物をするときは百円均一で済ませたりするものだから、どこかおかしい。

　自分に見合わない贅沢品をたくさん贈られ、複雑な気持ちではあるものの、総司のセンスが褒められるのは誇らしく、気分がよかった。




　夕方、会社を出ると、建物の陰にこそこそと隠れながらこちらを見ている人影があった。

　関係を嗅ぎつけて追いかけてくる輩がいるかもしれない、事前にそんなことを聞かされていた清良は、まさかと思いつつも警戒を強める。

　早足で駅に向かおうとすると、途中の信号で背後から腕を掴まれた。実力行使されるとは思わなくて、さすがに驚いた清良は「きゃっ」と悲鳴をあげる。

「天羽さん、落ち着いて。俺だよ」

　焦った声にまじまじと目を凝らすと、見知った顔の男性が立っていた。

「北村くん!?」

　清良の元カレ――と言うには薄っぺらい間柄。あっさりと清良を裏切って鞠花についた北村だった。会うのは院瀬見家で最後の別れを交わして以来だ。

　今日はかっちりとしたネイビーのスーツを着てはいるものの、わずかにパーマがかかった茶髪から、サラリーマンにはなりきれていない軽薄さを感じた。

「天羽さん、こんなところで待ち伏せしてごめん。電話、つながらなかったから」

「あ……」と、清良は目を逸らす。総司に指示されて電話番号を変えたのだ。もう鞠花たちから連絡が来ないようにと。

　本当に信頼できる人にしか、新しい番号は教えていない。

「今、話せるかな？　少しでいいんだ。お別れの挨拶もまともにできなかったし」

　清良としては、もう彼に話すことなどなにもない。変に北村と接点を持って、鞠花に関わることになっても嫌なのだが、こう下した手でに出られると無下に断ることもできなくなってしまう。

「話って、なに？」

　一応聞いてみると、北村は「ここではなんだから」と近くにあったカフェを指差した。しかし、清良としては、北村とゆっくりお茶をするつもりもない。「ご用件は？」と急かすように尋ねる。

「……実は、城ケ崎さんのことで伝えておきたいことがあるんだ」

　総司の名前にピクリと反応する。仕方なく、北村の後についてカフェに向かった。

　ふたりは、一杯三百円程度の、主要な駅には必ずあるような有名コーヒーチェーンに入る。清良はホットのモカを頼み、北村はとりあえずといった感じなのだろう、一番安いドリップコーヒーをオーダーする。

　若い客たちで賑わう店内。夕食時であることが逆によかったのか、ポツポツと席が空いていた。

　少し奥まったところにある二人掛けのテーブルを選び、向かい合って座る。

「さっそくだけど」

　そう前置きした北村がビジネスバッグの中から取り出したのは、二枚の紙切れだった。新聞でも印刷したのだろうか。細かく黒い文字がびっしりと並んでいる。

　しかし、ひと際大きな文字で、清良が息をのむような内容が書かれていた。

『城ケ崎財閥の御曹司、カジノで浪費！　五十億円超え』

『美女をはべらせ夜な夜なパーティー！　若き経営者の派手すぎる私生活』

　新聞ではなく週刊誌だと気づき、清良はげんなりとした。ゴシップというやつだ。

　どうやら総司は、週刊誌に話題を提供するほどの有名人だったらしい。それもそうかと、すぐ腑に落ちたけれど。

　不思議と記事自体に驚くことはなかった。

　カジノで五十億円。うーんと清良は頭をひねる。ピンとこない金銭感覚だ。

　美女をはべらせ夜な夜なパーティー……そりゃあ五十億円を湯水の如く使える人間なら、パーティーくらいするだろう。

　自分の夫が、という感覚はゼロである。まるで週刊誌の中のその人物が、他人のように思えた。

「城ケ崎さんって、こういう人なんだよ。早く関係を絶ったほうがいい。今なら鞠花もすべて水に流すって言ってる。ご両親ともども、帰ってきていいって」

　なにを言いだすかと思えば。清良は思わず空笑いを浮かべてしまった。関係を絶ちたいのは鞠花に対してであって、総司ではない。

　今のところ、総司は妻に対して誠実だ。このゴシップ記事が真実かどうかはわからないが、清良の目から見た総司は、まっとうな人物である。

「……この記事って、いつ書かれたもの？」

　清良が問いかけると、北村は少し困ったように目線を漂わせた。

「えっと……たぶん、二、三年前のものだったと思うよ」

「なんだ、そんな昔のこと」

　ここ数カ月というならさすがに気にはなるが、清良と出会うずっと前のことだ。過去に総司がなにをしていようと、今さら口を出すことではない。

　さらりと流した清良に、北村は「いやいや待ってよ」と食らいつく。

「昔ではないだろう!?　たった二、三年前の話だ！　大の大人が二、三年で変わるわけないんだから！　城ケ崎って男は、こういうヤツなんだよ」

「こういう記事って、大抵嘘なんでしょう？」

　紙切れを掲げてざっと目を通す。なんともチープな文章だ。証拠もなにもなく、つらつらと記者の想像が並べられているだけ。

　ピンボケした写真が一枚。もはやこれが総司だが誰だかわからない。

「……嘘とも言いきれないだろう。天羽さんは心配じゃないのか？　自分の夫が浮気しているかもしれないのに」

「浮気はしてないわ」

　なぜだかきっぱり答えられた。総司のベクトルが『仕事』と『妻』のふたつに向いているという、根拠のない自信があった。

　もちろん『妻』は『仕事』の下だろう。総司の最優先は『仕事』だ。だが、決して『妻』がないがしろにされているわけではない。毎日プレゼントを贈ってくれるところや、一緒にいるときのちょっとした気遣いを見ればわかる。

　総司はきっと、自分を裏切るようなことはしない。たとえこの先、総司が本気になってしまうような女性と出会ったとしても、筋道の通った解決策を提示してくれるんじゃないかと思う。

　それが離婚なのか慰謝料なのか形はわからないけれど、突然清良や両親を切り捨てるような真似はしないだろう。そもそも、そのために婚前契約書を作ったのだから。

　彼には彼なりの流儀がある。それは信頼に足るものだ。なんとなく、見ていてそう思う。

「顔の見えない記者と自分の夫、どちらを信じるかなんて聞くまでもないでしょう？」

　言いきってモカを呷るようにして飲む。すぐに帰るつもりで飲み干した後「ほかにご用件は？」と尋ねた。

「……これはたぶん真実。三年前の記事だ」

　そう言って差し出されたもう一枚の切り抜きには、今度こそ総司の姿だとはっきりわかる写真が添えてあった。

　腰を抱いて歩いているのは、清良でも知っている有名な女優。見出しには『熱愛スクープ！』の文字が躍っている。どうやらスキャンダルのようだ。

　カジノで浪費とか、美女をはべらせるとか、そんな記事と比べればなんの倫理的問題もない。恋愛は自由なのだから。

　だがこちらのほうが、清良はよほど胸が痛んだ。理由はよくわからないけれど。

「これは城ケ崎さんじゃなくて、女性側のスキャンダル記事。資産家と熱愛って書いてある」

「……元カノのひとりやふたりくらい、当然いるでしょう。なんの問題もないわ」

「天羽さんは、この女優さんに勝つ自信があるの？」

　北村の眼差しが痛くて、清良は咄嗟に目を逸らした。

　この写真を見て胸が痛んだ理由がわかった。このふたりがあまりに似合いすぎているからだ。このもやもやとした気持ちは、きっと劣等感だろう。

「……勝つもなにも。どうして勝負しなければならないの？」

　せめてもの虚勢を張る。

　北村にこの記事を持たせて清良のもとに送り込んだのは、十中八九鞠花だ。

　最後の切り抜きを見てはっきりとわかった。不釣り合いだというメッセージだろう。

　これ以上、鞠花の嫌がらせに付き合ってやる義理はない。清良は飲み終えたマグを持って席を立とうとする。

「待って！　天羽さん、君は騙だまされているんだ！」

「……北村くんも大変だね。でも……ごめん」

　鞠花のわがままに付き合わされて、わざわざこんなところまで……同情的な目で一瞥した後、マグを返却台に置き店を出る。

　北村を置いてさっさと帰ろうとした清良だが、入り口を出たところでうしろから強く腕を引かれよろめいた。

「痛っ……」

　倒れかかったところで、北村に体がぶつかってなんとか転ばずに済んだ。だが、顔を上げてみると、見たこともない形相をした北村がいた。

「お前がいなくなったせいで、俺が鞠花のストレスのはけ口になってるんだ。ひとりだけうまく逃げやがって」

　恨みのこもった声をかけられ、恐怖心が湧き上がってくる。

　手首を強く掴まれて骨がギリギリと締めつけられた。このまま腕をへし折られてしまうんじゃないかと怖くなる。

「北村くんだって、鞠花から離れればいいじゃない。どうしてずっとそばにいるの？」

「俺はお前と違って、あいつに借金があるんだよ」

　鞠花からお金を受け取っているとは知っていたが、借金だったとは。

　でも、そのお金で北村は旅行へ行ったり、車を買ったり、好き勝手にしていたはずだ。とても同情はできなかった。

「放して……！」

　北村の手を振り払い、清良は逃げ出した。駅まで振り返ることなくひたすら走り、身を隠すように人混みに紛れた。

　やってきた電車に飛び乗り、きょろきょろと辺りを見回す。北村がいないことに安堵して、ふうと息を吐いた。

　気がつけば大きく肩が上下するくらい呼吸が荒くなっている。走ったこともあるけれど、北村への恐怖心で息が上がってしまったのだ。まさか恨みをかっていたとは、予想していなかった。

　たしかに、清良というおもちゃを失くした鞠花が次に誰をターゲットに選ぶか――少し考えればわかることだ。

　見せられた切り抜きを思い出して、嫌な気分がよみがえる。

　最初のふたつは信憑性がないとしても、最後のはこたえた。清良には遠く及ばない、美しい女性の腰を抱く総司の写真は。

「……っ」

　バッグをぎゅっと抱きしめて、唇を真横に引き結ぶ。

　総司から与えられた服、アクセサリー、靴、バッグ、時計。上質な品の数々。でも、どんなに自分を着飾っても、清良という素材そのものが変質するわけではない。

　清良は清良だ。どこにでもいる、なんの取り柄もない、平凡な女性。

　釣り合わないと、とっくにわかっていたはずだ。なのに、どうしてこんなにも胸がえぐられるのだろうか。

　もやもやした気持ちを抱えながら、清良は帰路についた。










第四章　愛のない戯れと越えてはならない一線




　新居のメインルームは、日が落ちると自動で明かりがつくようセットされている。防犯対策のひとつだ。

　だから、清良が家に帰ってきたとき、家の中が明るいことに疑問は抱かなかった。

　だが、玄関にポンとひとつ、黒い革靴が置いてあることには驚いた。というか恐怖を感じた。いったい誰の靴だろう？

　まさか知らない人が入り込んで？　いや、泥棒の類が玄関で悠長に靴を揃えるわけがない。では知り合い？　秘書の真鍋が様子を見にきてくれたのだろうか。

　びくびくしながらリビングに向かうと、カチャカチャと食器を扱うような音が聞こえてきた。ゆっくりとドアを開けて、そうっと中を覗き込むと。

「おかえり清良。遅かったな」

　シャツとスラックスをラフに気崩した総司がキッチンに立っていた。いったいなにが起きたのかと目を白黒させる。

「……あの、総司さん、どうして……」

「どうして？　俺が家にいてはまずいのか？」

「あの、いえ、決してそういう意味では」

「今晩はワシントンで会食の予定だったんだが、取引先の重役が急病で中止になった。ひと晩空いたから帰ってきた。メールにもそう書いたはずだが」

「っえ……!?」

　清良は慌ててバッグの中の携帯端末を取り出す。未読メッセージが一件。受信時間は十四時。

　あぁと清良は額に手を置く。仕事が終わって早々北村に会い、余計な記事を見せられ動揺したせいで、メールの確認をすっかり忘れていたのだ。

　蒼白になる清良を見て、総司はクスクスと笑っている。

「そんな顔をするな。夕食も用意しておいた」

「っえ……!?」

　総司が自ら料理を……!?　驚いた清良はカウンターからキッチンを覗き込んだ。

　そこにあったのは、ケースに詰め込まれたお惣菜の数々。なるほど、デリバリーを頼んでくれたようだ。

　それにしてもおいしそうだ。なにより高級そう。中国料理のようだが、とびきり大きな海老に、フカヒレらしきものもある。まさかあれはアワビ……！　あの奥にあるのは北京ペキンダック!?　目をパチパチと瞬かせる清良に、総司は笑みをこぼす。

「でき合いのものを皿に並べるだけなら俺にもできる。安心して待っていろ」

「それくらいなら私が……！」

「早く帰ってきたのは俺なんだから、俺がやるのが筋だろう。清良は早く着替えてくるといい。……とちょっと待て」

　その言葉に、清良はギシッと固まる。総司も手を止めて、清良の上から下までまじまじと眺めた。

「その服、俺が贈った服？」

　清良は慌てて「はいっ！」と答える。服どころか。時計もヘアアクセも、今は脱いでしまったがパンプスだって彼からの贈り物だ。

　ひとつひとつ見せようとすると「くるっと回ってくれよ」とリクエストされた。

　照れながらもその場で一回転すると、ふんわりとワンピースの裾が揺れ、ヘアアクセサリーのチェーンとビジューがシャンシャンと音を立てた。

「……どう、ですか？」

　ちゃんと似合っているだろうか。着こなせている？

　おっかなびっくり覗き込むと、総司は存外うれしそうな顔をして、にんまりと口もとを綻ばせた。

「……妻の日常を俺好みに染め上げる。悪くないな」

　支配的な笑みを浮かべて清良を見つめている。思わずドキンと胸が高鳴った。

「……総司さんが気に入ってくれたなら、よかったです」

「君が着やすいようにと、あえて地味な色合いを選んだ。だがこれからは、君に着てもらいたい服も買ってみるとしよう。もっと俺の色に染めてしまいたい」

　たしかに、このブラウンのワンピースが届いたとき、思いのほか地味な色で驚いた。

　だが、だからこそ会社に着ていこうと思えたのだ。これが赤や白だったらきっと着ていけなかったはずだ。

　これからはどんな色を選んでくれるのだろう？　彼が着てほしいと思ってくれたのなら、明るい色やちょっぴり抵抗を感じるような華やかなデザインもがんばって着てみようか。

　楽しみでもあるし怖くもあるし……ドキドキする。

　浮かれたのもつかの間、北村から見せられた週刊誌の記事をつい思い出し、卑屈な気持ちがよみがえってきた。

　総司が女性にプレゼントを贈る機会は、今までいくらでもあっただろう。

　一緒に写っていたあの女優なら、赤でも白でもピンクでも、なんでも着こなせてしまいそうだ。

「あまり派手なのはやめてくださいね……？　私はこれまで総司さんが付き合ってきた女性とは全然違うんですから」

　彼を直視できなくて、くるりと背を向ける。

　自分の放った言葉が自分の胸に突き刺さって痛い。なんと惨めなのだろう。そして、なんと嫌な女なのだろうか。過去の女性と比べるとは。

　リビングを出ようと足を踏み出したとき、彼の静かな足音がキッチンを出てこちらに近づいてきた。

「清良。こちらを向け」

　命令口調に背中が震える。恐る恐る振り返ると、総司の表情は清良の想像とは真逆で、優しく微笑んでいた。

「これまで付き合ってきた女性には、欲しいと言われたものを買っていた。カードを渡したこともあったな。あーだこーだ文句を言われるのが面倒だったんだ。だが、清良には俺が納得したものを贈りたいと思っている。なぜだかは……言わなくてもわかるな？」

　それは、清良が自分の妻だから――。

　じっと見つめると、彼はこくりとうなずいてみせた。まるでお互いの心の中で答え合わせをしたみたいに。

「それにしても……少し驚いたな。まさか、清良は俺の初めてが欲しいのか？」

「はじ……めて？」

「君は俺がほかの女にやったことと同じことを自分にしてほしくなかったんだろう？」

　清良自身も気づいていなかったことを言いあてられ驚く。あのひと言からそんな深い意味まで読み取ったのだろうか。

　総司が一歩足を踏み出すと、ふたりの距離はゼロになった。くっついたお腹が恥ずかしくて、清良は目を伏せる。

「上等だ。やっと君も俺に嫉妬してくれるようになったわけだ」

「し、嫉妬だなんて、そんなこと――」

「自分が嫉妬していることにも気づけないのか？　ずいぶんと初心な新妻だ」

　首筋に触れられて、ぴくりと身をすくめる。そっと視線を持ち上げると、すべてを見透かしたような目がじっと清良を見つめていた。

「安心しろ。なにもかもが初めてだ。出張中に毎日女性のことを考えていたのも、時間が空いたから誰かのもとに帰ろうなんて考えたのも」

　持ち上げられた顔に、彼の綺麗な唇が近づいてくる。

　触れる寸前にニィッと艶やかにゆがんで、清良の平静を打ち砕く。

「今晩はどんな初めてを君に捧げようか」

　総司の色めいた声にこれはまずいと直感した。せっかくおいしそうな夕食が並んでいるのに、このまま寝室に連れていかれてしまいそうだ。

　彼との夜を思い出し、ボッと頬が赤く染まる。

「あの……夜ご飯、食べなくちゃ……冷めてしまいます……」

　逃げるように一歩後ずさると、追いすがってきた彼に優しく抱きすくめられてしまった。

「上等なメインディッシュが目の前にあって、我慢するのがつらい」

「メ、メインディッシュは、北京ダックでは……？」

「もっとおいしいものが今この腕の中にある」

　私を食べるおつもりなんですね……と清良は涙目で助けを乞う。

　そんな妻の初々しいリアクションに、総司は困ったように笑った。

「……仕方がない。前回もそうやってまともに会話する機会を逃したからな。メインディッシュは夫婦の食卓を終えてからにしよう」

　総司の体が離れたことに清良は安堵する。気がつけば背中がじんわりと汗ばんでいた。このリビング、少し空調設定が暑くないだろうか。

　だが、総司の涼しげな顔を見る限り、熱っぽいのは清良だけのようだ。

　総司はキッチンへ戻り、夕食の準備を始める。清良は「着替えてきます！」と勢いよくリビングを飛び出すと、階段を駆け上がり自室に逃げ込んだ。

　ドアを閉めてひとりきりになったところでやっと気が抜けて、はぁぁと深いため息を漏らす。やはり総司が近くにいるとドキドキする。

　いつになったら慣れるのだろう。まさか一生このままだったりするのだろうか。

（夫婦って、こんなに緊張するもの……？）

　いつか気兼ねない関係になれるのだろうか。というか、そもそも総司はそんな関係を望んでいるのか。

　しょせんは契約結婚。彼が欲しかったのは平穏に仕事ができる環境であって、パートナー自身ではない。

（でも、時間を見つけて帰ってきてくれたのね……）

　ひと晩空いたと言っていたくらいだから、明日の朝はもちろん仕事なのだろう。

　近くのホテルでゆっくりするという手もあっただろうに、なぜわざわざ帰ってきてくれたのかといえば、夫婦で過ごそうという意思があるからだ……と思う。

　部屋着に着替えリビングに戻ると、ダイニングテーブルの上がご馳走でいっぱいになっていた。様々な種類の中国料理がたくさんの皿に並び、ふたりでは食べきれないほど盛られている。

「うわぁ……おいしそう！」

　まるでビュッフェのようだ。小しょう籠ろん包ぽうが蒸せい籠ろではなく真っ白なお皿にのっている様子は、少々違和感があるけれど。

　ふたり向かい合って座り、いただきますと手を合わせた。なにから食べようかと迷い箸をしてしまう。

　彼は躊ちゅう躇ちょなくアワビを取り、大きな口を開けてバクンとひと口。なんて豪快なのだろう。家族ぐるみの会食のときは、それこそ上品な食べ方をしていたけれど、今は完全にスイッチがオフのようで、食べっぷりのいい普通の男の人に見えた。

「遠慮しないで清良も食べろ。なにが好きなんだ？」

「ええと……じゃあ、せっかくなので北京ダックを……」

　清良が手を伸ばそうとすると、総司はすかさず自身の手のひらの上に薄餅を広げ、タレを塗り始めた。その上にダックの皮と付け合わせのネギやきゅうりをのせ、手際よくくるくると包む。

「ほら、口を開けろ」

　そう言って綺麗に巻かれた北京ダックを口もとに差し出された。まさか彼が巻いてくれるとは思わなくて、清良は大慌てだ。しかも、あーんまでしてくれるとは。

「えっ、あっ、ありがとうございます」

　困惑しながら彼の手の中にある北京ダックにかぶりつく。

　歯に力を加えた瞬間、焼き皮のパリパリとした軽快な音が響いた。香ばしさが鼻を抜け、新鮮なネギがピリリと舌を刺激する。

「ほいひい……！」

　自分ではおいしいと言ったつもりだが、口の中が満杯でちゃんとした言葉にならなかった。瞳を輝かせてもぐもぐと頬張っていると、頬をパンパンに膨らませた姿が滑稽だったのか、総司に笑われてしまった。

「なんだかリスみたいだな」

「お、お行儀悪かったですか!?」

　急いで飲み込んで答えると、それを見ていた総司は「うまいならそれでいい」と笑った。

　なんとも恥ずかしいけれど、彼がご機嫌なので悪い気はしない。

「気に入ってくれてよかった。中国料理、好きなんだな」

　総司の言葉にこっくりとうなずく。

　中国料理が好きというのもあるけれど、どちらかといえば総司と一緒に食事をすることが新鮮でうれしい。ましてや、こんなご馳走だ。

「そうだ、清良はパスポートを持っているか？」

　突然尋ねられ、慌てて箸を止めて記憶を呼び起こした。

「えっと……もう期限が切れていると思います」

　最初で最後の海外は、高校の修学旅行だった。十代の頃だから、もうとっくに期限が切れていることだろう。

「期限どうこうより、まず名字を変えなきゃならないだろう」

「あ」

　氏名や本籍が変わったことをすっかり忘れていた。いずれにせよ、なにかしらの手続きが必要だ。

「すぐにとは言わないが済ませておいてくれ。いつか本場の中国料理を食べにいこう」

　小籠包を口に運びながら、さらりと言いのける総司。

　清良は「え」と目を丸くする。本場……ということは中国に？　この忙しい彼に、旅行をするような時間が取れるのだろうか？

「……お休み、もらえるといいですね」

「休みまで取らなくても、半日あれば十分だろう。北京や上海シャンハイ程度なら、三、四時間で行ける」

「……そ、そうですか……」

　どうやら彼の中で中国はちょっとそこまでお出かけ程度の距離らしい。

　そういえば今日だって、ワシントンで会食と言っていた。彼にとって、食事のために海外へ行くのは普通のことなのかもしれない。きっと自家用機だからセキュリティチェックや搭乗手続きなどの待ち時間もショートカットできて楽なのだろう。

　清良はスープを口に運びながら、ジェットセッターという異名は伊だ達てではないと感服する。総司の行動範囲はとんでもなく広く、フットワークは風のように軽い。

「ついでに観光するのもいいかもしれないな。たしかに、一度も旅行に行ったことのない夫婦というのは違和感がある」

　そういえば、結婚式や新婚旅行もすべて保留になっている。清良はなくてもいいと思っているし、総司は一応考えてくれてはいるようだが、現在スケジューリングされている仕事を優先したいと言っていた。

「本場の北京ダックを食べにいくなら香港あたりがいいかもしれないな。この北京ダックは皮が薄く広カン東トン風に仕上げられているから、北京料理とは少し違うんだ。香港から少し足を延ばせばマカオにも行ける」

　マカオと聞いた清良は、スープが変なところに入りむせそうになった。マカオと言えばカジノ――北村から見せられたカジノで五十億円という記事を思い出す。

「……マカオには、よく行かれるんですか？」

「以前、仕事で頻繁に行っていた時期はあったな。最近は事業も軌道に乗って安定しているから行ってないが」

「そう……ですか……」

　胸がドキドキと騒ぐのをごまかすように箸を進める。頻繁に行っていたとは。途端に記事に信憑性が湧いてきた。

「ちなみに賭け事はお好きですか？」

「賭け事？　……ああ、カジノのことか？　清良はカジノに興味があるのか？」

　ぶんぶんぶんと大きく首を横に振る。ない、ない、興味なんてありません！

　そんな清良の様子を見て、総司は目を爛々と輝かせて身を乗り出す。

「意外だな。清良がカジノに興味を持つなんて。遊ぶ分にはかまわないが、あまりのめり込みすぎないことだ。ああいうのは、誰が勝つか決まっている。下へ手たに手を出すとカモられるぞ」

　なんでそんなに詳しいの!?と、凍りつく。まさかカモられたご経験が……とは、さすがに聞けない。

「城ケ崎財閥の嫁がカジノで浪費なんて、週刊誌に書かれないでくれよ！」

　あっはっはとお腹を抱えて笑う総司の正面で、清良はひくひくと口もとを引きつらせていた。笑えない！　それ、全然笑えないよ……！

「まぁ、中国でなくてもいい。アメリカでもヨーロッパでも。もし行きたいところがあるなら考えておいてくれ。すぐにとはいかないが、たまには旅行くらい連れていきたいと思っているから」

　ふと優しい目になった総司に、清良は箸を止める。

　総司との契約は、家でおとなしくお留守番をしていること。……なのに、どんどん契約範囲から逸脱して、まるで本物の夫婦に近づいていっているみたいだ。

「どうしてそこまで、してくれるんですか？」

　清良が首をかしげると、総司も箸を止め、申し訳なさそうに目を伏せた。

「この家の掃除も、すべてひとりでやっているんだろう？　真鍋から聞いた」

　そういえば以前、真鍋から信頼できるハウスキーパーが見つかったと連絡があった。

　だが、清良は断ってしまった。料理や洗濯ならたいした手間ではないし、誰かに頼むほどのことでもない。あえて言うならば家が広すぎて掃除が少々手間だが、毎日少しずつやればなんとかなるだろう。

「家事くらい私がやりますよ」

「そんなにがんばらなくていい。もっとワガママを言っていいんだ。君は俺の命令を聞くだけのシンデレラではないのだから」

　総司からは働き者のシンデレラに見えているのだろうか。イメージ的には、鞠花のそばにいたときのほうがよっぽどシンデレラに近かった気がするけれど。

「私は今の生活を楽しんでいますよ」

「その楽しい中に、もう少し俺を加えてくれるとうれしい」

　彼の言葉に思わず「え……」と驚きを漏らす。

　いいのだろうか。清良の人生に総司を巻き込んでも。籍を入れるだけ、ほかはいっさい関知しない、そんな約束じゃなかっただろうか。

「いいんですか……？　契約違反にならない？」

「清良は契約という言葉に構えすぎていないか？　要は俺たちの出会い方の問題だろう。お互いの条件を提示して籍を入れるというのなら、見合いやマッチングサービスだって同じじゃないか」

　へ？と清良は拍子抜けする。たしかにお見合いやマッチングサービスは、初対面の男女がお互いの身分や経済状況、生活スタイルなどを提示して合意できれば結婚するのだから、ある種、清良と総司の関係に似てはいるのだが……。

「でも……愛はダメ……なんですよね？」

　清良の念押しに、総司の目がわずかに険しくなる。

　そこだけは譲りたくないらしく、真剣な顔のまま清良を見つめ返した。

「寂しいと言われたら困るし、仕事と愛情を天秤にかけるような女は好きじゃない。そもそも俺は、愛なんてものは信じていない」

「……わかっています」

　お見合いやマッチングサービスとは決定的に違うことがある。

　たとえ愛のない出会い方だったとしても、次第に愛着が湧いてきて、やがて本物の愛が生まれる。夫婦とは、愛情の上で成り立つものだと清良は思っている。

　その前提条件が成り立たない総司の言う『夫婦』とは、やはりどこかおかしい気がする。

（総司さんの考えが、よくわからない……）

　親しくなりたいのか、あるいは距離を取りたいのか。優しくしてくれるのはなぜなのか。

　困惑する清良に、総司は「だが、どうしてだろうな」とぽつりとこぼす。

「君といると、よくわからなくなることがある。自分の求める妻というものが、なんなのか……」

　見上げれば、困惑に揺れる瞳。いつだって確固たる自分を持って、清良を強引に引っ張り回してきた彼が、初めて戸惑うような顔をしている。

（総司さん自身も、よくわかっていないの……？）

　妻を思いやりながらも愛情を遠ざけようとする矛盾に満ちた行動は、総司自身がどうすべきかよく理解できていないからだろうか。

　彼の中にも正解はないのかもしれない、理想とする夫婦のかたちについて。

「私にもよくわかりません……」

　しゅんと肩を落とした清良に、総司が慌てて弁解する。

「混乱させてすまない。いや、混乱しているのは俺か。清良を大切にしたい気持ちはあるんだ」

「……わかっています」

　こまめに帰ってきてくれたり、贈り物をくれたり。大切に思われていることは伝わってくる。

　もちろん、仕事に差し障りのない範囲で、という条件つきだけれど。

「十分です。気遣ってくださってありがとうございます」

　清良の想像以上に、契約結婚生活は順風満帆だ。

　にっこりと笑顔を向けると、総司も安心したように息をついた。




　食事を終えると、総司は「少し仕事が残っているから」とソファに座ってノートＰＣを開いた。清良は対面に座り、邪魔にならないよう静かに本を読む。

　なにもないのは寂しいからと、清良はローテーブルに紅茶とドライフルーツを置いた。総司はマンゴーや杏をひょいひょいとつまみ、「止まらなくなるな」と言い訳しながらキーボードを叩く。

　交代でお風呂に入った後、日付が変わる前にふたりはベッドへ。

　宣言通り、たっぷり愛され眠りにつく。

　このときだけは、妙にわかりやすく夫婦になるふたりだ。深いことを考えず夫を求められるこの瞬間が、清良にとっての救いでもある。

（でも、これも愛とは違うんだろうな……）

　それでも、清良が体を捧げる相手は総司しかいないし、彼もまた然り。彼を独占できる時間があることが、清良にとっては幸せだった。

　深夜遅くまで体を絡ませじゃれついた後、清良は力尽きるように眠りに落ちた。




　翌朝はふたりして寝坊してしまった。普段は六時に目を覚ます清良だが、この日ばかりは起きられず、気がつけばすでに七時過ぎ。

　しまったと、頭を抱えながら携帯端末を確認すると、未読メッセージが一件届いていた。総司の秘書の真鍋からだ。

　メールの宛先は総司で、ＣＣに清良の名前が入っている。受信時間が昨夜であることに気づき、慌てて中を確認した。

【明日の朝七時、総司さんをお迎えに上がります】

　直後にピンポンとドアフォンが鳴った。もうお迎えが……！

　総司を揺り起こそうとするも、まず清良自身が全裸であることに気づき、手が止まった。慌ててベッドから這い出し、ガウンを羽織り前を隠す。

　そうこうしている間に真鍋からの着信。電話を取り、清良は階段を駆け下りながら受話口に向かって叫んだ。

「す、す、すみません、寝坊して、まだなんの用意もできておりません……！」

　リビングにあるドアフォンの管理パネルで、敷地の入り口にある鉄門のロックを解錠する。車が門をくぐる様子をモニターで確認すると、清良は真鍋を迎えに玄関へと走った。

　急いで玄関を出ると、すでに車は横づけされていた。

　運転席から出てきたのは、ピシッとしたブラックのスーツを身にまとった、神経質そうな眼鏡の男性。

「おはようございます、清良奥様」

　電話では何度かやり取りさせてもらったが、顔を合わせるのは初めて。

　通話でさえ「几帳面そうな方だなぁ」と感じたが、会ってなおその印象を強くした。お辞儀の角度からして計ったような四十五度。

「私が総司さんの第一秘書を務めさせていただいております、真鍋と申します。直接お会いできて光栄です」

「は、初めましてっ、妻の清良と申します！　すみません、まだ朝の支度もできていなくて……そうだ、総司さんっ！」

　起こすのをすっかり忘れていたことを思い出し、寝室のほうを振り返る。今頃、まだベッドで安らかな寝息を立てていることだろう。

「総司さんは、まだお休みに？」

「すみません、すぐに起こして――」

「あ、いえ。急がずとも結構ですよ。同じ轍てつは踏みません。本日はプランＢを練ってまいりましたから」

「……はぁ」

　よくわからないことを言って真鍋はにっこりと笑う。

「総司さんのお仕事のことはこちらで調整しますのでおかまいなく。どうぞ清良奥様は、ご自身のお支度に集中なさってください。そんな格好ではお風邪を召されますよ」

　言われて清良は、自分がガウン一枚しか着ていないことに気がついた。今さらながら恥ずかしくなって、襟もとを寄せて体を隠す。

　真鍋は特に気にした様子もなく、淡々と話を続ける。

「許可をいただけるようでしたら、私が朝食の準備をしておきますので」

「へっ……!?」

　混乱したまま、まじまじと真鍋を見つめた。朝の支度まで、秘書である彼に任せてもいいものだろうか。厳密にはこれはプライベートであって、お仕事ではないのに。

　だが、寝坊してしまったこの現状、手伝ってくれると非常に助かる。清良も出勤時間が迫っている。

　答えあぐねる清良を後押しするように、真鍋は余裕の笑みをたたえる。

「料理は得意ですので、お気になさらず。総司さんが独身の頃は、よく私がお食事の面倒を見させてもらっていました」

「そ、そうなんですか……？」

「ええ。ですから心置きなくお任せください」

　真鍋は眼鏡を取って、スーツの胸ポケットへと押し込んだ。知的なイメージが一転して、柔和な美貌が覗く。

　それにしても、真鍋の正体がずいぶんと若そうな男性で、清良は驚いた。総司からは「父の代からお世話になっている」と聞いていたし、電話の声もかなり落ち着いていたから、四、五十代の男性を想像していたのだけれど。

　目の前にいる彼は、総司と同じくらいの年に見える。

「では……お願いしても、大丈夫ですか……？」

　恐る恐る確認してみると。真鍋はにっこりと微笑んだ。

「もちろん」

　おそらく、大半の女性はほうけてしまうであろう、麗しい笑顔。

　しかし残念なことに、総司というとびきりの美丈夫を間近で見たばかりの清良にとっては、心を奪われるほどの笑顔ではなかった。

「どうぞ、お上がりください」

　清良は真鍋を案内するべく、玄関の扉を開ける。

　頬を赤らめもしない清良を見て、真鍋はこっそりと嘆息する。

　もしもこの場に総司がいたならば、真鍋の悪戯な企みにも気づくことができたのだろうけれど。

　当の総司は、まだベッドの中でスヤスヤと寝息を立てていた。
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　また寝坊するとは。らしくない行動に、総司は乱れた髪をくしゃっとかき上げる。

　普段なら四時間程度眠れば十分。ショートスリーパーというやつだろう。なんなら飛行機の中で軽くシートを倒すだけでいい。

　それがどうしたことだろう、七時間近くも熟睡したあげく、彼女がベッドを出たことにも気づけないとは。

　入眠の儀――清良と一緒にする例の運動のことだ――が激しすぎるのか、あるいは彼女の温もりに安心しきってしまうのか。自分でも驚くほど深く寝入ってしまう。おかげで目覚めはとんでもなく爽快だ。

　眠っている間に着信があったのだろう、点滅している携帯端末を握りしめ、ひとまず総司は一階のリビングに向かう。

　真鍋にどう言い訳をしようか、そんなことを考えながらドアノブに手をかけたとき。

「わ、私は大丈夫ですからっ！」

　リビングから清良の慌てた声が聞こえてきて、眉根を寄せた。

　電話でもしているのだろうか。だが、次に聞こえてきた男の声に、総司は冷静さを失う。

「すぐに冷やしましょう。清良さんの綺麗な指に傷ができたら大変だ」

　バン！と勢いよくリビングの扉を開け放つ。

　キッチンに目をやると、軽く仰のけ反っておろおろとしている清良。そして、その手を取って色目を使うかのごとく、じっと彼女を見つめる真鍋の姿。

　しかも真鍋は眼鏡まではずしている。それは女性を口説くときに使う最終兵器ではないのか。

「おい。真鍋。誰の許しがあってここにいる」

　ピタッと動きを止めるふたり。清良はポカンと、真鍋は平然としながらも心の中で「チッ」と舌打ちしたのが総司にはわかった。

「もちろん、清良奥様のお許しをいただいて」

　途端に「清良さん」から「清良奥様」と呼び方を変えたことにも苛立ちを感じながら、ギンと睨みを利かせる。

　真鍋の女癖の悪さを知っているし、普段は誰を口説こうと気にも留めないのだが、清良に対して男の顔を使うあざとさには腹が立った。

　女を見ると遊び心がくすぐられてしまう、ただのアホなのだろう。まさか上司の妻に色目を使うほど無謀だとは知らなかったが。

　彼女で遊んで許されるのは俺だけだ、そんな妙な独占欲が総司の中に湧き上がる。

「あの、ごめんなさい、朝食の準備を手伝ってくださるというから……それに、真鍋さんなら家に入れてもいいって、総司さん、以前言っていたし……！」

　どうやら自分が責められたと勘違いした清良が、あわあわと言い募る。

　総司はふうとひと息ついて清良のもとへ向かう。

「わかったから。それより、怪我かなにかしたのか？」

「いえ、たいしたことではないんです、ちょっと熱い器に触れてしまって……でも、本当に火傷だなんて大袈裟なものでは――」

「いいから冷やしておけ」

　キッチンに入り真鍋から清良をひったくるように肩を抱き、その指に冷水をかける。

　清良は総司の腕の中で小さくなり「あの……もう大丈夫ですから……」と頬を赤らめている。

　その横で平然とした顔で鍋をかき混ぜている真鍋を、総司はこれでもかというほど睨んでやる。

「清良。また寝坊してすまなかった。君がそばにいると、どうしても気が抜けてしまうんだ」

　総司が緩く微笑みかけると、清良はまた違った表情で頬を赤く染めた。

「……私もです」

　ぽつりとつぶやく清良。ふたりの甘い空気を真鍋に見せつけるかのごとく、総司は清良の耳もとに顔を近づけてささやく。

「会社には間に合いそうか？」

「はい、大丈夫です。真鍋さんに朝食の準備をお願いしている間に、支度をさせてもらいましたから」

　すでに清良はヘアメイクを整え、ブラウスとスカートに着替えを済ませている。これらの服も総司がプレゼントしたものだ。よく似合っている。

　真鍋が横で「朝食と言っても、スープを作って、昨日の夕食の残りを温めただけですが」と電子レンジにおかずを入れたり出したりしている。

　エプロンを巻いてのんびり朝食を作っている男を冷ややかに一瞥した後、目の保養とばかりに清良に視線を戻し、火傷をしたという指先にキスを落とした。

　清良は慌てて、総司と真鍋を交互に見つめる。

　彼女は人前で愛を交わすことが苦手のようだ。しっかり慣れさせなければと、総司は心の中でプランを立てる。清良は自分の妻であると、周囲に知らしめるために。

「さて。準備も整いましたし、私は車で待機しておりますので、おふたりはごゆっくり朝食を」

　ダイニングテーブルの上に食事を並び終えた真鍋が、エプロンをはずし丁寧に礼をする。いつの間にか銀縁の眼鏡をかけなおしていた。

「真鍋さんもご一緒に召し上がりませんか？」

　慌てて誘った清良に、総司の機嫌は悪くなる。まぁ、彼女の性格であれば、自分たちの食事が終わるまで車で待機させるようなぞんざいな真似を、よしとはしないだろうと予想していたが。

「いえ。私はすでに朝食を食べましたので」

「でしたら、せめてコーヒーだけでも！　総司さんの食事が終わるまで、ソファでくつろいでいてください」

　真鍋は総司の顔色をうかがうように、ちらりと目線を送る。

　総司は妻の善意にダメなどと言えるわけもなく、雑に「もらっていけ」と答えた。

　清良がキッチンでコーヒーを淹れ始めると、真鍋は「私がやります」と言いながらキッチンに入っていった。だが、「これくらいはやらせてください」と清良に笑顔を向けられ、おとなしくソファにつく。

　しばらくすると清良は、淹れたてのコーヒーとミルクピッチャー、シュガーポットをミニサイズのトレイにのせて、ゆっくりとソファに運んだ。

「それにしても、驚きました。ベテランの方とお伺いしていたので、もっとご年配の方かと思ったら」

　おそらく清良からは、真鍋が総司と同世代くらいに見えているのだろう。

　コーヒーをローテーブルに置きながら清良が微笑みかけると、当の真鍋は、涼しげな微笑を浮かべ、ノーコメントを貫いた。

　まさか言えぬのだろう。本当は四十代半ばなどとは。

「清良。言っておくがな」

　空のトレイを小脇に抱え帰ってきた清良が、キョトンと首をかしげる。

「そいつの年、君より二十は上だからな。十分年配だ」

　清良に手を出した報復とばかりに真実を告げると、清良はカチンと凍りついた。

　真鍋は「二十までは開いてません」と、若干苛立った様子で目もとを引きつらせた。




　朝食の後片づけを終えた後、出勤ついでに清良を駅まで送り届けることになり、一緒に家を出る。

　最寄り駅の裏手に車を止めると、彼女はふたりに向けてぺこりと頭を下げた。

「ここまで送ってくださってありがとうございました」

　清良とともに後部座席に座っていた総司は、彼女の手の甲にキスを落とし、甘く微笑む。

「気をつけて行ってこい。なにかあれば連絡してくれ」

　清良はどぎまぎしながらも「は、はい！」と勢いよく答える。

　運転席の真鍋はバックミラー越しに清良に目を合わせ、今後の予定を告げた。

「東京のオフィスで仕事を済ませた後、今夜にはまた日本を発つ予定です。次に帰ってくるのは、一カ月後になるかと」

　清良は困ったように眉尻を下げ、でも笑って「……はい！」とうなずく。

　その笑顔が引きつっていることに気づいてしまった総司は、複雑な気分になる。

　清良は、決して寂しいとは言わないだろう。そういう契約だ。だが、おそらく彼女は孤独を感じている。

　わずかに芽生える罪悪感。だが、家庭という重荷を背負いたくないがための、愛のない契約結婚だ。迷いは彼女のためにもよくない。〝妻〟という仕事を、覚悟を持って引き受けてくれたのだから。

　仕事に専念せねば、そう自分に言い聞かせ、車を降りる清良を見送った。

　すぐさま「出してくれ」と真鍋に命じる。その場に立ち止まり見送ってくれていた清良だが、その姿はあっという間に見えなくなった。

　車は都心方面の大通りへ。これからふたりは城ケ崎ホールディングス本社ビルへと向かう予定だ。

「素敵な奥様でいらっしゃいますね。寝坊したくなる気持ちがよくわかりました」

　しゃあしゃあと言い放つ真鍋に、総司は目を据わらせて睨みつける。

「お前に限ってそんなバカなことはしないと思うが――人の妻に手を出すなよ」

　家での出来事を忘れたわけではない。総司がいない間に、清良に色目を使っていたことを。

「とんでもございません。雇用主の奥様に手を出すなど」

「お前が眼鏡をはずすときは、やましいときしかないだろう」

「スープを作っていて曇ったからはずしただけですよ」

　白々しい言い訳だ。バックミラーに映る真鍋の目もとは、ほんのり緩んでいる。

「奥様と仲がよろしいようで安心しました」

「新婚早々険悪になってたまるか」

「……すみません。ほんの少し、疑っていたもので」

「どういう意味だ」

　ぴくりと片眉を跳ね上げた総司に、真鍋は気遣いつつも、本音を漏らす。

「……周囲のプレッシャーや縁談の勧めに嫌気が差して、適当な女性と籍を入れたのではないかと」

「……ああ。適当だ。お前、『適当』の意味を知っているか？」

　本来『適当』という言葉は『適切であること』、『ふさわしいこと』などの意味を持つ。今でこそいい加減というニュアンスの強い言葉であるが、本来は、その場面に最も適した状態を示す言葉だ。

　清良が最も『適当』なパートナーだったと、総司は自信を持っている。

「ええ。もちろん知っておりますとも。ですから、奥様のおそばにいた私に嫉妬された総司さんを見て安心いたしました」

「……嫉妬なんてしていない」

　総司の弁解をするりと流し、真鍋はにこやかに答える。

「これでお父様にもよい報告ができます」

　どうやら疑っていたのは父親のようだ。直接聞かれることはなかったが、かたくなに結婚を拒んでいた息子がなぜ今になって……と不思議に思っていたのかもしれない。

　あるいは清良を見て、そう感じたのか。たしかに彼女は、絶世の美女というわけでもないし、特別ななにかを持っているわけでもない、一見しただけでは価値のわからない女性だ。

「お前も、彼女は俺にふさわしくないと思ったのか？」

　なんなら本社に着くまで清良の魅力をたっぷりと語り尽くしてやろうか、そしてそれが俺のものであると知らしめてやろう、そう口もとをゆがませた総司だが。

「いえ。ワガママな総司さんを上手に乗りこなしてくださる、ぴったりな女性だと思いましたよ」

　なぜだか楽しそうに、真鍋は笑う。

「乗りこなす？　手綱を握っているのは俺だ」

「……今にわかりますよ」

　人でごった返す都心を抜け、ふたりを乗せた車はオフィスビル群へ差しかかる。

　見えてきたのは五十階建ての巨大高層ビル。城ケ崎ホールディングス本社。

　地下駐車場に車を止め、ふたりは役員専用通路から高速エレベーターへ乗り込み、一気に四十八階まで昇る。

　役員用の個室が多いこのフロアは、ふかふかとした最高品質の絨毯と、重厚感あふれる絵画やモニュメント、生花などで飾り立てられている。

　総司自身の好みではないが、たまに訪れる賓客は、こうしたコテコテの高級志向に安心感を抱いてくれる。

　できれば設備だけでなく、財務分析をした上で投資の可否を判断してほしいものだが。中にはまっとうな判断もできないお飾り重役もいるから悩ましい限りだ。

　社長室に足を踏み入れると、すでに秘書と役員数名が待機していた。

　秘書とは、あくまで城ケ崎ホールディングスの社員だ。真鍋のように社長の公私すべてを管理する個人秘書とは立場が違う。

「ご無沙汰しております社長。ご多忙のところお時間をくださり感謝申し上げます」

「状況があまり好ましくないようだな。常々気にはなっていた」

　本来であれば別の仕事で海外へ直行するはずだったが、家を出るのが遅くなってしまったせいで、くしくもこちらの会議を優先することとなった。

　気にしていたのは本当のことで、経営状況を逐一報告してもらってはいたものの、どうも総司の思う方向に事が進んでいないらしく、不穏な連絡ばかり。そろそろ舵取りに戻らなければと思っていたところだったからちょうどいい。

「早速聞かせてくれ」

　執務卓に腰を下ろすと「その前に社長、確認させてください」と秘書が申し訳なさそうに切り出した。

「つい先ほど、アポイントのないお客様がいらっしゃいまして」

　普通ならアポイントのない訪問など受けつけない。というか、常識を持った人間は、アポイントなしで社長に会おうなどと考えない。門前払いだ。

　だが、わざわざそんな無作法な人間の来訪を報告するということは、相手がただ者ではないということを表しており――。

「誰だ？」

「院瀬見鞠花様です。社長の奥様のご友人であるとおっしゃっているのですが――」

「ほう」

　あのワガママお嬢様かと、総司は目を細める。

　今さら自分のもとに来るとは。いったいなんの用があるというのだろう。

「用件は？」

「奥様のことで大切なお話があると。詳しい内容は社長にしか話せないとおっしゃっています。お断りはしたのですが、どうしても待たせてほしいということだったので、一応応接室にお通ししたのですが……いかがされますか？」

　わざわざ時間を割くほどの相手か？　一瞬顔をしかめるも、以前顔を合わせたとき、あれだけ派手にプライドを打ち砕いてやったのに、この期に及んでどんな話を持ちかけてくるのか興味をそそられた。

　脇に立っていた真鍋が「私が対応いたしましょうか？」と気を利かせたが、総司は「いや」と断る。

　もしもくだらない内容であれば、父親である院瀬見議員に貸しひとつだな。そう心中で毒づいて「ここへ呼んでくれ」と命じた。

　部屋にいた役員や秘書たちを払い、真鍋とふたりで鞠花を待つ。

　やがて、秘書に連れられてやってきた鞠花は、オフィスにしては露出度の高い真っ白なオフショルダーのトップスを着ていた。ボトムはレーススカート、こちらも丈が短く目のやり場に困るレベルだ。

　ＴＰＯに配慮できない人間は、総司の好むところではない。が、仲良くなるつもりもないので気にするだけ無駄だろう。

「お久しぶりです、鞠花さん。先日は妻がお世話になりました」

　ひとまず好意的なフリをして、総司は部屋の入り口まで鞠花を迎えにいく。

「お久しぶりです城ケ崎様。またお会いできて光栄です」

　綺麗に会釈した彼女を、総司は部屋の中央にある革張りのソファへエスコートした。

　すかさず別の秘書がお茶を持ってくる。総司がテーブルを挟んで向かいに座ると、それぞれの正面に緑茶の器を置いた。

　秘書が部屋を出ていくまで鞠花は沈黙していた。べったりとした、絡みつくような眼差しを総司に向けながら。

　なにかよからぬことを企んでいるのだろうと、すぐに察しがついた。こういう目をする人間は、こちらの利益になるようなことをまず提案してこない。

「ゆっくりとお話ししたいところですが、あまり時間がありません。早速ですが、本日はどういったご用件で」

『さっさと用件を言え』をオブラートに包んで切り出すと、鞠花は不穏な笑みを浮かべながらクラッチバッグを開けた。

　中から取り出したものは分厚い封筒。さらにその中から、写真らしき束を取り出す。

「こんなものを城ケ崎様にお見せするのは、本当に心苦しいのですが」

　芝居がかった様子で前置きすると、彼女は写真をばらばらとローテーブルの上に撒き散らした。総司はその一枚を持ち上げ、ぴくりと片眉を跳ね上げる。

　清良と、見知らぬ男が写っていた。おそらく清良と同世代、二十代中盤のスーツの男だ。

　いや、この顔はどこかで見たことが……そうだ。院瀬見家へ清良を迎えにいったとき、鞠花とともにいた男――。

「清良は、以前から我が家で働く使用人と親しい間柄にありました。ですが、どうやら結婚した後も関係を続けているようなのです」

　わずかにブレたその写真は、清良が男の胸に顔を埋めているところだった。

　テーブルの上に散らばっている写真も、男に腕を引かれていたり、抱き合っていたり、さして変わらない構図をしている。どうやらその現場を連写したようだ。

　鞠花は、清良が不倫をしていると言いたいのだろうか。総司の目もとがひくりと引きつる。

「こんな倫理に反すること、私にはとても目をつむることができません。説得もしてみたのですが、聞いてはもらえなくて……仕方なく城ケ崎様にご報告した次第です……」

　嘆く鞠花を無視して、総司は写真をよくよく観察する。

　ブラウンのワンピースに革のバッグ――昨夜の彼女と同じ服装だ。特にこのパンプスは、つい先日、パリから彼女に贈ったばかりのもの。彼女の手もとに届いたのは二、三日前のはずだ。

　この写真は昨日撮られたものではないだろうか。周囲の明るさと、店の看板に明かりが灯っていることから察するに、完全に日が落ちる前の夕方――つまり、帰宅直前。

　この推理が正しければ、総司と顔を合わせる数時間前の写真ということになる。

「鞠花さん。これは、いつの写真ですか？」

　総司が低い声で尋ねると、鞠花はふいっと視線を逸らしうそぶいた。

「ええと……いつだったかしら。人に依頼して撮らせたから忘れてしまいましたわ」

「写真の場所は？」

「清良の会社の近くと聞いています」

「……この後、ふたりがどこへ行ったかは」

「それは……私の口からはとても……！」

　ホテルに入ったとでも言いたげに憐れんで、口もとを覆う。

　フッと総司は笑みを漏らした。彼女は嘘をついている。

　だいたい、あの倫理観の塊のような女性が、こんな街中でイチャイチャと不倫などできようか。しかも自身の勤める会社のすぐ近くで。

　これはいったいなんの嫌がらせか。そう感じながらも、自分の妻に知らぬ男が触れている姿は気持ちのよいものではなかった。

　どうしようもない苛立ちに、思考をクールダウンさせるべく息をつく。

　十中八九、男が無理やり清良の腕を引いているところを写真に撮らせたのだろう。

　その後、彼女は無事だったのかという疑問については、昨夜の彼女の様子から見て問題なかったと考えていいだろう。

　とはいえ、この男が清良のことを追いかけ回しているのだとすれば問題だ。護衛をつけたほうがいいか？と首をひねる。

　それにしても、自分の妻に勝手に触れられることが、これほどまでに腹立たしいと感じるとは、意外だった。総司の中で初めて湧き上がった感情だ。

「……わざわざお越しくださりありがとうございます。ですが、鞠花さん。私はこの写真以上に妻を信じている」

　そう言って手もとの写真を勢いよく破り捨てる。バラバラと床に散らばっていく写真の切れ端を目で追いかけながら、鞠花は焦った顔で腰を浮かせた。

「でも……それは、紛れもない不倫の証拠で――」

「それからひとつ、あなたの家の使用人であるという彼に伝言を頼みたいのですが」

　総司はすうっと眼差しの温度を低くして、鞠花を突き刺すように睨んだ。

「二度と私の妻に触れるな。次は、ただではおかない……と」

　本当に人をも殺あやめてしまいそうな、凍てついた声。

　成功を確信していた鞠花だったが、いい加減気がついたようだ。触れてはいけないものに触れてしまったのだと。

　そして、どうあがいたところで、このふたりの関係は引き離せやしないのだと。

　さぁっと血の気の引いた顔で「……伝えておくわ」と声を絞り出す。

「それから。アポイントメントを取ることを覚えたほうがいい。常識を疑われるぞ」

　最後にちくりと嫌みを言い放ち、総司は立ち上がった。

　鞠花がびくりと震えたが、そんな怯えきった彼女を無視して執務卓に戻り、内線で「お客様がお帰りだ」と人を呼ぶ。

　やってきた秘書に連れられて、鞠花が部屋を出ていく。

　その場に残されたのは総司と真鍋のみ。まもなくほかの役員たちもやってくるだろう。総司はふうと息を吐きソファに腰を据えると、テーブルに置かれたお茶を口に運んだ。

　真鍋はテーブルや床の上に散らばった写真をかき集め、ゴミ箱に捨てることもできず、ひとまず懐へとしまう。

「……調べさせますか？」

　真鍋の問いかけに総司は「いや。いい」と短く答える。

「妻は新婚早々浮気ができるようなふてぶてしい女ではない」

　あくまで総司は冷静だ。こんな稚拙な嫌がらせに踊らされるほど浅慮ではない。

　――と思いきや。お茶の器を茶ちゃ托たくに置こうとして手をすべらせ、ガチャンと中身をぶちまける。

「……大丈夫ですか？」

　……どうやらあまり大丈夫ではないらしい。強がったところで説得力は皆無だろう、仕方なくノーコメントを貫く。こぼれたお茶を視界の端に捉えながら、内線で「布巾を持ってきてくれ」と秘書に頼んだ。

　動揺していることに自ら驚きつつ、執務卓に戻りどっしりと腰を据える。

　自分らしからぬ考えを巡らせ、深く悩んだ末、観念して口を開いた。

「……今後一カ月は日本を離れる予定だったな」

　真鍋は「はい」と返事をして胸もとからタブレットを取り出す。指先をすべらせスケジュールを確認しながら、ロンドン、フランクフルト――とこれから向かう都市の名前をあげ連ねる。

「間に一日、休暇をつくれ」

　総司の言葉に、真鍋は一瞬沈黙した。分刻みのスケジュールの中に一日休暇をねじ込むことがどれほど難しいことか。

　しかし真鍋は、ノーとは言わず「わかりました」と答える。

　真鍋の脳内では、外交の優先順位付けとフライトプランの練りなおしが始まっていることだろう。










第五章　愛のある戯れと秘められぬ想い




　総司のいない家はやけに静かに感じられた。

　彼が帰ってきたのは、新居に越してきてからの二カ月の間で、たったの二度。

　いないほうが普通ではあるのだが、それでも彼のいた二日間は、空虚な日々を照らす希望のように感じられた。

　次に帰宅するのは一カ月後だと言っていた。無意識にその日を待ちわびて一日ずつカウントしてしまう。

　それが、ふたりが交わした〝契約〟の内容に背く行為だと知りながら。

（好きになってはいけないと言われたはずなのに）

　抑え込む気持ちとは裏腹に、彼への想いが膨らんでいく。

（……彼は、私のことを大切にしてくれるから）

　それが愛情なのか、ただの親切心なのかはわからないが、伝わってくるのは総司が清良を満足させようと試行錯誤してくれているということ。

　あれから話し合って、お土産は一度の帰国に一回にしようと約束した。このままではお土産破産してしまうのではないかと、心配になったのだ。もちろん、総司の懐はそんなに柔ではないだろうけれど。

　代わりに総司は毎日メールを送ってくれるようになった。

「おやすみ」や「おはよう」といったさりげない挨拶に加え、ホテルの窓から望む美しい風景写真を、まるで絵葉書のように添えて。

　そちらのほうが清良にとってはよほどうれしいし、そんなさりげない優しさにますます想いが募ってしまうのだった。

　この日々のメッセージを、彼はどんな想いで送ってくれているのだろう。

　義務、だろうか？　面倒だとは思っていない？　うれしいと同時に、彼の迷惑になっていないか心配だ。

　この不安定な症状に思いあたる病がひとつだけある。

（私……彼に恋をしそうになっているのかもしれない）

　普通に考えればごく自然なこと――あんなにも見目麗しく紳士的な男性が、自分を見初め、妻という役割を与えてくれて、毎日のようにお土産やメッセージを送って気遣ってくれる。

　相手がよほど非人道的な人物でもない限り、大抵の女性は恋に落ちるのではないだろうか。

　一日一日と過ぎるごとに、この感情はあたり前、仕方がない、そんな開きなおりのような気持ちが湧き上がってきて。

（好きとか、寂しいとか、会いたいとか、本人に言わなければいいのよね）

　相手に見返りを求めない限りは、どう思おうが問題ないはず。心の中は誰にも見えないのだから。胸の内でこっそり想い慕う分には、契約違反にならないだろう。

　なにかの拍子に誤って口に出してしまわないように最大限気をつけようと、清良は自分に言い聞かせた。




　気持ちと向き合いながら二週間。梅雨が明け、季節はすっかり夏だ。

　総司があらかじめオーダーしておいてくれたのだろうか、剪定業者が前庭に小さな向日葵ひまわり畑をつくってくれた。清良の胸のあたりまである大きな向日葵が十本。朝晩二回の水やりが、ここ最近の清良の日課だ。

　土曜日の午前十時。清良がリビングで掃除をしているとドアフォンが鳴った。

　基本的に玄関の扉は開けないようにと言われている。

　しかし、この日ドアフォンのモニターに映っていたのは、この家に入れてもいいと許可された数少ない人物のひとり。

「真鍋さん……？」

　うしろには彼がいつも使っている黒いセダンが見える。

　ということは、まさか総司も一緒に……!?

　すぐさま敷地の入り口にある鉄門のロックを解錠し、清良は玄関へと向かった。

　外に出ると、鉄門へと続く細い道から真鍋の運転する車がこちらに向かってゆっくりと走ってくるところだった。

　待ちきれずそわそわと後部座席を覗き込む――が、窓は真っ黒なプライバシーガラスに覆われていて見通すことができない。

　玄関の正面で車は止まり、運転席から真鍋が降りてくる。

「お久しぶりです。清良奥様」

「お久しぶりです、真鍋さん。あの、総司さんは――」

「総司さんはまだお仕事をされています。一応、東京に帰ってきてはいるのですが、スケジュールが非常に過密なため、本日は帰宅できないかと」

「そう……ですか……」

　期待してしまった分落胆も大きくて、乾いた笑みを浮かべた。そんな清良を見て、真鍋も申し訳なさそうに応じる。

「……ですが、来週の日曜日にはこちらにお帰りになられると思います」

　代わりにもたらされた朗報に、清良はパッと瞳を輝かせる。

　くるくると表情を変える新妻に、真鍋は眼鏡の奥の目を緩めた。

「今日はお荷物をお持ちしました。家の中に運ばせてもらってよろしいですか？」

　真鍋が後部座席を開けると、そこに積み上がっていたのは様々なサイズのボックス。総司の私物だろうか？

「ありがとうございます。私にも運ばせてください」

　大きなボックスの運搬は真鍋に任せ、清良は小さめのボックスをふたつ重ねて玄関へと運んだ。ふたりで二往復して、大小計六つのボックスを運び終える。

　見た目の割に軽そうだが……いったいなにが入っているのだろう？

「これは総司さんが帰ってくるまで、このまま保管したほうがいいでしょうか？」

「いえ。こちらはすべて奥様へのお土産だそうなので、すぐに開けていただいてかまいません」

「え」

　一度の帰宅にお土産ひとつというルールはどこへ。この量が一回分と言われては、これまでとさして変わらない。

　いや、もちろん贈り物はうれしいけれど、この常識を逸脱した量はなんとかならないものだろうか。それとも彼の界隈ではこれが常識なの？と清良は頭を抱える。

「奥様のお部屋までお運びしましょう」

「あ……いえ……ここで大丈夫で――」

　しかし、真鍋は返答を待たず靴を脱いで上がり込み、大きなボックスを持って廊下を突き進んだ。

「二階でよろしいですか？」

　質問しながらも、足はすでに階段を上り始めている。遠慮することをあきらめ、清良は「手前の部屋にお願いします！」と先を進む彼に向かって叫んだ。

　清良の部屋の前に荷物を置くと、真鍋は「それでは私はこれで」とそそくさと階段を下り始める。ここまで荷物を運んでもらって、なんのお礼もしないで帰すのは申し訳ないと、清良は慌てて彼を引き留めた。

「あの……もし、お時間があれば、コーヒーでもいかがですか？」

　申し出が意外だったのか、真鍋は驚いた顔で清良のほうを振り返る。なにを考えているのか、まじまじと見つめ――。

「……お言葉に甘えたいところですが、奥様を独占しては総司さんに叱られてしまいますので」

　茶化しながらやんわりと断る。

　忙しくてゆっくりする時間もないのだろうと清良は解釈した。これ以上引き留めても迷惑になってしまいそうだ。

「いつもご迷惑をおかけしてすみません」

　前回は朝食まで作ってくれ、今日はわざわざお土産を届けにきてくれた。

　恐縮して頭を下げると「これも仕事のうちですから」と涼しげな微笑を浮かべる。

「では来週。時間がわかりましたら、ご連絡差し上げますね。おそらく夕方には帰宅できるかと思います」

　夕方――ということは夕食のことを考えておかなければ。

　総司の帰宅がうれしい反面、どんな料理を用意すればいいだろうという新たな悩みが湧き上がってくる。

　そもそも、世界中の高級レストランを渡り歩き、すっかり肥えている総司の舌に、主婦の手料理など合わないのではないだろうか。いっそ外食に行くべきか。

　いやいや、せっかく帰ってくるのに、また出かけるのも億劫だろう。むしろ毎日外食を繰り返しているのだから、たまには家庭的な料理もいいかもしれない。

　とはいえ、今後、家の料理がマズいから帰ってきたくないと思われたらショックだ。

「あの……」

　玄関を出ようとする真鍋を藁にもすがる思いで呼び止めてみると、彼は怪訝な顔で振り返った。

「その……総司さんの好き嫌いとか、ご存じないですか？　今まであまり手料理を食べてもらったことがなくて」

　正直に相談してみると、真鍋は穏やかな顔でこちらに向きなおった。

「総司さんは、好き嫌いもありませんし、アレルギーなども特にございませんから、なんでもかまわないと思いますよ」

「そう……ですか……」

　なんでも。一番困る回答をもらって、さらに深く悩み始める。でも、アレルギーがないと聞けたのはよかった。

　清良が苦悩していると、そんな姿が微笑ましかったのか、真鍋は今度こそ笑みをこぼした。

「ご本人に聞くことはしないのですね」

「えっ……」

　しまったと、清良は蒼白になる。夫の食の好みを知らないのは異常だし、本人に聞けないのはもっとおかしな話だ。他人行儀な夫婦と思われてしまったかもしれない。いや、実際その通りなのだけれども。

「あの……これは、その……驚かせたかった、といいますか」

　もし「なにが食べたいですか？」と聞いたなら、その好意は総司の重荷になるだろう。ただおとなしく留守番をしている、夫の帰りなど期待せずマイペースに生きる、これが総司の望む妻の姿だ。

「夫の好みを知らないなんて、お恥ずかしい限りですが……」

「彼は異常なほどワーカーホリックですからね。これまでたいしたお付き合いもできなかったのでしょう」

　しゅんと落ち込んだ清良を真鍋はフォローしてくれる。

　総司の忙しさは、秘書である彼が一番よく知っているはずだ。女性とのんびりデートをする暇もなかったことくらい、重々承知なのだろう。

「……ですから私は、正直言って、総司さんが結婚を決めたことを不思議に思っていました。あの方は、どちらかといえば家庭をわずらわしく思うタイプだと」

　ギクリとしてこわばった。契約結婚という秘密に迫りつつある真鍋を、清良はひやひやしながら見つめる。彼はぽそりとつけ加えた。

「以前、痛い目も見ていますし」

「え？」

「いえ……深い意味はないのですが……」

　慌てて前言を撤回し、あらたまって清良へ思慮深い眼差しを向ける。意味深にうなずいて、清良を上から下まで眺めた。

「ですが、なぜ総司さんが清良奥様を選んだのか……ようやくわかりました」

「……えっ……わかったんですか？」

　まさか愛のない形だけの結婚だとバレてしまっただろうか。眼鏡の奥にある涼しげな瞳を覗き込み、言いあてられたらどうごまかそうかとそわそわする。

「清良奥様は、総司さんにとても遠慮をなさっていますね。ですが、それは総司さんも同じでしょう。すごく不器用に、恐る恐る、大切にしようとしている」

「そう……なんですか？」

『不器用』や『恐る恐る』など、総司には似つかわしくない表現に、清良は首をかしげる。そもそも、総司は人に遠慮をするようなタイプの人間だろうか？

　しかし、土産の量を見れば必死に気遣ってくれているのはわかる。大切にされていることは間違いない。

「奥様のご厚意なら、総司さんはすべて受け止めてくださるはずですよ」

　やわらかな笑みと一方的なアドバイスを言い置いて、真鍋は玄関を出ていく。

　ひとりその場に残された清良は、ポカンとしたまま去り行く彼のうしろ姿を見つめていた。結局真鍋がなにを言いたかったのか、さっぱり理解できなかった。

（私の好意を、総司さんは受け止めてくれる……？）

　だが、こちらの好意に気づいたときの総司の迷惑そうな顔は、すでに一度見たことがある。彼が初めてこの家を訪れた日の翌朝、必要とも言われていない朝食を勝手に用意して困らせてしまった。あんな顔をさせるのは、もうごめんだ。

　総司はきっと優しいのだろう。だから受け止めきれないほどの厚意を見せつけられると困ってしまう。

（あまりがんばっていないように見せなくちゃ。夕飯は……ちょっぴり地味な和食でも作って……）

　メニューを悶々と考えながら階段を上り、自室の前に積み上がったボックスに手をかける。

　総司からのお土産。大きなほうの箱を開くと、中に入っていたのは乳白色のワンピースだった。やわらかいジョーゼット生地で仕立てられていて、清良が着やすいようにだろうか、露出は少なく丈も長い、上品なデザインだ。

（これが、総司さんが私に着せたい色……？）

　ボックスの中にはほかにもブラウスやスカートなどが入っていた。どれもラベンダー色やライムグリーンといった明るいながらも淡く優しい色調。

　この甘やかな色合いが、総司の気持ちを表してくれているような気がして、なんとなく幸せな気持ちになる。

　小さなほうの箱には、パンプスやショールなどの小物が入っていた。それから、チョコレートやドライフルーツなどの菓子類も。

　あっと清良は思いあたり、声を漏らす。

　前回この家に帰ってきたとき、総司はソファに座りノートＰＣに向き合いながら、清良の出したドライフルーツを黙々とつまんでいたのだ。『止まらなくなる』と言いながら。

　もしかしたら気に入ったのかもしれない。

（彼が帰ってきたら、またお夜食に出してあげよう）

　ドレスや装飾品をクローゼットにしまい、菓子はキッチンの戸棚へ。片づけを終えリビングに戻る。

（来週の日曜日が楽しみ……）

　清良は鼻歌を歌いながら、掃除の続きを始めた。




　しばらくすると、またしてもドアフォンが鳴った。

　今度は誰だろう……さすがにもう真鍋ではないだろうし、ほかに心あたりもない。

　モニターに近寄り通話ボタンに手をかけ――その手が止まった。

　パーマがかかった茶髪に濃紺のシャツとジーンズ。見覚えのある姿にまさかと背筋が冷える。

（北村くん……!?）

　どうしてこの家の場所を知っているのだろう。

　以前会ったときに敵意を向けられたことを思い出し怖くなった。あのときは人混みに紛れて逃げられたけれど、家の中には逃げ場がない。

　居留守を使おうと無視を続けたが、静かな部屋にチャイム音だけが何度も鳴り響き、いっそう恐怖が募る。

　放っておくこともできず、モニターからじっと様子をうかがっていると、北村は鉄門をガチャガチャと揺らし始めた。

　まさか力ずくで侵入しようとしている……？

　揺すったからといって開くような門ではないが、その気になれば、塀を乗り越えるくらいできるかもしれない。

　一瞬警察を呼ぼうかと悩んだが、大騒ぎをすれば総司の迷惑になってしまうかもしれない。仕方なく清良はドアフォンの通話ボタンを押した。

「……はい」

　鉄門を掴んでいた彼は、清良の声にハッとしたように顔を上げ、ドアフォンのカメラに向かって飛びついてきた。

『天羽さん!?　天羽さんだよね！』

　勢いよく食らいついてくる北村に、清良は緊張を押し殺した声で応答する。

「……なにかご用ですか？」

『話がしたいんだ！　この前のこと、謝りたいと思って。中に入れてくれないか？　ほら、これ！』

　北村はカメラに映るように紙袋を掲げる。どうやら手土産を持ってきたようだ。

　本当に謝罪に来たのだろうか……？　彼のことはいまいち信じられないし、家に入れるのは怖い。

　だが、もし本当に謝罪したいと考えてわざわざ足を運んでくれたとするなら、その気持ちを無下にするのも申し訳ない。

「……そこで待っていて」

　清良は玄関を出ると、緩やかなカーブを描く小道を進み、鉄門まで足を運んだ。

　清良の姿を目にした北村が、ごくりと喉を鳴らすのが伝わってくる。

　他人を家に入れるなと総司からも言われている。この門は開けないほうがいいだろう。手を伸ばしても届かない距離を保ち、鉄柵越しに向かい合う。

「天羽さん……この前は乱暴なことをして本当に悪かったよ。鞠花にも叱られたんだ。もう城ケ崎さんの奥さんなんだから、関わっちゃいけないって」

　北村の手が細い鉄柵を握りしめており、動くたびにガチャンという重たい金属音が鳴り響く。決して開かない扉だとわかっていても、びくりと震えた。

「わかったから……大丈夫。もう家には来ないでほしいの。なんのおもてなしもできないし」

「ごめん。すぐに帰るよ。お詫びといっちゃなんだけど、これ、受け取ってくれる？」

「ありがとう。でも気持ちだけ受け取っておく」

　北村の顔が曇る。あの日、清良を睨みつけた憎々しげな目を思い出し、ぞくりと背筋が凍る。

「せっかく持ってきたんだから、受け取ってくれたっていいだろ。じゃないと捨てることになる」

　掲げた白い紙袋には、有名なスイーツブランドのロゴが入っていた。たしかマカロンや焼き菓子が有名なパティスリーだ。

「それはお菓子？　だったら会社の人や鞠花と一緒に食べて。せっかくだけど、私はいらないから――」

「それは……困る」

　北村の声がわずかに緊張したのを感じ取って、清良は嫌な予感を覚える。

　なにか……まだなにか彼は隠しているのではないだろうか。謝罪以外の目的を。

「どうして？」

「……実は、鞠花から渡せって言われていて。ちゃんと渡せないと困るんだ」

「受け取ったことにしておくから――」

「それじゃ困るんだ！」

　ガチャン！とひと際大きな金属音が鳴った。彼の剣幕が恐ろしくなって、清良は一歩後ずさる。

「その……鞠花から、家を見てこいと言われているんだ。どんな家に住んでいるのか興味があるんだって。ここからじゃよく見えないし、少しでいいから……中に入れてくれ」

「誰も入れるなって言われてるの。ごめんなさい」

「頼むよ！　ほんの少しでいい！　俺の立場、天羽さんならわかるだろ？　このまま引き下がったらどうなるか！」

　泣きそうな顔で頼まれて、ぐっと唇をかむ。同情してしまうのは、鞠花のわがままに苦しめられてきた清良だからこそだろう。

　このまま北村が鞠花のもとに帰ったら、なんと言われるか。

　言われるだけならいい、彼の場合は借金までしているのだから、いっそう立場が弱い。なにか報復をされるかも。

「……少し見せるだけ。その代わり、見たらすぐに帰って」

　仕方なく清良は鉄門のロックを解錠する。花を模かたどった豪奢な鉄柵が、ギィッと音を立てて開く。

「ありがとう！」

　すかさず北村は扉の隙間に体を押し込む。このチャンスを逃すまいとでもするように。その強引な仕草に、清良は早速自分の行動を後悔した。

「あの、北村くん！　待って！」

「すぐ帰るから！　ほんの少し家を案内してくれよ」

　清良を置いてずかずかと敷地の奥へ突き進んでいく北村。玄関にたどり着くと、家主の了承も待たずに勝手に扉を開けようとした。

「待ってったら、北村くん！」

　しかし、扉が開くことはなくガチンという鈍い音に阻まれた。鍵がかけられていることに気づいた北村は、慌てて駆け寄ってきた清良に不満げな顔を向ける。

「敷地内を歩くだけなのに、いちいち鍵をかけているのか？」

「オートロックなの」

　清良は脇のパネルで指紋認証を行い、ロックを解錠する。

「でも、勝手に入られると困るの――」

　だが、言い終わる前に北村はさっさと玄関の扉に手をかけている。

「へぇ！　すごい豪邸じゃん。おじゃましまーす」

　清良が靴を脱ぐのにもたついている間に、北村はすでに家の中だ。リビングに向かって廊下を直進している。

　やがて「うわっ、広っ！」という声が聞こえてきたから、慌てて走って追いかけた。

「ちょっと待って、北村くん！」

　清良がリビングに入ると、北村は中央で気持ちよさそうに両手を広げていた。

　ローテーブルの上には、彼が持参したスイーツの紙袋が雑に置かれている。

「すごく広いけど、鞠花の家よりは小さいかな。まぁ、あそこは一家全員が住んでいるから当然か。立地も、ここより田舎だし。この家は城ケ崎さんと天羽さんだけが住んでいるんだろう？　いいよなぁ、こんな豪邸で毎日贅沢三昧なんて」

　楽しげに批評すると、新たな興味が湧いたのかくるりと体を反転させた。清良の横を擦り抜けリビングを出て、今度は螺旋階段を上り始める。

「上は行かないで！　もう十分でしょ、帰って！」

「城ケ崎さんの書斎が見たい。さぞご立派なんだろうな」

「そんなのない！　だいたい、夫の私室に他人を入れるわけないじゃない！」

「見るだけだ、バレやしない。ここかな？」

　階段を上ってすぐのところにある部屋を開ける。が、そこは清良の部屋だ。ベッドと簡単なチェストくらいしかなく、おもしろいものはない。

「違ったな。じゃあこっち？」

　北村は隣の部屋のドアに手をかける。たしかにそこは、総司の部屋ではあるのだけれど――。

「開けないで！」

　清良の悲鳴を無視して、北村はひと思いにドアを開ける。が、広がっていた光景に絶句した。

「……なんだよ、ここ」

　その部屋は、がらんどうだった。

　たしかに書斎ではある。部屋の右側には執務卓があり、その周囲を取り囲むように備えつけの本棚が配置されている。しかし、本は一冊も入っていない。執務卓も使われた形跡がなく、ペン一本落ちていない。

　部屋の左側にはベッドもあるが一度も使われていないので、糊の利いた真っ白なシーツが敷かれているだけ。

　清良はふうと、短く息をついた。この生活感皆無の部屋をどう言い訳しようかと。

「なにって。あなたの見たがっていた書斎だけど……」

「嘘だろ？　だって、どう見ても――」

「総司さんは家に仕事を持ち込まないの」

　北村が懐疑的な目を向ける。

　実際、総司は仕事に関するものを家に置いたりはしない。先日使っていたノートＰＣは、彼が常に携帯しているものだ。

　そもそも、月に一度、寝るために帰ってくるような家にものを置いても仕方がない。当然、私物もない。最低限の着替えがあれば事足りてしまうのだ。

「いくらなんでもこんなの……あいつ……本当にここに住んでいるのか？」

　北村の疑問はもっともで、反論のしようがない。さっと目を逸らした清良に、北村は詰め寄ってくる。

「なぁ、本当はどこか別の場所で、別の女と一緒に暮らしているんじゃないのか？」

　北村が行き着いたとんでもない結論に、清良は目を丸くする。

「ち、違っ――」

「怪しいと思ってたんだ。本当は結婚なんて偽装なんじゃないかって」

　肩を強く掴まれ、びくりと体が縮こまる。勢いよく揺さぶられ、足がふらついた。

「お前、愛されてないんだろ」

　北村の言葉に、ズキンと胸が深く痛んだ。足を踏ん張れなくなって、押されるがままよろよろとバランスを崩す。

　倒れ込んだ先は、まだ一度も使われていない総司のベッド。

「お前ってもしかして、俺以上にかわいそうなヤツなんじゃないの？」

　清良の上に覆いかぶさった北村が、ニヤリと薄気味悪い笑みを浮かべる。

　身の危険以上に『かわいそうなヤツ』と称されたことがショックで声が出ない。

「私は……」

　そんなことない、私は大切にされている、そう喉もとまで出かかったけれど、声になることはなかった。

　本当に？　大切にされている？　この空っぽの部屋を見ても、彼と結婚生活をしていると実感できる？

　新婚だと浮かれているのは、自分だけではないのか。総司はただ仕事ができれば満足で、清良との生活にこれっぽっちも関心がないのではないか。

　お土産やメッセージも、清良を大切に思ってくれているからではなく、周囲に対するカムフラージュでしかないのだとしたら……。

　こらえていた不安が涙となり、じんわりと視界を滲ませる。潤んだ瞳を肯定の証と判断した北村が冷笑する。

「なるほどな。それでアイツは、妻が不倫をしていると教えられても、痛くもかゆくもなかったわけだ」

「え……？」

　言っていることの意味がわからず、清良は眉をひそめる。北村は清良の両手首を掴み、ベッドに押しつけた。

「つまり。お前の旦那は、お前がどこの誰と遊んでいようとかまわないってことだよ」

　両手首を持ち上げられ、片手で押さえつけられる。北村は自由になったもう片方の手で清良の襟もとを掴んだ。

「やめて……！」

　今度こそ身の危険を感じ取り、全力で抵抗する。が、男の力にかなうわけもなくあっさりと押さえ込まれ――。

「おとなしくしろ。誰も助けになんか来ない！」

「いや!!」

「うるさい！」

　身をよじらせる清良をうっとうしげに睨みつけ、北村は力いっぱい襟を開き胸もとの衣服を暴いた。
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　ふたりの新居に荷物を運び終えた真鍋は、若奥様へのご挨拶も済ませ、車に乗り込んだ。

（初々しいふたりだな）

　総司に対し気を回しすぎて必死になっている清良と、まるで壊れものでも扱うかのごとく慎重に距離を取る総司。

　特定の相手をつくらず遊び歩いてきた真鍋にとって、ふたりの微笑ましい様子はまぶしさすら感じた。

（だが、どこかいびつだ）

　同時に、違和感も覚えていた。ふたりは新婚夫婦だというのに、その間には分厚い壁があるように思える。

　それは、総司の女性に対する不信感のせいかもしれない。過去にあんなことがあったのだから、当然といえば当然なのだが――。

（だから、彼は結婚などしないと思っていた）

　それでも入籍に踏みきったのは、ほかでもない清良という人間を信頼できたからだろう。

　はたから見ても、清良の心は素直で穢れなく、清純そのものであるとよくわかる。

　同時にとても儚いようにも見える。彼女の純白は、誰かのちょっとした悪戯で薄汚れた黒に染まってしまいそうだ。

（守ってやりたいという気持ちも、理解できなくはない、か）

　放っておけないというべきか。隙だらけで見ていると心配になる女性だ。

　先ほどもコーヒーを勧められたが、財閥の新妻が主人のいない家で男性とふたりきりのブレイクタイムはまずいだろう。

　これはおもしろそうだとついでき心が頭をよぎったが、真鍋は彼女のなんの下心もない目に毒気を抜かれ、その勧めを丁重に断った。

　清良の打算を知らぬ笑顔を思い出しながら苦笑する。彼女には自覚がないのだろう、自分の魅力に。総司からたっぷりと愛情を注がれていることにも。総司から大切にされていると伝えても、キョトンと首をかしげていた。

　ぼんやりと考えを巡らせながら城ケ崎家の敷地を出ると。曲がり角にこちらの様子をうかがう不審な人影が見え、わずかに警戒心が湧き上がった。

　この車が立ち去るのをじっと見つめるあの男。誰だったか……なんとなく見覚えがあるような。

　車を少し走らせたところで、真鍋はやっとその顔を思い出した。

（あれは……まさか……）

　清良と一緒に写真に写っていた男――院瀬見鞠花いわく『不倫相手』だったか。服装があまりに違っていたから、すぐにはピンとこなかった。

（まさか、家にまで押しかけてくるとは……）

　清良が呼んだのか、あの男が勝手に来たのかはわからないが……いや、清良が悠長にコーヒーを勧めてきたことを考えると、あの男が来ることを知らなかったのだろう。

　もし家に忍び込まれたらという不安が頭をよぎったが、そんなときのためにあの家には厳重なセキュリティが施されている。問題はないはずだ。

　騒ぐほどのことではない、そう自分に言い聞かせつつも、どうも嫌な予感がする。

（念のため総司さんに知らせておくべきか……？　だが、重要な会議の途中でわざわざ集中力を欠くようなことを教える必要があるだろうか）

　事後報告でいいのではないか。どんな事態であるにせよ、彼の性格を考えれば会議を途中で投げ出すとも思えない。

　……いや、本当に？　これまで、出張中に女性のことなど微み塵じんも気にかけたことのなかったあの男が、毎日毎日うきうきしながら高価なプレゼントを手配するような相手だぞ？

　今の彼は未知数だ。自分の妻が自宅に男を連れ込んでいるかもしれない、そんな報告を受け、いつものように冷静でいられるだろうか。引き続き業務が遂行できると？

（このまましらばっくれることもできるが、もし奥様の身になにかあれば、それこそ仕事に支障が出る可能性が……）

　あのときのように、三日間再起不能になられては困る。とても困る。

　リスケジュールの海に溺れる自分の姿を想像し、ぞぞっと肌を粟立てた真鍋は、城ケ崎ホールディングス本社に到着すると、その足で総司のいる会議室へ向かった。

　脇の扉から総司のもとにそっと近寄り、耳打ちする。

「失礼いたします。少々お知らせしたいことがございまして――」

　総司は会議の様子を見守りながらも、真鍋の言葉にじっと耳を傾け、そして――。
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　真鍋の報告を受けた後、総司はすぐさま会議を中座した。地下駐車場で車に乗り込み、自らの運転で城ケ崎ホールディングス本社を後にする。

　総司自身も、なぜ自分がこんなにも衝動的なことをしているのかわからなかった。今までなら、なにをおいても仕事を優先していたはずだ。

　総司を突き動かしているのは、怒り、あるいは不安だろうか。理解できないまま、本能に従ってその身を動かす。

（あの男、清良にしつこくつきまとって――）

　鞠花が持ってきた写真は、まだ総司の手もとにある。

　連写された写真を時系列に並べてみれば、嫌がる清良に無理やり手を出しているようにしか見えなかった。

　あれは浮気現場などではなく、証拠を捏ねつ造ぞうするための茶番劇だ。そのために清良を襲ったのだとするならば、腹立たしいことこの上ない。

　ではなぜあの日、清良はそのことを総司に報告しなかったのか。

　清良の性格を考えて舌打ちする。あの遠慮深い彼女が、わざわざ総司の迷惑にしかならない話題を口にするはずがない。

（俺の妻に手を触れるな……！）

　今、清良に触れることが許されるのは、夫である自分だけ。いつの間にか深い独占欲が総司の中に根づいていた。

　自宅まであと五〇〇メートルというところで、携帯端末が短いアラート音を発した。玄関に設置しているセキュリティが異常を検知したようだ。

　新居の玄関には特殊なセキュリティが施されている。家に足を踏み入れた人物を画像解析し、あらかじめ登録しておいた顔認証データと一致しない場合、不法侵入者とみなしアラートを発信するのだ。

　家屋内部、特に貴重品を置くような場所には非常用の防犯カメラが設置されていて、アラートと同時に作動する仕組みとなっている。

　過去のとある事件を教訓に特注した機能なのだが、まさか役に立つ日が来てしまうとは。

　ぞくりと背筋が冷える。あの男が自宅に足を踏み入れた。清良に対して手荒な真似をしなければいいが。これまで感じたことのない焦燥が胸をひりつかせる。

　自宅に到着した総司は、車を敷地の入り口に捨て置いて、身ひとつで門をくぐり走り出した。車内からリモコンを操作して門が開ききるのを待つより、そのほうがよっぽど早いと踏んだのだ。

　玄関の扉を開けると、目に入ってきたのは男物のスニーカーと、雑に脱ぎ捨てられた女物のパンプス。

『――やめて！』

　二階から清良の悲鳴が聞こえてきて、すぐさま螺旋階段を駆け上がった。もみ合う声を頼りに書斎へとたどり着き――。

「なにをしている……！」

　隠しようのない怒りを声に押し込めて一喝し、清良の上にのしかかる強姦男の首根っこを掴み上げる。

　清良から引き剥がすように床へ転がすと、男は「ぐあっ！」と声をあげてへたり込み、愕然と総司を見上げた。

「……っ、なんで、あんたがここに……！」

　そんな稚拙な問いにいちいち答えてやる必要はない。男のことは無視して、守るべき大切な女性――清良の体をそっと抱き起こした。

　ぎゅっと目をつむり恐怖に耐えていた清良が、涙を散らしながら愛らしい目を開く。

　その視界に総司を映した途端、うれしそうに、そして心底安堵した様子で、くしゃっと顔をゆがめた。

「っ総司さん……！」

　わっと飛びついてくる彼女をかき抱く。わずかに震えている小さな体から、彼女がどれほどの恐怖を味わっていたかが伝わってきた。

「遅れてすまない」

「っ、ごめんなさい……！」

「なぜ君が謝る。無事ならそれでいい」

　総司は清良の体をそっと離し、怪我がないかを確かめる。

　胸もとが乱れている……第一ボタンを引きちぎられたようだ。

　その程度で済んだことを幸いに感じながらも、自分の妻を襲った男への激しい怒りに奥歯を食いしばる。

　自分の到着が遅れていたら、きっと取り返しのつかないことになっていただろう。

　いっそうこらえようのない憤りが湧き上がってきて、射殺すような目で床に転がる男を睨んだ。男は怯えたように身をすくめ、あわあわと言い募る。

「……その、違うんだ、ちょっと悪戯してやれって、頼まれて……」

「その言い訳は警察にしてもらおうか」

　財閥、社長、オーナーという立場がなければ、この男を心ゆくまで殴り締め上げていただろう。やはり肩書とは堅苦しいだけだ、そう苛立ちながら総司は懐から携帯端末を取り出す。

　通報される――そう気づいた男は「ま、待ってくれ！」と血相を変えて立ち上がった。男がすがりつこうとしてくるのを、総司は目で制する。

「罪状を増やしたくなければ近寄るな」

「あ……」

　男は混乱し、逃げ道を探すかのように、辺りに目線を漂わせた。

　だが、顔も身分も割れており逃げ場などない。すがる先は清良しかないと思ったのか、泣きそうな顔を彼女へ向けた。

「天羽さん！　お願いだ！　本気じゃなかったんだよ！　助けてくれ！」

　清良がびくりと震えたことに気がついて、総司は彼女の肩を強く抱く。

「これ以上妻へ声をかけるな」

「頼むよ！　このままじゃ鞠花に――」

「うるさい。黙れ」

　総司の苛立った声が空気を震わせる。今度こそ男は恐怖で口をつぐんだ。

　清良はそんな男を同情するように見つめると、総司の胸に手を置いて恐る恐る顔を上げた。

「あの……お願いです。通報しないであげて……」

「……清良…………」

　総司は、はぁとあきれながら息を吐く。とんでもなく危険な目にあったというのに、なおもこの男に憐れみをかけようというのか。

「ごめんなさい。無理やり家に押し入られたわけじゃないんです。私が軽率に玄関を開けてしまったから……私も悪いの」

「玄関の鍵を開けたからといって、襲われていい理由にはならないだろう。それとも君にはその気があったのか？」

「ない！　そんなのありません！　私は――」

「わかってる。落ち着け、清良。すまない。意地の悪い質問だった」

　必死に弁解しようとする彼女の頬をなで、落ち着かせる。

　この苛立ちを彼女に向けてしまったことを正直に謝罪して、こめかみに優しくキスを落とす。

　こんな状況で優しくされた清良はまいってしまったようで、うれしいような悲しいような複雑な表情で頬を赤くした。

「本当にごめんなさい……」

　しゅんとして小さく謝ると、今度はその目を男に向けて、毅然と言い放った。

「代わりに約束して。もう二度と私の前に現れないで」

　男は総司を警戒しながらも、恐る恐る口を開く。

「俺は天羽さんを心配しているんだ。あの記事を見ただろう？」

「あんなの、どうでもいい」

「だけどっ……」

「信じる、信じないじゃないの。どうでもいいの」

　ふたりがなにを問答しているのか、総司にはわからなかった。記事？　後で尋ねなければと思いつつ、ひとまずふたりをしゃべらせこの男の真意を探る。

「でも、この人は、お前が不倫をしていると知らされても、平然としていたんだぞ！　愛があるとは思えない！」

「ふ、不倫？　なんのこと……？」

　おそらく鞠花が写真を見せにきたときのリアクションのことを言っているのだろう、もちろん清良は知るよしもなく、キョトンとしている。

　どうやら男は鞠花から、「浮気の現場を突きつけられても平然としていた」と伝え聞いたようだが……それは激しい誤解である。

「平然としているように見えたのなら、鞠花さんに伝えておいてくれ。俺は自分の妻が襲われている写真を見せられ、はらわたが煮えくり返りそうだったと」

　冷ややかな目で睨んでやると、男はいっそう身を縮こませ後ずさった。

　だが、ほえる気力は残っていたようで、よろよろと立ち上がりかみついてくる。

「じゃあこのなにもない部屋はなんなんだ！　あんたが普段この家に帰ってきていない証拠じゃないか！　妻を放って、愛人の家に寝泊まりしているんじゃないのか！」

「あいにくだが、日中は仕事、夜は妻とのお遊びに夢中で、本の一冊も読む時間がないほど充実しているんだ」

　男はぐっと喉を鳴らす。これ以上の文句もないようで、悔しげに目を伏せた。

「納得したなら、さっさと出ていってくれ。俺はこの後も、仕事と妻への奉仕に忙しい。それとも、警察の世話になりたいか？」

　警察と聞いて、男はそそくさと部屋から出ていく。総司としては、あんな男を見逃したくはなかったが、ほかならぬ彼女の望みだ、仕方がない。

　清良を抱き上げ廊下の端にある窓に向かい、玄関から男が出ていくのをじっと見守る。男が敷地の外に出たことを見届け、総司はやっと息をついた。

「清良。本当に体は大丈夫か？　怪我はしていない？」

　清良の体を横抱きにしたまま寝室へと向かう。ベッドの上に腰かけさせ、もう一度丁寧に彼女の体を確かめた。

「本当に大丈夫です、すぐに総司さんが来てくれたから」

「よかった。間に合って、本当によかった……」

　深く息をついて、彼女の体をそっと抱き寄せる。

　か細い腕、柔な腰。少し力を加えただけで簡単に壊れてしまいそうなのに。こんな無防備な彼女をこれまでひとりにしていたかと思うと、自分の愚かさが信じられない。

　彼女を腕の中に閉じ込めておきたい衝動に駆られ、なぜ今さらになってこんな想いを抱くのか不思議で仕方がなかった。

　本当に今日の自分はどうしてしまったのだろう。

　すると、清良が総司の服の袖を掴み、クイッと引っ張った。

「ごめんなさい……」

「……さっきからどうして謝るんだ？　玄関のロックを開けてしまったことか？　思うところがあったんだろう、責めるつもりはない」

「そうじゃなくて」

　彼女が首を横に振ると、焦げ茶色の髪がふわりとなびいて肩に落ちた。

「どこかで見ていてくれたんですよね？　きっとお仕事の邪魔をしてしまったと思うから……」

　ああと、総司は清良の言いたいことを理解する。タイミングよく現れたことが不思議なのだろう。監視でもしていると思ったか。

「真鍋が近所でうろつく怪しい男を見たと報告してくれてな。心配で居ても立ってもいられず会議を飛び出してきてしまった」

　らしからぬ行いに自嘲する。あれだけ『仕事優先』『想いを寄せられても困る』と公言していたにもかかわらず、自分がこの様ざまでは。

　会議を飛び出してきたと聞いて蒼白になった清良が慌てて謝罪する。

「ごめんなさい、私のせいで……！　これじゃあなんのために契約したのか――」

「いい。目先の仕事より、妻のほうが心配だった。俺は自分のやりたいようにやっただけだ」

　清良はさっぱりわからないといった顔で、総司を見つめている。

　仕事よりも妻を選んだことが、そんなに意外だっただろうか。

「……自分でも、意外ではあるが」

「……総司さん……？」

「そんな顔をするな。後悔などしていない。どうやら自分で思っていた以上に、君のことが大切になってしまったらしい」

　どこか他人事のように総司は言う。自分で口にしていて信じられなかった。仕事よりも妻が大事、これが今の自分の本心だというのか。

　他人に愛情を感じたのはいつぶりだろう。

　あの事件が起きてから、女性を愛するという気持ちをどこかに置き忘れてしまっていた。

「……以前、信頼していた人物に家の中を探られたことがあった」

　ぽつりとこぼした言葉に、清良は大きく目を瞬かせる。

「家の鍵を渡していた女性だ。結婚も考えていた。だが彼女は、俺の仕事上の機密情報を盗み金儲けをしようとした。他人を家に招き入れ、部屋を好き勝手あさり、金になる情報を盗み出そうとしたんだ」

　情報の流出は免れたものの、信頼していた女性に裏切られたという衝撃は消えなかった。しばらくはわかりやすく落ち込んでいたものだ。仕事がまったく手につかず、周囲にも迷惑をかけてしまった。

　それ以来、総司は他人を信じることをやめた。特定の女性と親しくなることも。

　自分に好意を示す人間ほど裏がある、そう疑うようになった。実際、その通りであることはとても多かった。

「他人を家に入れるなと忠告したのは、そういう経緯だ。どんな人間だろうが簡単に裏切る。信用できない」

　人を見る目には自信があったにもかかわらず、恋が総司を盲目にさせた。

　二度と恋愛に身を投じることはしない、そう深く決意した。だが――。

「でも、総司さんは、私を信じてくれました……家に入れてくれましたよね……？」

　清良は神妙な顔で首をかしげている。

「妻を家に入れないわけにはいかないからな」

　結果論だと、総司は苦笑する。

　だが、果たしてそうだろうか。適当に金を与えて放っておくこともできたはずだ。彼女の待つ家に帰ってくる必要もなかった。

　空き時間を見つけてはこの家に戻り、彼女とともに過ごしたのは、なにかを期待していたからではないのか。

　清良を妻に選んだのは、これまでの女性にはない特別ななにかを感じ取ったからではないか……。

「君は信じられるような気がした。直感のようなものだが。君なら、信じてもいい気がしたんだ」

　初めて彼女と出会ったとき、先入観のない目で彼女をジャッジし、そのまっすぐな心の内を見抜いた。直感めいたものを、総司はたしかに感じたのだ。

「ああ……なるほど。その時点ですでに俺は、君に惹かれていたのかもしれないな」

　自分の言葉に驚きつつも、やけに腑に落ちる。

　とっくに恋に落ちていたのかもしれない。自身が認めたくなかっただけで。

　彼女の稀け有うな純真さに、いつの間にか魅入られてしまっていたのだろう。

　それならば納得がいく。契約結婚などと言いながら、なぜ彼女の体を欲したのか。わざわざ時間を割いてまで、彼女の待つ家に戻ろうとしたのか。

　彼女とともに眠ることが、どうしてあんなにも心地よいと感じたのか。らしからぬ寝坊までして。

　毎日毎日彼女へ贈る土産を、ああでもないこうでもないと選んでいたのは、彼女のことを考えること自体が幸せだったからだろう。

「どうやら俺は、無意識のうちに君を自分のものにしようと必死になっていたらしい」

　総司の脈絡のないラブコールに、清良はパチパチと瞬まばたきを繰り返した。
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　これまでの態度を一変させ、急に愛をささやいたかと思えば、今まで以上に甘やかなスキンシップ。

　清良は頭がおかしくなってしまいそうだった。恥ずかしすぎて、うれしすぎて。

　つい先ほど、北村に襲われかけた精神的ダメージは、総司の優しい抱擁で吹き飛んでしまった。

「っ、総司、さん……」

　寝室のベッドに清良を寝かせ、指先一本一本に丁寧すぎるキスをくれる。

　もちろん首筋にも、胸もとにも、あらゆる場所に唇を這わせ、愛おしむように艶めいた音を鳴らす。

「……やだ……こんな……」

「嫌なのか？」

「そういうことじゃ……なくて……」

　まるで夢でも見ているかのようだ。彼が『愛している』と口にするとは。これまでベッドの中ですら言ってはくれなかったのに。

　まさかリップサービスだろうか。そういえば先ほど『妻への奉仕』だと言っていた。もしかすると、気を使って慰めてくれているのかもしれない。

「今まで、嘘でも愛しているだなんて言ってくれたことがなかったから、驚いて」

『愛なんてものは信じていない』。以前、総司ははっきりと口にした。

　愛するのも愛されるのもごめんだ、そう感じていたはずの彼が、なぜ今になって自らタブーを口にするのか。

　気まぐれかもしれない、そう自分を納得させようとした清良だが。

「嘘ではない」

　総司の真摯な眼差しが清良に突き刺さる。

「今さらこんなことを言うのは勝手だとわかっている。だが、すまない。君への愛を自覚した」

　とんでもない愛の言葉が飛び出してきて、清良の頭はいっそう混乱した。

　これはなにかの間違いではないだろうか。

　だが、彼はこんな笑えない嘘をつくような人間ではない。

（本当に、私のことを愛してくれているの……？）

　信じられないながらもうれしくて、鼓動がとくとくと音を立てる。

「君が迷惑なら、今の関係のままでかまわない。俺が一方的に君を想うだけなら、そこまで不都合はないだろう？　だからどうか許してほしい。俺は君を愛している」

　かつての清良の想い、そのものだ――恋心はバレないように、胸の奥底にしまっておこう。だからどうか許してほしい。見返りを求めたりはしないから――。

　自分が言うはずだったセリフを先回りされ、じんわりと涙が滲み始める。

「許してなんて言わないで」

　許してほしいのは自分のほうだ。彼よりももっと前、とっくの昔に契約を破っていたのだから。

　清良の頬に、ぽろりと大粒の涙が伝った。

　総司は息をのんで、突然あふれ出た彼女の激情を見守っている。

「謝らなければならないのは私のほうなんです……勝手に想いを寄せていたのは、きっと私だから……」

　彼の胸もとをつかまえて、こつんと額をぶつける。こんなぐしゃぐしゃな顔を彼に見られて幻滅されたくない。

　けれど、彼が容赦なく顔を押し上げるものだから、せめてもの償いに清良はただただ謝罪する。

「ごめんなさい。ダメだと言われていたのに」

　ぽろぽろと涙をこぼし続ける清良を見て、総司は複雑な表情で目を細めた。

「俺は君を苦しめていたんだな」

　濡ぬれた頬に彼の手が添えられる。視界いっぱいに総司の憂いを帯びた表情が近づいてきて、清良の唇は緊張で震えた。

「贈り物をするよりも先に、しなければならないことがあったのに……」

　後悔を感じさせる声に、清良は首をかしげる。総司はいっそう顔を近づけて、唇のすぐ手前でささやいた。

「君を満足させたいのなら、もっと早くに聞いておくべきだった」

　彼の唇がわずかに触れる。今までしてもらったことのない、触れるだけの優しいキスを幾度も落とされる。

「聞かせてくれ。君は俺のことをどう思っている？」

「私は――」

　唇を少しだけ開けて「あ」を作る。

　キスの後、軽く引き結んで「い」。舌を絡ませて「し、て、る」。

　彼の安堵したような吐息が、キスの合間に流れ込んできた。

　ふたりの想いが同じであることを、唇の動きで確認する。

「よかった。これで心ゆくまで、君に愛をささやける」

　お返しとばかりに耳もとで「愛している」とささやかれ、清良の頬は赤く染まる。

　彼の手は、服を早く脱がせたくて仕方がないというように、ワンピースの裾をたくし上げていた。

　まだ昼間だ。窓から差し込む日差しが部屋を明るく照らしている。しかも彼は会議を抜け出してきたという。これから仕事だってあるだろうに。

「……いいんですか？　お仕事に戻らなくて」

「かまわない。それ以上に優先してやるべきことができたからな。君も同じ気持ちだとうれしいんだが」

　そう言って急いたように耳じ朶だを食む。清良はびくりと体を跳ねさせ、緊張に震えながらも、己の昂たかぶりを自覚した。

「私も、同じです……こんな昼間から、ちょっと気が引けるんですが」

　総司の首筋に手をかけ、そっとネクタイを引き抜く。彼はスーツのジャケットを脱ぎ、雑に床へ放った。

「今さらうしろめたさなど、感じるだけ無駄だ」

　別の男に乱された胸もとにキスを落として浄化すると、総司はふたつ、三つとボタンをはずしていった。

　清良はそれを受け入れて、彼が全部を暴いてくれるまでじっと待つ。

　こんなにも高揚するのは初めてだった。

　総司の胸の内はわからないが、きっと同じはずだ。今まで体を重ねたときとはあきらかに違う、余裕のない表情をしている。

「おかしいな。これまで君と愛し合うのに、緊張したことなんてなかったんだが」

　心なしかぎこちない、慎重な手つきで清良の衣服を剥いでいく。

　初めて見る総司の姿に、清良は思わず頬が緩む。

「そんな総司さんも素敵ですよ」

　惚のろ気けたようなセリフに、総司は思わず噴き出した。

「フォローされてしまったな」

　そう苦々しく笑って、照れたように深く口づける。

「期待は裏切らない。愛されるとはどういうことか、その身にしっかりと教えてやる」

　荒々しい灼熱の眼差しに、清良は胸が焼け落ちそうになる。指一本触れられるだけで、気持ちよくてたまらない。

　愛のある行為は、こんなにも甘やかなものなのか。

　やっとふたりは心も体も重ね合い、夫婦となれた気がした。




　ふたり、ベッドの中でじゃれ合っていると、ふと思い出したように総司が動きを止めた。

「そういえば、さっきの男と記事がどうとか言っていたな？　あれはなんの話だ？」

　清良はぎくりと動きを止めて目を逸らす。

「……そんなこと言いましたっけ？」

　とぼけてみるが、そんなことでごまかされてくれるような人ではないと、清良が一番よくわかっている。

　熱い眼差しでじっと見つめられては隠し通せるはずもなく、清良は渋々「実は――」と切り出した。

　ざっと週刊誌の内容を説明すると、総司は不思議そうに首をひねった。

「おかしな話だな。城ケ崎家に関する記事が出れば、必ず連絡が来るはずだが、そんな内容は聞いたことがない」

「何年か前の記事らしいですよ。忘れてしまった……とか？」

「さすがに『カジノで浪費』『美女と豪遊』なんて書かれれば忘れないさ。だいたい、そんな記事が出回れば株主にも不信感を与えるし、なにかしらの対応が必要になるはずだ」

　俺なら訴訟を起こすと、総司は言いきる。たしかにそんな不名誉な記事を書かれて、それが偽りであるならば、出版社を訴えるだろう。

「一応、真鍋には調べさせてみる。これはあくまで予想だが、例のお嬢様が記事を捏造したんじゃないか？　さっきだって、あの男が来たのは彼女の命令だったんだろう」

「あ……なるほど……」

　捏造は考えてもみなかった。たしかに、見せられた記事は週刊誌そのものではなくコピーで、捏造くらいたやすくできそうだ。

「安心しろ。それは真実ではない。カジノで負けたこともないし、女性と遊ぶならマンツーマンだ」

　……つまり、カジノで勝ったことならあるのだろうか。気にはなったが深く問いつめるのはやめておく。

「それから、もうひとつ記事を見せてもらったんですが……」

　有名女優との熱愛スキャンダル。総司の写真付き。彼の反応をうかがいながら記事の内容を口にすると、わずかに険しい顔をして目を伏せた。

「それは真実だ」

「……ごめんなさい」

「なぜ清良が謝る？」

「立ち入ったことを聞いてしまったから」

「……妻なのに、立ち入ったもなにもあるのか？」

「過去の恋愛を持ち出すのは反則かなって。別にやましい内容でもありませんし」

　純粋に女性と交際していただけ。なにも悪いことはしていない。週刊誌はおもしろおかしく騒ぎ立てていたが、法を犯したわけでもない。

　自分と出会うまでに総司がなにをしていようと、文句をつけられるところではないのだ。お付き合いをしていた女性がひとりやふたりいようとも、それは当然であって責めることなどできない。

　しかし清良は理屈抜きに複雑な顔をしていて、総司はそんな妻を抱き寄せる。

「すまない」

「……総司さんこそ、どうして謝るんですか？」

「清良が悲しい顔をしているから」

　ご機嫌取りだと気づき、それは甘やかしすぎだろうと困惑する。過去を掘り返して勝手に落ち込むような真似は、本来なら怒ってもいいくらいだろうに。

　けれど、総司はまったく気を害した様子もなく、睦言をささやき続ける。

「それが嫉妬なら……少しうれしい」

「え？」

　ぱちぱちと目を瞬くと、総司は清良の髪を持ち上げ遊ぶように口づけした。

「嫉妬なんてかわいいものだ。いくらでも謝ってやる。それで機嫌を直してもらえるなら」

「それって……上辺だけの謝罪ってことです？」

「過去は変えられないからな。だが、今後悲しませない自信はある」

　つまり、この先は清良一筋ということだろうか。

　どこまで本気がわからないピロートークのようなものだけれど、言葉にしてもらえるのは素直にうれしくて身を寄せてしまう。

「それで十分です」

「君は聞き分けがよすぎる。もっとワガママを言ってもいいんだぞ？　嫉妬に狂ってぶうたれたってかわいがってやる」

「でも、これ以上望むことなんてありませんから」

　愛していると言ってくれただけで十分だ。こうして彼の腕の中にいられるだけで、これ以上の幸せはない。

「俺の妻は慎ましすぎるな。もう少し強欲でいいのに」

　総司はそんなことを漏らしながら、手本を見せるかのようにその唇を貪った。










第六章　幸せと代わりに得るもの、失うもの




　清良にとっては信じられないような一日だった。

　昼間っから愛し合った後、甘いピロートークに酔わされひと眠り。夕食を食べてシャワーを浴びて、再び愛し合い夜更けまで甘く語らう。

　こんなにも背徳的な一日を過ごしたのは初めてだ。

　そして、こんなにも充足感を得たのもまた初めてだった。




　翌朝。今度こそ早起きした総司は、淹れたてのコーヒーを飲みながらソファで優雅に迎えの車の到着を待った。

「日曜日なのに、そばにいられなくて悪い」

　仕事優先の契約結婚、そばにいたいなどとは言わない約束だったのに、総司のほうがすっかり新婚生活にのぼせてしまっている。

「お仕事がんばってきてください。寂しいなんて言っちゃダメですよ」

　いつか総司に言われたことをそのまま、冗談交じりにお返ししてみる。総司は「それは無理だ」と苦笑しながら、清良を膝の上にのせた。

「契約をした相手が清良でよかった。ほかの女性だったら、愛せなかっただろう」

　それはきっと清良も同じだ。これまで恋愛を遠ざけて生きてきた清良が、総司に出会い見初められたのは、最高の幸運――奇跡と言えるだろう。

「私も……総司さんでよかった」

　キスを楽しんでいると、総司の携帯端末が震えた。真鍋が迎えにきたようだ。

　清良をソファにそっと下ろし、端末を耳にあてる。

「俺だ。わざわざすまない。ああ、今日は起きていた。……昨日は昼から眠れたからな。……ああ、最高だった」

　不穏なトークが聞こえてきて、清良は頬を真っ赤に染める。まるで昼間っからいかがわしいことをしていましたと、カミングアウトしたようなものだ。

　総司の服の裾をちょんちょんと引っ張り、口には出さずかぶりを振って「やめて、恥ずかしいから」と訴える。そんな清良を見て、総司はフッと笑みをこぼした。

　通話を終えた総司は「惚気るくらいいいだろう。新婚なんだから」と悪びれもせず言い放ってソファから立ち上がる。

「清良。行ってくる。来週また戻ってくるから、それまでいい子にしていてくれ」

「わかりました。いってらっしゃいませ」

　門の前まで総司を見送り、去りゆく車に向かって手を振った。

　車が見えなくなると、途端に清良の世界は静まり返り、冬の海のように厳しくて暗くて寂しげな情景に早変わりする。今は夏で、空には照りつけるような太陽が昇っているというのに、どこか寒々しい。

（さっきまで、あんなに満たされていたのに）

　どうやら愛情も、寝だめや食いだめと同じく、ためておくことはできないようだ。

　それでも今の清良には希望がある。彼が帰ってくる次の日曜日を堂々と心待ちにすることができる。

　リビングに戻ると、部屋の隅に置かれている掃除機が目に入った。昨日使っている途中だったのだが、北村が訪れたことで掃除どころではなくなり、慌ててここに立てかけたのだ。

　続きをしようとスイッチを入れる。リビングを丹念に掃除しながらも、心はずっと来週のことを考えている。

（……夕食、どうしようかな。なにが食べたいか総司さんに聞いておけばよかった。日にちが近くなったら、お花を買いにいくのもいいかも）

　総司に喜んでもらうためにやりたいことがたくさんある。寂しさの中に愛されている実感があって、今の清良はたしかに幸せだった。




　総司が贈ってくれたラベンダー色のブラウスに、オフホワイトのスカートを合わせて上品に。バッグやパンプスも総司セレクト。髪はお気に入りのビジューのヘアアクセを使ってハーフアップスタイル。

　翌日、出社した清良は、すっかり夫好みに染められていた。

　愛されることで内面にも変化が起きたのだろう、表情も晴れやかで笑顔が輝いている。仲根はいっそうまぶしそうに清良を眺めた。

「天羽さん、どんどんあか抜けていくね……もはや怖いくらいだよ……」

　ブランド名はわからずとも、身につけているものすべてが一級品であることはあきらか。トロい田舎娘が、都会的なレディに生まれ変わっていく姿はミラクルとしか言いようがなかった。

「なんか肌艶もよくなったような……エステとか行ってる？」

「え……？　行ってませんけど……？」

「じゃあ、愛のパワーか。若いっていいわね……」

　ため息をつく仲根を、清良はキョトンと見つめる。仲根はコホンとひとつ咳ばらいをすると、気分を入れ替えるように伸びをした。

「さ。今日もテキパキ終わらせて定時に帰ろう。まずはなんだっけ？」

「定例の勤怠管理のチェックに加えて、労務関連の資料のまとめです。考えるフリくらいしてくださいよー……」

「こんなに優秀なマネージャーがいるのに、考える必要ある？」

　相変わらず仲根は開きなおって怠けようとするが、今さら抗議したところで無駄である。それに、頼ってもらえるのはそこまで悪い気分ではない。

「じゃあ、私は勤怠管理を。労務のほうはお願いしますね。イマイチまだ把握しきれてなくて」

「じゃあ試しにやってみる？　いい勉強になるよ？」

「全部私に押しつけようとしないでください」

　ふたり仲良く並んでＰＣに向き合う。清良の取りまとめがいいせいか、ふたりの息が合っているのか、今日も定時までにはちゃんと仕事が片づいた。




　数日経ったある日。清良は部長に呼び出され会議室へ向かった。

　部署の体制上、仲根とセットで呼び出されることが多いのだが、この日は業務的な内容ではないからひとりで来てほしいと指示された。

　個別に呼び出されたのは査定の面接以来だが、今はそんな時期でもない。なにか気づかぬうちにミスでもしてしまったのかとヒヤヒヤする。

　指定されたのは定員二十名ほどの会議室。わざわざこんな大仰な部屋を取るくらいだから、よほど大事な話があるのでは……？

　早めに到着して待っていると、やがて部長が部屋に入ってきた。

「お疲れさま。急に呼び出してすまない」

　あと数年で還暦を迎える部長。性格は温厚で真面目。感情的になっている姿を見たことがなく、無口で淡々としているせいか冷たい人にも見える。

　だが、単純に感情の起伏が少ないだけのようで、飲み会の席になればはにかんでくれたりする。

　少なくとも清良にとっては、非難するようなところもない、いい上司である。

「お疲れさまです」

　軽く挨拶を交わした後、円形の巨大な会議卓の端っこに隣り合って座る。部長も清良も、場をつなぐような世間話が得意ではないので、すぐさま本題に入った。

「実は専務のもとにこんなものが送られてきた」

　部長は懐から四つ折りにされた紙を取り出す。

　広げてみると、それは写真のコピーだった。映っていたのは、清良と北村。場所は会社近くのカフェの入り口。待ち伏せされたあの日の写真だろう。

「これは……」

　こんなもの、いったい誰が撮ったのだろうか。しかも、まずいことに、一見すると抱き合っているようにも見える。正しくは嫌がってもみ合いになっているのだが、部長はそうは思っていないようだった。

「覚えはあるかね？」

「……はい」

「あるのかね……」

　部長は珍しく驚いたように目を見開いた。おそらく誤解させてしまっただろう、慌てて清良は弁解する。

「で、ですが、部長が思ってらっしゃるような写真ではありません！　これは友人と喧嘩をして……その……手を引っぱられて転びそうになって……」

　我ながらつたない言い訳だと嘆息した。語尾に向かってしぼんでいく声が、いっそう説得力を失わせる。

　けれど、部長はわかってくれたようで、小さく息をついた。

「真面目な君のことだから、なにか事情があったのだろう。だが、専務は風紀を乱されたとカンカンだ」

　唇を引き結んでうつむく。そもそも清良の浅慮が招いたことだ。会社から近いところで、男性とふたりきりになどなるんじゃなかった。

「加えてまずいことに、この写真の送り主が取引先の重役のご友人――つまり、とても軽視できるような相手ではないんだ。君と一緒に写っている男性と接点があるらしくてね。天羽くんが既婚者だと聞いて憤慨し、社会的責任を取らせるよう、圧力をかけられている」

『社会的責任』というものものしい言葉に驚いて顔を上げる。

　この写真を撮った人物は、北村の知り合いなのだろうか。清良側に制裁を求めているということは、清良が北村をたぶらかしたと思っているのかもしれない。

「いずれにせよ、不倫は社会的に許されることではない。どんな事情があるにせよ、証拠があがってしまったからには、言い訳も難しいだろう。専務としても、取引先との関係を大事にしたいはずだ」

　返事をすることもできず、黙ってうつむく。部長もこんなことを言いたくはないのだろう、つらそうな表情で言葉を選んでいる。

「近日中に、天羽くんは懲戒解雇となるだろう」

「……っ」

　懲戒解雇。つまりクビだ。不倫の責任とすれば仕方のないことだろうけれど、潔白な清良にとっては、ひどく重い罰に思えた。

「……とはいえ、君は真面目によく働いてくれている。仲根くんも、君に常々感謝していると言っていた。私としてはこんな形で解雇するのは、正直心苦しい」

「……はい」

　解雇という決定が部長の同意するところではないと聞いて、ほんの少しだけ気持ちが楽になる。部長は静かに言葉を続けた。

「これは私からの提案なんだが、解雇が言い渡される前に自ら退職するのはどうだろうか。今日の日付で退職届を提出してもらえれば自己都合による退職として処理できる。解雇と言われるよりは精神的にも楽だろう」

「……それは……」

　つまり、クビになるか自分から辞めるか、それしか選択肢がないということだろうか。正直言って会社を辞めたくはない。入社して三年、やっと仕事にも慣れてきて、先輩である仲根とも良好な関係を築けている。

　だが、部長の提案は清良の立場を最大限に考えてくれたものなのだろう。清良の人生において、一番ダメージの少ない方向に導いてくれようとしている。

「……今日一日、考えさせてください」

　とはいえ、どんなに考えても事態が好転することはない。退職届を準備するしかないだろう。実質上のクビ宣告だ。

　清良は絶望的な気持ちのまま会議室を出た。頭が整理できず、オフィスへと戻る足取りはおぼつかない。

　突然辞めると言ったら、事情を知らない仲根はどう思うだろう。

　総司にはなんと報告する？　無職になってしまったなんて言ったら、驚かれるだろうか。あきれられなければいいのだけれど……。

　悩みや不安が渦巻いて、暗い沼に足を取られてずぶずぶと沈んでいくようだ。

（それに……あの写真はいったい誰が……）

　北村の知り合いで、会社の重役。あるいは、そういった人物にコネクションのある、社会的影響力の強い人物。

　思いあたる人物はひとりしかいないけれど、確証もないのに疑うことなどできない。

　だいたい、犯人捜しをしたところで、この状況がどうにかなるとも思えない。

（あきらめて会社を辞めるしかないの……？）

　総司に相談する、そんな選択肢も脳裏をちらつきはしたが、自分の浅はかな失態で彼に迷惑をかけたくはない。

　燻ぶった思いを抱えたまま、清良は自分のデスクに戻った。




　翌日。結局なんの解決策も思いつかぬまま、清良は前日の日付で記した退職届を部長に提出した。

　退職の連絡はすぐさま周知された。会社を去るまで残り二週間。速やかに業務の引き継ぎをしなければならない。

　一番驚いていたのはやはり仲根だ。いや、驚いたというより、ショックを受けているようだった。

「ね。もしかして、会社を辞めるのって私のせい？」

　昼休み、一緒にお弁当を食べていた仲根がおずおずと切り出してきたのを聞いて、清良は目を丸くした。

「どうしてです？」

「だって、直前まで辞めるなんて全然教えてくれなかったし……不満があるとしたら、いつも一緒に仕事をしていた私に対してでしょ？　もしかして、仕事を丸投げされるのが嫌だった、とか？」

　清良を退職に追い込んだのは自分ではないのかと、勘ぐられてしまったようだ。驚いた清良は、大きく首を横に振って否定する。

「そんなんじゃありません。……『家庭の事情』です」

　引け目を感じながらもごもごと言い訳する。

　清良は考えた末、退職の理由を『家庭の事情』でごまかすことに決めた。あの写真の存在は、部長や専務など上層部にしか伝わっていない。

「ギリギリまでお伝えできなくてごめんなさい……」

　清良自身、まだ気持ちを整理できていない。突然の退職で迷惑をかける人々に、ひたすら謝ることしかできない。

　それに、あの写真を専務に送りつけたという人物もわからないままだ。

（転職先でもあの写真を送りつけられたりしたら……）

　清良に対する嫌がらせであれば、延々と続く可能性がある。

　とても食欲が湧かなくて、この日はお弁当を半分残してしまった。




　気鬱な平日が終わり、日曜日がやってきた。今日の夕方、一週間ぶりに総司が帰ってくる。

（総司さんに会えてうれしい……はずなんだけど……）

　こんなにも気分が沈んだままなのは、言わずもがな。総司に退職することを伝えなければならないからだ。今度は仲根に言い訳したときのように、『家庭の事情』のような都合のいい口上は通用しない。

　とはいえ、不倫疑惑の目で見られていますとはとても言えないし、心配をかけたくない。

（変に疑われないように、サラッと伝えられればいいんだけれど……）

　ぐるぐる考えを巡らせながら、総司の帰りを待つ。

　夕方、帰宅した総司が抱えていたのは大きな花束。色とりどりの花が咲き誇りすごく豪華だ。

「ただいま、清良」

「お帰りなさ――きゃあっ」

　総司は花束を受け取った清良ごと抱き上げて、リビングのソファへと連れていく。

　再会した早々艶やかな目をして、清良の体をソファに転がしさっそく深い口づけをもたらした。

「総――待っ、……ぅんっ……」

「会いたかった。こんなにも長く感じられた一週間は初めてだ」

「っ、待って……お花、つぶれちゃう……」

　のしかかってくる総司の圧力から花束を守るだけで精いっぱい。やっと唇を離してくれた彼は、「ほんの少しだけ待っていてもらおう」と花束を預かりローテーブルの上に置いて、再び清良の体を組み敷いた。

　恍こう惚こつの眼差しで清良の理性を剥ぎ取ると、再び口づけを再開する。

「……もう……総司さんったら、落ち着いて……」

「君はずいぶんと余裕じゃないか。俺の不在が寂しくなかったのか？」

「そんなこと、ない……すごく、寂しくて――」

　そこまで言いかけたところで、清良はハッとする。

『寂しい』はご法度だったはずだが……もう言っても大丈夫？

　恐る恐る総司を見つめて反応を探るが、嫌な顔をする様子もなく、口もとに甘い笑みを浮かべたままだ。

「不思議だな。清良が『寂しい』と言ってくれると気分が高揚する」

　今の総司にとって、『寂しい』はプレッシャーなどではなく愛情表現に聞こえているようだ。ホッとして清良は彼の体を抱きとめる。

「総司さんのお仕事を責めるとかじゃないんですけど……すごく寂しくて、恋しかったです。早くこうしたかった……」

「こうしたい、か。つまり、抱いてほしいと？」

　回りくどい表現を取っ払い指先を絡める。総司の熱い想いが触れた部分から伝わってきて、清良の白い肌をじわじわと朱に染めていく。

　このままふたり、ひとつになってしまいたい――そんな思いが湧き上がってきて清良は困り果てる。

「清良の体はもうその気になってしまったのか？」

　総司はわざとらしい笑みを浮かべ、もったいぶった様子で清良を問いただす。

「困ったな……花を生けないと枯れてしまうだろう。夕食も、作っておいてくれたんじゃないのか……？」

　緩慢にひと言ひと言責め立てては、理性と欲望の狭間で葛藤する清良を見て楽しんでいるようだ。

「わ、わかってます……もう。意地悪しないでください……」

　むぅっと頬を膨らませて総司の体を押し返す。そんな清良すら愛らしいようで、涙が滲んだ目のすぐ横に、チュッとひとつ口づけを落とした。

「その花、飾ってやってくれ。俺は着替えてくる」

「はい。今日のお土産はお花なんですね。珍しい」

「今日は東京にいたからな。たまには花束もいいだろうと思って」

　今日に備えて花を買っておこうと考えていた清良だが、退職の件で気が回らなくなりすっかり失念していた。ちょうど総司が買ってきてくれてよかった。

「うれしいです。こんなに大きな花束をもらったのは初めて……」

「喜んでくれてよかった。定番のセリフを言ってやろうか」

　おもむろに清良の顎を押し上げ、顔を近づける。精せい悍かんな目で見据えられ、鼓動がドクドクと高鳴った。

　やがて、整った形をした唇から愛の言葉が放たれる。

「花よりも清良のほうが、何倍も美しい」

　清良の顔がボッと火がついたように赤くなる。総司の誠実な表情が、じわじわと意地悪に変わっていった。

「はは。こんなベタなセリフを本気で喜んでくれるのは、清良くらいなものだろう」

「からかわないでくださいっ！」

　ぽかっと腕を叩いて抗議すると、総司は笑い声をあげながら、着替えのためにリビングを出ていった。

　彼がいなくなっても、頬の熱は収まらない。現金なことに、つい先ほどまで自分を苦しめていた悩みは、脳の端っこに押しやられてしまっている。

　清良は花を三つの花瓶に分けて、玄関、リビング、寝室に飾った。

　リビングに戻って夕食の仕上げをしていると、着替え終わった総司がノートＰＣを脇に抱えてやってきた。

　総司の格好は、普段よりもゆったりとしたシルエットのシャツに、ブラックのスラックス。彼の部屋着はスーツのときとほぼ変わらずクールだ。

　まだ仕事があるようで、ソファに座り膝の上でノートＰＣを開く。その間、清良はダイニングテーブルの上に夕食を並べた。

　今日のメニューは和食だ。総司は普段、高級料亭で懐石ばかり食べているに違いない――そう考えた清良は、飽きられてしまわないようにと、小鉢のメニューをたくさん作った。

　すべての準備が整った後、仕事に集中している総司にためらいつつも声をかける。

「お食事、食べられそうですか？」

「ああ。問題ない」

　総司はすぐさま仕事を切り上げ、ノートＰＣを閉じた。ダイニングテーブルにやってきて、ずらりと並んだ料理の数々を目の当たりにして唖然とする。

「……清良は、俺がご馳走じゃないと食べられないとでも思っているのか？」

「普段、豪勢なお料理を召し上がってるんだろうなぁ……とは思ってますよ」

「いい。もっと普通で。白米と魚と味噌汁の三つがあれば事足りる」

　どうやら品数にこだわりはないらしい。彼の中にあった庶民的な感覚が新鮮だ。

「……お野菜も食べてくださいね？」

「ん？　ああ、じゃあ四品だ。キャベツの千切りでも添えてくれ」

　思わずクスクスと笑ってしまう。キャベツの千切りなんて、彼はこれまでの人生で食べたことがあるのだろうか。千切りを知っていたことすら意外だ。

　次はお言葉に甘えて、もう少し楽をさせてもらおうと、清良は肩の力を抜く。

「自炊するならもっと手を抜け。清良だって仕事で疲れているんだから、休日はよく休んでくれ」

　他意のない純粋な気遣いのはずが『仕事』という言葉に反応して、清良はびくりと身をこわばらせた。

　なにしろ、その仕事もあと一週間。もうすぐ清良は無職になってしまう。

　もちろん、次の勤務先を急いで探してはいるけれど、簡単に見つかるとも限らない。

「あの……ですね、総司さん。そのことなんですが……」

　ダイニングチェアに腰を下ろす総司。その正面でチェアの背もたれを不安げにぎゅっと握りしめて、けれど表面上はあくまで平静を装って、軽い調子で声をかけた。

「実は、会社を辞めようと思っていて……」

　総司は驚きこそしなかったが、思うところがあったらしく、わずかに目を大きく見開く。

「……なにかあったのか？」

「いえ、なにってわけでもないんですが。その……今は経済的にゆとりもありますし、将来を考えて転職してもいいかなって……あ、もちろん、貯金はありますから、総司さんに迷惑をかけるつもりは――」

　必死になって言い募るが、総司は「金のことはどうでもいい」と一蹴した。妻ひとりくらい養えるということだろう。少し失礼な言い方をしてしまったかもしれない。

「それより、次の会社は決まっているのか？」

「……いえ……まだ……」

『考えなしに辞めたいだなんて』と怒られるかと思いきや、総司はなんの文句も言わなかった。ただじっと、清良の瞳を覗き込み、その心の奥深くを探る。

　説明を待つよりも自分で探ったほうが早いとばかりに、じっとりと見つめられて。時間にすれば二秒程度。清良の背中に汗が滲んだ。

「――好きにしてくれてかまわない。次を探してもいいし、家事に専念してもらってもいい。なにしろこの家は広いからな。掃除だけでもひと苦労だろう。扶養に入る必要があれば言ってくれ。真鍋に手続きさせる」

　思いのほか、あっさりと納得してくれたことに清良は拍子抜けする。

「……ありがとうございます」

　まだ緊張が収まらず、速まった鼓動が落ち着いてくれない。気を取りなおして食卓につき、先に食べ始めた彼に続いた。

　小鉢の煮物に箸をつけた彼が、少し驚いた顔をする。

「うまい。清良は料理が上手なんだな」

「よかった、そう言ってもらえて」

　清良は心底ほっとした。シェフの味に慣れている総司に、家庭料理は口に合わないのではないかと思っていたから。

「こんなにたくさん作るのは大変だったろうに」

「手間はともかく、量を作りすぎました。総司さんさえよければ、明日、お弁当に詰めましょうか？」

「そうしてくれ」

　テーブルの上にたくさん並んでいた料理を、総司は綺麗に食べ尽くしてくれた。冷蔵庫には、作りすぎたおかずがまだたくさん残っている。

　明日の朝、ふたり分のお弁当を作ってもまだあまるだろう。夜ご飯まで持ちそうだなぁと、清良は苦笑した。

　食事が終わるとソファに座り、総司はノートＰＣを開いて仕事の続きを、清良はその向かい側で読書をした。

　今日も紅茶を淹れて、夜食には総司がお土産に買ってくれたドライフルーツとチョコレートを置いた。

「総司さんって、ドライフルーツ好きなんですね」

「俺も知らなかった。ひとりでは食べようと思わないからな」

　目線はノートＰＣに向けたまま、キーボードをカタカタ打ちながら、総司は器用に受け答えをする。

　邪魔をしないほうがいいだろうか、清良が黙ろうと手もとの本に視線を落とすと。

「清良」

　ちょいちょいと手招きされ、なんだろうと首をかしげながらも総司の隣に移動した。

「どうしたんですか、総司さん」

　ソファに腰を埋めると、次の瞬間、肩を抱かれ引き寄せられた。

　彼の肩に頭がのり、そこにもたれていろとでもいうように腰に手を回される。

　彼のノートＰＣの画面が目に入るが、英語ばかりで内容はさっぱりわからなかった。どうやらメールを送ろうとしているようだが。

「……私、お仕事の邪魔になっていませんか？」

「かまわない。そうしていろ」

　総司は腰の手をほどき、再びキーボードを叩き始める。流暢に英語を書き連ね送信ボタンを押し、また次のメールを開く。

　大変そうだな、そんなことを思いながらもなんの手伝いもできない清良は、手もとの本に目を落とす。

　ふとなにかを思いついたのか、総司は手を止め、ちらりと清良のほうを見やった。

「清良がいなかったら、俺は自分がドライフルーツ好きだということにも気づけないまま死んでいたな」

「大袈裟ですよ」

　思わずクスクス笑う。清良がいなくたってドライフルーツくらい食べていただろう。

　だが総司は冗談というわけでもないらしく、真剣な表情で清良を見つめている。

「少なくとも、仕事とドライフルーツという絶妙な組み合わせを知ることはなかった」

「そんなに絶妙でした？」

「ああ。わざわざ食事をしなくても糖分が補える。チョコレートくらい食べることはあったが、どうも口がしつこくてな」

「……お願いですから、食事はちゃんとしてくださいね？」

　この先、総司は手軽なドライフルーツのみで食事を済ませるようになってしまうのではないかと不安になる。総司は口もとに笑みをたたえ、ぽつりとつぶやいた。

「夫婦とは、特別なものだな」

　清良はキョトンと目を丸くする。だが、それがすぐに感謝の言葉だということに気がついて、小さくこくりとうなずいた。

「……はい」

　夫婦になれたからこそ見つけられたものがある、きっとそう言ってくれているのだろう。清良も総司と一緒にいて初めて知ることがたくさんある。

　食事をおいしいと言ってもらえる喜びも、ふたりで過ごすのんびりとした時間の尊さも。体を重ねて語り合う、情熱的な愛のやり取りも……。

　なにもかもが幸せで、このままうっとりと目を閉じたくなってしまう。

「さて、と」

　総司は仕事の区切りがついたのだろうか、ノートＰＣを閉じてローテーブルに置き、清良に向きなおった。

「今日は清良と一緒にやりたいことがある」

「え？　なんですか？」

　清良も本をパタンと閉じて、総司に目を向ける。

　彼の精悍な表情が、ニヤリと意地の悪いものに変わった。……嫌な予感がする。

　総司は清良の耳もとに唇を寄せ、甘いささやきをもたらす。

　思いもよらぬ提案をされ、清良の頬がわかりやすく真っ赤に染まった。

「そっ……そん、な、ダメです……」

「ダメなのか？　夫婦なら当然だろう？」

「いや……でも、それは、恥ずかし――」

「なにが恥ずかしい？　もう清良の体はすべて俺のものだというのに？」

　問答無用で言い放つと、総司は清良の体を横抱きにして立ち上がった。清良はあまりの驚きに足をバタつかせて抵抗する。

「あのっ……ダメ、下ろして……！」

「観念しろ。そうすると俺が決めたんだ」

「なっ、そんな、勝手に！」

　総司は清良を抱きかかえたまま、有無を言わさずリビングを出ると、廊下の真ん中にあるバスルームへと直行した。




＊　＊　＊




　翌朝、総司は弁当と水筒を持参で迎えの車に乗り込んだ。

　今日は水筒を持っていることを目で確認した真鍋は、車を発進させる。

「おはようございます。早速ですが、本日はこれからロンドンに――」

「その件だが。真鍋、お前、後継を育てろと言っていたよな」

　不意に掘り返された事案に、真鍋は眼鏡の奥の瞳を輝かせる。

「その必要性は、かねてより感じておりますよ」

「欧州の事業の一部を取りまとめる経営管理チームをつくろうという案があっただろう。あれはまだ有効か？」

「もちろん、可能ですが……いったいどんな心変わりです？　あれほど嫌がってらっしゃったのに」

「まともな人材が育ったあかつきには、週休一日確保しろ」

「……なるほど」

　ついにこの度を越えたワーカーホリックにも、家庭を大切にしようという慈愛の心が芽生えたのかと、真鍋は心底安堵した。

　ちなみに、総司の仕事の負荷が減るということは、真鍋の負荷が減ることにもつながってくる。

　先週は会議を途中で抜けられてしまったおかげで、その後の仕事もすべて後ろ倒しになり、連日夜更けまで働く羽目になった。総司は甘んじて受け入れていたようだが、それに付き合わされた真鍋はたまったものではない。

　次はそうならないように、日頃からゆとりのあるスケジュールを組むべきだ、そう固く誓った。

　だが、現状は余裕をつくろうにも、どうやったって時間が足りない。物理的に。結局のところ、解決方法は総司の負荷を分散するしかない。

　こればっかりは総司の采配次第。これまで幾度となく説得してきたが、彼はかたくなに他人に仕事を任せようとはしなかった。

　それが今はどうだ。誰がなんと言おうと自分を曲げることのない絶対君主的経営者を言いくるめることに成功したのが、まさかあのかわいらしい若奥様だとは。

　これぞ北風と太陽。総司の凍てついた心を溶かすことができたのは、あのどこか気弱で可憐な奥様の愛だったということか。まさに美談。

「至急、ロンドンに管理責任者を呼び寄せますので、直接ご指示いただくのが一番かと――」

「それと、調べてもらいたいことがある」

「……はい？」

　どうやら彼にとって後継の育成以上に重要な話題があるらしい。早々と切り上げて、次の話題にシフトする。

　話によると『妻が退職を考えているようだが、どうも動機が腑に落ちない』という。

「おかしいことでもないのでは？　奥様の言うように夫の収入で経済的にはバカみたいに潤っていますし、少しくらいのんびりした生活を送ったって――」

「のんびりしたいと？　あの生真面目な清良に限って、ありえん。なにかよからぬ企みに巻き込まれたに決まっている」

「はぁ」

　総司には、夫にしか理解できない直感的なものがあるらしい。仕方なく真鍋は、脳内のタスク一覧に清良の会社の調査を追加する。最重要項目のタグ付きで。

　総司は窓の外の景色を気だるげに見つめながら、ポツリとひと言漏らす。

「あのお嬢様は、おいたがすぎるようだ……」

　どうやら総司の中では、すでに首謀者の目星がついているようだ。その情報を開示してくれないとは、なんと底意地の悪いご主人様なのだろうと真鍋は嘆息する。

　しかし、心配は無用だ。こんなこともあろうかと、すでに清良の勤務先『アサキ・ルーム』の重役にコネクションをつくっておいた。

　真鍋は空港に着くと、すぐに調査の手配を済ませたのだった。

　総司から調査を依頼された三日後。

　ロンドンのホテルの一室で、この日の予定をすべてこなしたにもかかわらず、やっぱり仕事と向き合い続ける総司に、真鍋は報告書を読み上げた。

「どうやら総司さんの予想通りだったようです。院瀬見家が圧力をかけ、奥様を退職処分に追いやった――」

　ソファでノートＰＣを膝にのせ悠然と腰を下ろしている総司に、調査資料を差し出す。そこには、以前鞠花から持ち込まれた、清良が北村に襲われている写真が載っていた。

「こちらを不倫の証拠として、社会的制裁を求めるよう圧力をかけたそうです」

　総司は激しく眉根を寄せた。不機嫌極まりないときにする顔だ。

「この件に院瀬見議員はかんでいるか」

「直接議員とやり取りしたわけではないそうです。一方的にメールが送られてきたと」

「……十中八九、お嬢様だろう。悪戯にしては度が過ぎるが」

　嫌悪感まる出しで吐き捨てて、調査資料をテーブルの上に放る。

　鞠花の父親は、清良に対してなんの感情も持っていない。嫌がらせをする理由もない。鞠花が勝手に父の名前を出し、圧力をかけたに違いない。

　大人をからかうにもほどがある。このくだらない悪戯のせいで、清良含め真面目に働く一般人が何人翻弄されたことか。

「以前ご依頼いただいた週刊誌の件も調査が済んでおります。カジノで浪費、美女と豪遊などという記事は、やはり存在しません。でっち上げでしょう」

　総司は、深く深くため息をつく。腹を据えかねていることが見て取れる。

　見た目にわかりやすいご主人様で、ある意味よかったなぁと、真鍋も息をつく。

「どう対処されますか？」

「……根本を断たねば、いたちごっこになるだろう」

　総司は短く息をつき、鋭い眼差しを虚空に向ける。

「あのお嬢様には、しっかりとした躾しつけが必要だな……」

　言い知れぬ圧力に、真鍋は身震いした。こうなってしまったが最後、総司の決断は止められない。……まぁ、こうなるとわかっていて、どう対処するかと尋ねたのだが。

「直接、院瀬見議員とお話をされますか？」

「その前に写真のあの男だ」

　総司は目線だけをテーブルの上にある調査資料へ向け、真鍋に指示をする。その意外な返答に真鍋は眉をひそめた。

「……彼と？　まともな交渉になるとも思えませんが」

「とにかく呼び出せ。『気が変わった。警察に被害届を出す』と言えば、飛んでくるだろう」

　真鍋は「わかりました」と簡潔に答え、早速資料にある番号に電話をかけ始めた。

　下っ端と交渉したところで利益があるとも思えないが、総司のことだ、考えがあるのだろう。

「――北村様の携帯電話でよろしいでしょうか。私、城ケ崎総司の秘書を務めております真鍋と申します――」

　与えられた仕事はさっさと済ませるに限る。

　総司から指示された言葉をそのまま受話口で繰り返しながら、男のうろたえるリアクションを確認した後、日時を指定して通話を終わらせた。










第七章　偽りの結婚とその行方




　退職予定日がやってきた。しかしその日、清良は突然部長に呼び出され、専務の意向で退職の手続きが差し止められたことを知らされた。

　不倫の疑惑が晴れたということらしいが、いったいなにが起きたのか、急にどうして決定が覆されたのか、清良にはさっぱりわからない。

　退職が白紙に戻ったおかげで引き続き働けることになり、仲根には『家庭の事情』が解決しましたと報告した。

「なんだかよくわからないけれど、よかったー。また一緒に働けるんだね」

　彼女も安堵してくれた様子。清良は当惑しつつも「お騒がせして申し訳ありませんでした」と苦笑してごまかす。

（……もしかして、総司さんが手を回してくれた、とか？）

　話したときの反応を見る限り、退職に興味を示したようにも思えなかった。

　事情も知らないままなにかをしてくれたとは考えにくいけれど、底知れない彼のことだ、裏で情報を掴んで手を回していたとしても驚かない。

　そんなことをぼんやりと考えながら、自分で退職手続きの取り消し処理を行う。

　仲根は隣の席で「危なかったー、来週、仕事いっぱいあるんだよね。ひとりでどうしようかと思った」と清良に引き渡す分の仕事をまとめていた。

　仲根の仕事の分量が、心なしか清良より少ない気がするのは――迷惑料ということにしておこうと思う。




　引き続き勤務を続け、二週間が経った。

　週末の日曜日には総司が帰ってくることになり、清良は腕を振るって夕食を作った。

　前回は和食だったので、次は洋食にしようとメニューを組み立てる。

　チキンを総司の好きなバジル風味でソテーし、お野菜をトマトで煮込み、パスタを茹で――と作っているうちに結局品数が多くなり、総司は再び驚いたようなあきれたような顔をして清良をなだめた。

「ご馳走でなくていいと言っているのに」

「あれもこれもと考えているうちに、ついつい作りすぎてしまって……あ、でも、毎日こんなに食べているわけではありませんよ？　ひとりのときは節制して――」

　続けようとしたところで、総司のげんこつが飛んできた。といっても、もちろん叩かれるわけではなく、額に手の甲を軽くあて、甘い叱り方をされた。

「節制なんてしなくていい。ひとりのときこそしっかり食べてくれ」

「は、はい……」

　しゅんとうなだれた清良に総司は苦笑し、頭をくしゃくしゃとなで回す。

「明日の弁当も期待している」

　結局はどこまでも甘い総司に、清良はパッと表情を明るくした。

　今日は総司のリクエストで、ダイニングテーブルではなくソファのあるローテーブルに食事を運んだ。シャンパンを飲みながらのんびりディナーを楽しみたいそうだ。

「せっかく清良の作ったご馳走が並んでいるんだから、ただの食事で終わらせてはもったいないだろう」

　ワイングラスを軽く掲げ、ふたりは乾杯する。総司が買ってきてくれたシャンパンは、果実の味がふんわりと軽やかで飲みやすい。清良の舌に合わせて選んでくれたのかもしれない。

「……ところで総司さん、仕事のことなんですけど……」

　なるべく軽い口調で清良は切り出す。

「……今の会社で、もう少し続けてみようかと思ってるんです。先輩にも、いてもらえるとありがたいって言ってもらえたし……」

　総司の顔色をうかがいながら説明すると、やはり今度もたいして驚いた様子はなく「そうか」と短い返事をくれた。

「……あの、もしかして、総司さん……」

「なんだ？」

　なにか取り計らってくれました？と尋ねようとしてやめる。

　清良がどんな状況にあったのか、本当に知らないかもしれないし、知っていたとして、その話題を掘り下げないということは、わざわざ口に出さなくてもいいと考えているのだろう。

「……ご心配をおかけしてすみませんでした。それから、ありがとうございます」

　ペコリと頭を下げて感謝する清良に、総司は「俺はなにもしていないが？」ととぼけた顔で微笑んだ。

　食事を終えた後、いつもの通り紅茶とドライフルーツを出そうとしたら「今日はいらない」と断られ、代わりにブラックのコーヒーとチョコレートを頼まれた。

　どうやら今日は仕事をするつもりがないようで、ノートＰＣの代わりに清良を膝の上にのせる。

「お仕事しなくても大丈夫なんですか？」

「ああ。少しだけ仕事の負荷を減らすことにした」

「よかった。のんびりできるんですね」

　仕事ばかりの総司を見て、ちょっぴり心配していた。いくら仕事が好きだからといっても、気分転換は必要だろう。ただ、気がかりなこともある。

「ねぇ、総司さん。私、お仕事の邪魔になっていませんか？」

　仕事の負荷を減らしたと言うが、清良との時間を捻出するために無理をしていないだろうか。

　本当は仕事をしたいのに自分のためを思ってここにいるのだとしたら、心苦しい。

　彼に我慢をさせるくらいなら、まだひとりで寂しい時間を過ごしたほうがいい。

　しかし、総司は清良を優しく包み込み、そうじゃないと甘くささやいた。

「これまで、恋人と過ごす時間は、娯楽の一部だと捉えていた。いつか裏切るかもしれない他人に熱を上げるのは無駄なこと。それならば仕事をこなしていたほうがまだマシだと」

　彼の告白にじっと耳を傾ける。彼がそういう価値観を持っていることは、なんとなく理解していた。

「だが、今はそうは思っていない。仕事よりも君と一緒にいる時間のほうが有意義であるとすら思う」

「え？」と清良は振り向いて、総司の顔を覗き込む。総司は困ったように自嘲して、清良の頬をなでた。

「家族というものは、不変なのだと気づかされた。君は、俺を決して裏切らない。君が待っていてくれるのだと考えるだけで、どれだけ幸せな気分になれることか」

　なでた頬に優しく唇を添えて、ささやかなキスをする。

「もっとワガママを言ってくれてかまわない。君のワガママを聞くことは、俺の至福でもある」

　総司はローテーブルに手を伸ばし、チョコレートをひと粒つまむと、清良の口に押し込んだ。どうやらチョコレートは、自分で食べるというよりも、清良に食べさせるために用意したものだったらしい。

「ほら。チョコがついた。取ってくれるか？」

　彼の指先がチョコレートで濡れている――ティッシュに手を伸ばしたら「そうじゃないだろ」と叱られた。

　そう言われて初めてその意図を理解し、恐る恐る舌でなめとる。

　指の先を口に含ませようとする総司がなんだかいやらしくて、これはなにかのお仕置きだろうかと勘繰ってしまう。恥ずかしくってしょうがない。

「そ、総司さんも食べませんか？　私ばっかり――」

「いらない。清良が食べているところを見るのが好きなんだ。チョコを口に入れた瞬間の君の表情はまるで――」

　続きを耳もとでささやかれる。

　とても人には言えぬ内容、総司しか知らないであろう表情の話だった。清良ですら、そんなときの自分の顔を見たことがない。

　頬がボンッと赤く染まった。思わず目を逸らし、顔を伏せる。

「ほら。こっちを向け」

「っ、ダメ、見ちゃダメですってば……」

　総司はキャラメルの入ったボンボンショコラを口にくわえ清良の顔を引き寄せると、その唇を割って押し込んだ。

　ふたりの唇が重なって、表面の硬いチョコレートの層がカリッと割れ、中からキャラメルがあふれ出てくる。

　口もとからあふれ滴ったキャラメルを、総司は舌先でペロリとなめとった。

　もう清良にはキャラメルが甘いのか総司の唇が甘いのかわからない。ほうけながらその味を堪能していると、総司がクスリと笑みをこぼし「その顔だ」と挑発した。

「今日もいい夜になりそうだ」

　総司の眼差しが艶めいている。夫婦の営みはもうすでに始まっているのだと、清良はやっと気がついた。




　退職が白紙に戻り、一カ月が経過した。夏の暑さが残るものの、季節はじわじわと秋に近づいている。風が少しだけ冷たく感じられるようになった。

　オフィスをぐるりと見回せば、赤や茶色など秋を連想させる色合いの服を着る社員が増えてきている。

　今日の清良の服は、白いフリルのついたブラウスに、カーキ色のボックススカート。最近、総司の贈り物も、秋色のアイテムが増えてきた。

　仕事上は至って順調、以前と変わりない日々を過ごしている。

　その日は、定例の仕事に加えイレギュラーな作業が多く発生し、気がつけば定時。

　残りの作業を確認し、あと一時間もあれば終わりそうだと目処を立てると、仲根は清良へ先に帰るよう促した。

「いいよいいよ、たまには私がやるから」

　最近の仲根は、どうやら清良が退職しようとした件をまだ気にしているらしく、変に気を回したがる。後輩には優しくしないと辞められてしまうかも……と不安に感じているのかもしれない。

「あの、私は大丈夫ですよ。いつも通り、分担で――」

「いいのいいのー、この前も代わってもらったし！」

　どうぞどうぞと譲り合っていると、内線電話が鳴り出したので、清良はすぐさまデスクの上の子機に手を伸ばした。

「はい、総務部の天羽です」

　受話口を耳にあてワントーン高い声で答えると。

『一階受付です。天羽様にお客様がいらしております』

　どうやらオフィスビルの入り口にある受付カウンターからのようだ。

　来客というが、定時後に訪れるお客様は少ない。強いてあげれば、お世話になっている部署付きの保険の外交員がたまに顔を見せにきてくれるくらいのものだ。

　あるいは、荷物の速達でも頼んでいただろうか……覚えはないけれど。

　清良は首をかしげつつ「ありがとうございます、どちら様でしょう」と尋ねる。

『院瀬見様です。ご予約がないようですが、お通ししてもよろしいでしょうか』

「え……」

　驚きで声がかすれた。

　これまで鞠花が会社を訪ねてきたことは一度もない。仕事中に電話がきたことは何度かあったが――と思い立ったところで、ああと頭を抱えた。

　電話番号を変えてしまったから、連絡先がわからなかったのだ。北村と同じで、直接会社まで会いにきたのだろう。

　外で待ち伏せしていた北村と違って、鞠花は堂々と受付に乗り込んできたわけだ。

　そうまでして話さなければならない用件があるのだろうか。不吉な予感しかしない。

「……わかりました……伺います」

　沈んだ顔で電話を切る清良に、横で聞き耳を立てていた仲根が不思議そうに尋ねた。

「どうかした？」

「その、友人が勝手に来ちゃったみたいで。少し受付に行ってきてもいいですか？」

　深いため息を漏らすと、仲根は「じゃあちょうどいいじゃない。あがっちゃえば」と笑顔でひらひらと手を振った。

「ですが……まだ仕事が」

「あとちょっとだからやっとくわよ。……その代わり、来週、どうしても早帰りしたい日があるんだけど」

　パンと両手を打ち合わせておねだりする仲根に、そういうことかと清良は苦笑する。

「わかりました。じゃあ、その日は私に任せてください」

　仕事を引き継ぎ、退社の準備を済ませ一階に向かった。




　受付に到着すると脇にある待合スペースに、露出度の高いタイトドレスを身にまとった女性がひとりで座っていた。

　清良の姿を見つけるなり、ニヤリと意地の悪い笑みを浮かべ、高慢に顎を上げてこちらを見下ろす。

「久しぶりね、清良。せっかく玉の輿に乗ったっていうのに、まだ働いているのね」

　どことなく人を小バカにした態度――相変わらずだなぁと嘆息した。

「会社に来られても困るわ。とにかく外へ出ましょう」

　鞠花を引きつれオフィスビルの出口へ向かう。人通りの多いエントランス、鞠花の派手な格好が目を引いて、たくさんの視線を感じる。

　じろじろと見られて不快な清良とは反対に、本人は得意げに胸を張っていた。

「あんたがちゃんと電話番号を教えてくれさえすれば、私だってこんな場所にわざわざ足を運ばなかったわよ？」

　そもそも電話番号を変えたこと自体、連絡を絶ちたかったからだ。

　そんなこと言うまでもなくわかっているだろうに、わざとらしく言う鞠花に清良は無視を貫く。

　オフィスビルを出たところにある植え込みの前で清良は足を止めた。

「それで、なにか用？」

　周囲には行き交う人々。落ち着かないが、人の目があったほうがまだ安心だろう。

　前回彼女に会ったときは、危うくシュガーポットを投げつけられるところだった。今日だって、なにをされるかわからない。

　鞠花はちらりと辺りを見回すと、うっとうしそうに顔をしかめた。やはり不満のようだ。

「こんな場所で話をするなんて嫌だわ。ついてきて」

　そう言って鞠花は大通りのほうに歩き始める。歩道の脇に、鞠花が乗ってきたのであろう黒い高級車が止まっていることに気づいて、清良は身を硬くした。

「行かない。ここで済ませて」

「別に変なところへ連れていったりしないわ。お茶のできる場所に案内するだけよ」

「北村くんにあんなことを命令したあなたを、今さら信じられると思う？」

『悪戯してやれ』――そんな指示を受け清良を襲おうとした北村。総司が駆けつけてくれなかったら、取り返しのつかないことになっていただろう。

　嫌がらせに失敗した鞠花が、とうとう自分の足で清良のもとまでやってきて、今度はなにをしようというのか――罠としか考えられず警戒する。

　すると鞠花は車に向かって目配せをした。

　その途端、スーツ姿の屈強な男が運転席と助手席からそれぞれ降りてきて、こちらに向かって歩いてきた。

「な、なに!?」

　まさか力ずくで連行しようというのか。男たちから逃げるように清良は後ずさる。

「別に乱暴なんてしないから安心なさい。ちょっと付き合ってもらうだけよ」

「……なにかしたら、声をあげるわよ」

　清良の態度に、鞠花は面倒くさそうに舌打ちする。

「黙ってついてきなさい。親がどうなってもいいの？」

「うちの両親は、もう院瀬見家の使用人じゃないでしょう」

「バカね。自分がどんな目にあったか忘れたの？　あんな写真、いくらでもつくれるんだから」

　写真と言われてゾクリと背筋が冷たくなった。清良を退社に追い込んだあの写真、やはり一連の出来事の首謀者は――。

「あの写真を専務に送りつけたのは、鞠花なのね……」

　肯定らしく、鞠花は口もとに嫌みな笑みを浮かべてひょいと肩をすくめた。

「わざわざお父様の名前を使って圧力もかけたっていうのに、まだのうのうと働いているだなんて。どうせ城ケ崎さんにすがりついて、不倫の疑惑をもみ消してもらったんでしょう？」

「もみ消す……？」

「あんたの会社からは『もう二度と連絡をよこさないでくれ』なんて言われちゃったわ。いったい城ケ崎さんからいくら積まれたのかしら」

　どうやら解雇の危機を救ってくれたのは、やはり総司だったようだ。清良の知らないところで、誤解を解いて便宜を図ってくれたのだろう。

　しかし、その行為が結果として鞠花の神経を逆なでしたようだ。目の奥をゆがませながら忌々しげに吐き捨てる。

「不倫なんて手ぬるかったわ。今度はしっかり犯罪の証拠を掴まないと。そうねぇ……あんたの父親に、痴漢の冤罪でもかけてみる？」

「なっ……！」

　両親の不祥事まででっち上げようと言うのだろうか。血相を変える清良を見て、鞠花は冷ややかに口もとをゆがめる。

「結婚した程度で私から逃げられるとでも思っていたの？　あんたは一生私のおもちゃよ」

　卑劣な言葉が清良の胸に突き刺さる。

　鞠花が自分のことをどう思っているか、とうに知っていたはずなのに。いざ口にされると途方もない虚しさが押し寄せてきた。

　彼女はなぜ自分を目の敵にするのか。なぜこんなにも彼女から憎まれなければならないのか。

「どうしてなの……？　どうしてそんなに私のことを……？」

　呆然と清良がつぶやくと、今さらとでもいうように鞠花が憤慨した。

「生意気なのよ！　なにも持たない貧乏人のくせに、ちやほやされて舞い上がって！」

　鞠花が鬼の形相で近づいてきて、乱暴に腕を掴んだ。その剣幕に清良はびくりと体を震わせる。

「子どものときからずっとそう！　あんたは、私の面倒を見るフリをして優越感に浸っていたじゃない！　私を友達のいないかわいそうな子だとでも思っていたんでしょう!?　あんたの両親もそうよ！　私を憐れんだ目で見て……！」

「そんなこと……」

　かわいそうだなんて思ったことはなかった。友達がいないもなにも、つくろうとしなかったのは鞠花ではないか。

　彼女は自分から同級生たちを遠ざけていた。わざと相手の目の前で悪口を言い、拒絶するような態度をとって。

　間を取り持つ清良はそれこそ大変だった。鞠花のためにクラスメイトに頭を下げて回ったり、フォローを入れたり。

　結果、清良は生意気な鞠花の面倒を見る優しい子と認知され、友達がたくさんできたのだけれど。

　……まさか。鞠花は友達の多い清良のことをうらやんでいたのだろうか。

（もしかして鞠花は、友達が欲しかったの……？）

　清良は今になって、大変な思い違いをしていたことに気がついた。

　鞠花は他人を遠ざけたかったわけじゃない、自分から近づいていくことができなかっただけなのではないか。

　プライドの高い彼女は、友達がいなくて寂しいとは悟られたくなかったのだろう。お高くとまり、他人を見下し、自分が周囲とは違うのだと見せつけることによって、友達がいない事実を正当化しようとしていたのかもしれない。

「私はあんたに、私より下だってわからせたかっただけよ！　あんたが私の保護者を気どっていたから悪いんじゃない！」

　クラスメイトたちに『鞠花のこと、ごめんね。気を悪くしないで』『悪気があるわけじゃないの』『ちょっと気難しい子で』そんなフォローを幾度となくした。

　けれど、清良は一度も『鞠花の友達になってあげて』とは言っていない。

　クラスメイトたちは、本人の代わりに清良に謝られて複雑な顔をしていたけれど、やがて鞠花自身に興味を失い、口を出さなくなっていった。

　結果、鞠花の孤独を助長させてしまったのだとしたら……。

（私が、鞠花をひとりぼっちにさせていたの……？）

　もちろん、友達ができなかったのは、本を糾ただせば本人の態度の悪さが原因だ。

　けれど、清良には鞠花のフォローをするとともに、やるべきことがあったのではないか。

　鞠花の態度を叱るとか、友達ができるように手助けをするとか……そう思うと、後悔の念が押し寄せてきた。

「これからあんたを裁いてあげる。来なさい！」

　鞠花は清良の腕を掴み、車へと引っ張っていく。

　今や罪悪感にさいなまれている清良には、その腕を振り払うことができなかった。

『あんたは一生私のおもちゃ』――その言葉が『私にはあなたしかいない』に聞こえてきて、胸が苦しくなってくる。

　深い孤独と憎しみを、鞠花に抱かせてしまったのは自分かもしれない。

　鬱積した不満を清良にぶつけることでしか解消できない。それでも満たされはしないのだろう、だからこそいつまでも清良につきまとう。

　彼女の気持ちを考えると、胸が痛くなった。




　強引に車に乗せられてたどり着いた先は、都内にある高級ホテルだった。

　入り口の縦看板には、【院瀬見正まさ人とさん政治活動三十五周年記念祝賀会】と書かれている。

　院瀬見正人とは鞠花の父親だ。どうやら今日、このホテルで祝賀会――という名の政治資金パーティーが催されているらしい。

　ホテルの上層階にあるパーティースペースに鞠花は迷いなく突き進んでいった。

　その階に足を踏み入れると、周囲はスーツを着た真面目そうな男女ばかり。まさに政治家の集いといった雰囲気だ。

　派手なタイトドレスを着た鞠花も、ジャケットを着用していない清良も浮いていた。

　周囲は不思議そうにふたりを見つめているが、鞠花は気にした様子もなく、会場の奥に向かっていく。

「今日、ここに城ケ崎家のご当主様がいらっしゃってるわ」

　視線を前に向けたまま、鞠花がうそ寒い笑みを浮かべた。城ケ崎家のご当主様とは、総司の父親のことだろうか。

「城ケ崎さんが取り合ってくれないのなら、その父親に直談判してやる。嫁の不貞を知れば、激怒するに違いないわ」

　どうやら鞠花は、清良が不倫したと義父に直訴するつもりのようだ。

　フンと鼻で笑う鞠花。清良が義父に糾弾される姿を思い浮かべているのだろうか。

「家から追い出されること間違いなしよ。短い幸せだったわね」

　もちろん、そんなことを聞かされては清良も平静ではいられない。

　義父は懐の深い人だけれど、息子の嫁が不貞をはたらいたなどと言われてどんな反応を示すか……いい反応でないことだけは確かだ。

　もしかしたら憤慨するかもしれない、未知数なだけに恐怖が押し寄せてくる。

　会場は立食形式で、等間隔にテーブルが配置され、その上に食事やドリンクが置かれていた。一番奥には垂れ幕付きのステージが設営されている。

　本日の主役である院瀬見議員は、ステージの手前で賓客に囲まれ談笑していた。

　きちんとした七三分けにフレームレスの眼鏡。黒いスーツに濃紺のネクタイ。

　これといった特徴もなく地味すぎるくらいだが、胸に赤いリボンがついているおかげで、かろうじてこのパーティーのホストだということがわかる。

「お父様！」

　鞠花は清良をひきずり、人混みをかき分けるようにして父親のもとに向かった。

　声に気づいた議員は、ハッとしたように顔を上げる。

「お父様、清良を連れてきたわ」

　鞠花は周囲の賓客たちを押しのけ一番前へ進み出た。

　清良の姿を見ると、議員は複雑な顔をして「清良ちゃん……やぁ、久しぶりだね」と取り繕うような笑みを浮かべる。

「清良ちゃんなんて、昔みたいに馴れ馴れしく呼ばないでよ。言ったでしょう、この子は不倫をするようなとんでもない女なんだって」

　ぎくりと議員の表情がこわばる。周囲にいた賓客たちも、予期せず不穏な単語を耳にして、苦い顔で目を逸らした。

「それより、お父様、今日は城ケ崎家のご当主様がいらっしゃってるんでしょう!?　紹介して！」

　鞠花は勢いよくまくしたてるが、しかしその一方で、議員は落ち着き払った様子で娘をなだめる。

「鞠花、落ち着きなさい、お客様が驚いている」

　先ほどまで議員を囲んでいた賓客たちは、なにか面倒なことが起きたと察知し、蜘蛛の子を散らすように離れていった。

　関わりたくないと思いつつも、興味はかき立てられるのだろう、遠巻きにこの騒ぎを見守っている。

「お客様に隠したって、いずれ知れ渡ることよ。あの資産家である城ケ崎家の嫁が不倫していたんですもの。大スキャンダルよ」

　声のボリュームを落とす議員とは対照的に、むしろ周りに知らしめるかのごとく大声を出す鞠花。

　衆目にさらされ、清良はなにも言い返せずぎゅっと唇をかみしめた。

　違う、そうじゃない、私は不倫なんてしていない……そう反論したいが、今言い訳すれば清良と鞠花の言い争いに発展し、騒ぎが大きくなってしまうだろう。

　下手にあがけば恥を上塗りしてしまう。それこそ義父の顔に泥を塗ることになる。

　清良が黙り込んだのをいいことに、鞠花は嬉々として偽りの不貞話を披露している。邪魔をするものはなにもない、鞠花の独壇場。

　――かと思いきや。

　娘の味方であるはずの議員は、いっそう表情を曇らせ「鞠花」と冷ややかに遮った。

「……いいかい、鞠花。その話の前に、まず私の話を聞いてほしい」

　議員は鞠花の両肩に手を置くと、声をひそめてゆっくりと言い聞かせた。

「……まず、ここは私の政治活動を応援してくださっている方々を接待するための場だ。我々院瀬見家は真摯な態度で臨まなければならない。だが、そのドレスは派手すぎて、不快に思われる方もいるかもしれない」

　胸もとの大きく開いたドレスを嘆かわしげに見つめる。ウエストやヒップのラインもキュッと引き締まっていて、体の線が丸わかりだ。

　突然注意を受けた鞠花は、戸惑ったように議員を見つめ返した。

「……どうして？　今までそんなこと一度も……」

「これまで私は、鞠花のことを自由に育てすぎたのかもしれない」

　沈鬱な声でつぶやく議員。鞠花の耳もとに顔を近づけ、珍しく声を厳しくした。

「それから、ご来賓の方々を押しのけるのは非常に失礼だ。もう鞠花は大人なんだから、ちゃんと礼儀をわきまえなさい」

　レンズの奥にある目を険しくする。

　いつもとは違う父親の様子に、鞠花は軽くパニックを起こしているようだった。

「……急にどうしたっていうのよ……」

　そのとき。背後から足音が近づいてきて、清良たちの真横で止まった。

「私がお父上にご指摘させてもらいました」

　よく知るやわらかなバリトンボイス。その声の主を見て、清良は驚きに口もとを押さえ、鞠花はぎょっと後ずさった。

「城ケ崎さん……！」

　鞠花が悲鳴のような声をあげる。

　総司は麗しいながらも、どこか毒を含んだ不穏な笑みを浮かべ、恭しく腰を折った。

「お久しぶりです鞠花さん。本日は父に代わって私がご挨拶にまいりました。鞠花さんに、そして院瀬見議員にどうしても直接お会いしたかったもので」

　気品漂うスリーピースのスーツに身を包み、相変わらず人前に立つ彼は紳士そのものだ。

　だが、今日はその表情に、威厳を通り越して畏怖すら感じる。

「鞠花さん。先日は私どもの会社をお訪ねくださり、ありがとうございました。それから、大切なご忠告も」

　総司の嫌みな微笑の意味が清良にはさっぱりわからなかったが、鞠花や議員には通じたらしく、ふたりとも表情を固まらせている。

「話は聞いた。鞠花。突然城ケ崎さんのもとに押しかけて、脅すような真似をしたそうじゃないか」

　議員の言葉に、鞠花の顔からざっと血の気が引く。その件について初耳だった清良も、呆然として息をのんだ。

「ち、違うわ！　脅してなんて……私は単に助言をしただけで……」

　否定する言葉にかぶせて、総司が毅然とした声で鞠花を批判する。

「恐れ入りますが院瀬見議員。お嬢様の行動は目にあまります。そもそも、替え玉を使った社交など許されることではない。私だけではなく、気分を害された方がほかにも大勢いることでしょう」

　鞠花は言い訳もできず、その場で凍りついている。代わりに議員が「本当に申し訳なかった」と頭を下げた。

「清良ちゃんにもたくさん迷惑をかけたそうだね。小さい頃から世話になっていたのに。本当にすまなかった」

　突然謝られた清良は、訳もわからずかぶりを振る。

「いえ。私のほうこそ……」

　思わず頭を下げてしまったのは、鞠花の自由奔放な行いを許してしまった自分にも罪があるような気がしたから。友人としてほかにできることがあったのではと、悔やんでいるからだ。

「なんのお役にも立てず、申し訳ありませんでした」

　頭を下げるふたりを見て、鞠花はチッと舌打ちする。こんなはずではない、彼女が描いていたのは、清良を一方的に断罪する場――まさか自分が槍玉にあげられるとは思いもしなかったのだろう。

「なんなのよ……！」

　不条理だとでもいうように毒づいた。恨みのこもった目で総司を睨みつける。

「いったい父になにを言ったの!?」

　その質問に答えたのは総司ではなく、意外なところから聞こえてきた声だった。

「俺がすべてをお話ししたんだ」

　きちんとしたスーツに身を包んだ茶髪の青年。総司の陰からひょっこり顔を出した彼を見て、鞠花は驚きの声をあげる。

「北村……！」

「鞠花の指示を受けて、天羽さんが不倫をしていると疑われるように偽装工作をしたことも。それから、週刊誌の記事を捏造して、嘘の情報を流したことも」

　その言葉に、議員は自分の娘の罪の重さを、そして自分の教育が間違っていたことを痛感したのだろう。沈鬱な面持ちで目を伏せる。

　反対に鞠花は憤った様子で北村の肩を掴んだ。

「あんた、私を裏切るの……!?　そんなことをして、どうなるかわかってるの!?」

　本来であれば、北村は鞠花を裏切れる立場ではない。借金を抱えている彼は、鞠花に頭が上がらないはずだ。それなのに――。

「彼の借金なら、私が代わりに返済させてもらうことにしよう」

　疑問に答えるかたちで、総司が突然口を挟んだ。スーツの内ポケットから白い紙切れを取り出し、鞠花に差し出す。

「!?」

　鞠花はその紙片を受け取って絶句する。

　どうやら小切手のようだ。横からちらりと見ただけでもゼロがたくさんあることがわかり、鞠花も清良もごくりと息をのんだ。元本よりかなりの金額を上乗せしたのかもしれない。つまり、手切れ金というわけだ。

「鞠花さんの口添えで就職したという会社も、本日付けで退職の手続きを済ませた。今後はうちの系列企業で働いてもらうことになっている。……借金分、真面目に働いてくれるんだろう？」

　総司が不敵な笑みを浮かべて、北村に目線を送る。北村は応えるように声をあげた。

「城ケ崎さんが更生するチャンスをくれたんだ。俺はもう犯罪まがいの命令なんて聞かない。他人に弱みを握られていいように使われるくらいなら、真っ当に働いたほうがまだマシだ」

　清良以上にシビアな上下関係に置かれていた北村。鞠花に親愛の情などこれっぽっちもなかったのだろう、辛辣な言葉を容赦なく浴びせる。

「もう鞠花のワガママに振り回される人生なんてまっぴらだ。俺も生まれ変わることに決めた」

　北村が決意を語っている間に、総司のうしろに控えていた真鍋がこっそりと清良の横にやってきた。耳もとに向けてぼそりとつぶやく。

「……でなければ『警察に被害届を出す』と脅したんですけどね」

　うっ……と、清良は固まる。

　説得の仕方は少々物騒だったようだけれど、結果的に北村が真っ当な生き方を選んでくれるなら、これでよかったのかもしれない……と思うことにする。

　くしゃっと小切手を握りつぶし、鞠花がわななく。

「……こんなお金……欲しいわけじゃ……」

　おそらく、鞠花が欲しかったのは、お金でも忠誠でもない。

　そばにいてくれる人――。

　鞠花は、自分のワガママを聞いてもらうことでしか、他人とコミュニケーションを取ることができなかったのではないか。今となっては、そんなふうに思う。

　愕然とする鞠花の両肩に、議員はそっと手を置いた。

「これからの鞠花の身の振り方について、実は城ケ崎さんと相談したんだ」

　鞠花は呆然としたまま、父親の顔を見上げた。その深刻な表情から、決してよいことではないと悟ったのだろう、顔を不安げにゆがませる。

「鞠花は、あまり楽しい学生時代を過ごせなかっただろう？　学友たちのレベルが低すぎて友達になれないと、文句を言っていたじゃないか。鞠花の個性が日本国内の教育には収まらなかったのだと、私は反省している」

　今さら学生時代のことを持ち出すとは、どういう風の吹き回しか。言い知れぬ不安に駆られた鞠花は、かすれた声を絞り出す。

「なにを……言っているの？」

「実は、イギリスに礼節を学ぶためのフィニッシングスクールがあってね。花嫁修業なんかに使われる学校だそうなんだが、城ケ崎さんが紹介してくださることになったんだ」

「イギ……リス……ですって……!?」

　思いもよらない話に、鞠花が目をむく。総司が議員の話を補足するように続けた。

「各国の財閥や資産家など、俗にいうセレブたちが通うマナースクールだ。君もせっかくいい家柄に生まれたのだから、もう少し礼儀作法を学んだほうがいい。グローバルな視野を手に入れることもできるし、君にぴったりな学友も見つかるかもしれない」

　議員はうんうんと納得の様子でうなずいており、総司の提案に心から賛同しているようだった。

　しかし、鞠花は違う。

　日本を離れるなど、彼女からしてみたらとんでもないことで――。

「冗談じゃない！　私、英語なんて……！」

　できない、そう言おうとしたのだろうけれど、人前で恥をさらすことをためらい口をつぐむ。

　総司はしたり顔で鞠花を見下ろす。日本を出て一から出なおしてこい、そんな思惑を滲ませながら。

「ちょうどいいじゃないか。英語くらい嫌でも身につく」

「ふざけないで！　それじゃあ単なる島流しじゃない！」

　半狂乱になった鞠花を落ち着かせようと、議員は両肩をしっかりと抱く。

「なんてことを言うんだ鞠花！　いいかい、このスクールは上流階級の令嬢のみ入学を許された特別なスクールなんだ。城ケ崎さんは、鞠花のことを考えてわざわざ入学を斡旋してくださったんだぞ!?」

「勝手なこと言わないで！　絶対に嫌よ！」

　父親の腕を振り払い、逃げ出す鞠花。

　会場はもはや騒然としていた。会話はすべて筒抜けで、予想もし得ない親子喧嘩に誰もがこそこそとささやき合っている。

　そんな中、総司はそっと清良の肩を抱き、会場の出口へ向かった。

「まさか、初の夫婦同伴が、こんなかたちになってしまうとはな」

　公の場で、妻として総司の隣を歩くのは初めて。

　妻の評価が夫の評価にもつながる重要な場であるにもかかわらず、ジャケットすら羽織っていない自分の服装を見下ろして、清良はサッと青ざめた。

「ごめんなさい……！　こんな格好で！」

　慌てて体を隠すと、総司はたいして気にしていない顔で「かまわないよ」と表情を緩めた。

　それでもそわそわして落ち着かない清良を気遣うように、総司はジャケットを脱いで清良の肩にかける。

「次はとびきり君を飾り立てて出席したい。きちんとエスコートもさせてもらわなければな」

　清良の手を持ち上げて、その甲にキスを落とす。叱られるどころか甘やかされ、余計に心苦しい。清良はしゅんとうつむいた。

「……ごめんなさい。総司さん」

「君はなにかあるとすぐ俺に隠そうとするけれど……」

　総司の手が清良の頭をポンポンとなでる。

「無駄だ。隠してもすぐにわかる。だから困ったときは素直に頼ってくれ。俺が勘づいてしまう前に」

　ニッとしたり顔で笑みを浮かべる。すべてお見通しとでもいうように。

　北村に襲われたときや、解雇されそうになったときもそう。いつだって総司は清良の危機に駆けつけてきてくれた。

　今だって、総司がいなかったら鞠花に弾劾されていただろう。

　総司に迷惑をかけたくなくて、ひとりでどうにかしようとするけれど、結局は彼に助けられている。

「……ありがとうございます。本当に……」

　彼の脇腹にきゅっと身を寄せる。清良から寄り添ってくることは珍しく、総司は満足そうに肩を抱く手を強めた。

　会場を出たふたりは、エレベーターに乗り込み一階へ向かう。

「もう帰っても大丈夫なんですか？」

「ああ。主役のいないパーティーに用はない。いずれにせよ、ここに来た目的はあのワガママお嬢様に引導を渡すためだったからな。清良が来ていたのは意外だったが」

「私も来るはずではなかったんですが……」

　困り顔でため息をつくと、総司に失笑されてしまった。

「今度はなにを脅された？　そろそろ両親に手を出すとでも言われたか？」

「どうしてわかるんですか!?」

「結局清良の弱点はそこだからな。まぁ、それも今回限りだろう。あのお嬢様は当分の間、イギリス留学する段取りになっている」

　エントランスでしばらく待っていると、真鍋が正面玄関に車を回してくれた。ふたり後部座席に乗り込み自宅へ向かう。

「留学って……マナースクールを斡旋したというお話ですか？」

　清良の質問に、真鍋がバックミラー越しに答えてくれる。

「本場の貴族のマナーを教えてくれる由緒正しいスクールです。本来であれば入学できるだけで光栄な話ですから、斡旋した総司さんに感謝してほしいところですが……」

　客観的に見ればたいそう光栄な話らしいが、鞠花からすれば完全に島流しだろう。

　総司自身も親切心というよりは、しばらく清良から遠ざけたかっただけのようだ。

「あの様子だと入学もとんずらされるかもしれないな。あまり紹介した俺の顔に泥を塗られたくはないんだが」

「さすがにそれは院瀬見議員が許さないでしょう。これまで娘を甘やかしてきたことを深く反省していたようですから」

　もしそうなれば外交問題に発展しますと、怖いことを言いきって真鍋がハンドルを切る。

「少しはしごかれてお嬢様らしく落ち着いてくれるといいんだが」

　しごかれてほしいとまでは言わないが、悔いの残る学生時代を過ごした鞠花が、これを機にやりなおせたらと、清良は思う。

　どうか彼女がちゃんとスクールに通ってくれますようにと祈った。

「もしもイギリスで真面目に勉強して、私以外の友人ができたら……」

　心の底から信頼できる友人ができれば、彼女のワガママな性格も変わってくるかもしれない。

「そうすれば、清良に執着することもなくなるだろう。要するに、あのお嬢様は寂しがり屋なんだ」

「ええ……」

　そう気づくまでに清良はずいぶんかかってしまったけれど、総司はすでに見抜いていたみたいだ。

　イギリス留学が彼女にとっていい転機になりますように……そう願うことしかできない。

「北村くんのことも、ありがとうございます」

　清良が頭を下げると、総司は不服そうに手脚を組んだ。

「俺はただであの男を許すつもりはないけれどな。しっかり働いてもらうつもりだ。厳しくしてもらってかまわないと、彼の就職先にも伝えてある」

　北村にもいい転機が与えられたようだ。今度こそおいしい話に飛びつかず、堅実に働いてほしい。

　自宅に到着し、真鍋は門の前でふたりを降ろした。

「総司さん、三時間後に出発です」

「わかった」

「……これからお仕事ですか？」

　てっきり家でのんびりできるものだと思っていた清良は、内心がっくりと落ち込む。

　バレないように気をつけたつもりだったが、どうやら顔に出ていたらしく、総司は困ったように苦笑した。

「すまない。なるべく、そばにいたいとは思っているんだが」

「あ、いえ、いいんです、気にしないでください」

　慌てて気にしないフリをするも、時すでに遅し。運転席の真鍋まで苦笑している。

「総司さんは、奥様と結婚されてかなりお変わりになりましたよ。以前はすべての仕事を自分でこなそうとしてらっしゃったんですが、人に任せるということを覚えましたから。いずれは総司さんの負荷が分散され、人道的に休みが取れるようになると思います」

　真鍋のフォローに、総司は深いため息で応える。

「だが、今はまだ部下に仕事を任せられるレベルまで達していない。後継を育てるには時間が必要だ」

「今回も任せた担当者がしくじりましてね。これからその尻拭いに向かうところです。ですが、いずれ周囲も仕事の仕方を覚えるでしょう。これは先行投資ですよ」

　最後は総司に向かって語りかける。総司は「はいはいわかった」と手を振ってさっさと車を出すよう促した。

「では、三時間後――いえ、二時間五十五分後に」

　雑談のぶんだけきっちり時間を差し引かれていることに驚いて、総司と清良は顔を見合わせる。

　どうやらのんびりできる時間は本当になさそうだ。残り三――二時間五十五分の間になにをするか。

　ふたりは目線を交わすがどうやら答えは同じだったらしく、清良はポッと頬を赤く染め、総司はニヤリと狡猾な笑みを浮かべた。

「行こう、清良。ふたりの時間がどんどん減っていく」

「あの……その……お手やわらかにお願いします」

　ふたりで手をつなぎ指を絡ませて門をくぐる。玄関に入り靴を脱いだ瞬間、総司は清良を抱き上げた。

「っきゃあ！」

　清良の悲鳴を無視して、総司はバスルームに直行する。

　脱衣所にたどり着くとさっそく清良をマットの上に座らせ自身も膝をついた。妻の衣服に手をかけ問答無用で剥いでいく。

　下着とショーツだけになって、これ以上はと清良は胸の前で手をクロスした。

「ほら、時間がないぞ清良。急がなければ、君を焦らすだけ焦らしてタイムアップになってしまう」

「三時間も焦らすおつもりですか……!?」

「二時間五十分だって」

「っきゃ……！」

　また五分減ったと慌てているうちに、下着の中に手を差し入れられ、すぐさま敏感なポイントを突かれる。

「総司さん～っ……」

　逃げるように身をよじると、そのままマットの上に転がされ組み敷かれてしまった。

　あっという間に最後の一枚まで奪われ、わずかな愛撫で実に効率よく、清良の心と体をとろとろに溶かしていく。

「こんなの……急ぎすぎです……」

「早くひとつになりたいんだ。君も同じだろう？」

「違います……私はもう少しゆっくり……まだ、キスもしてくれてないのに……」

　羞恥心から目を逸らしてむくれると、総司は毒気を抜かれたようにポカンとした顔で清良を見た。

「そうか……すまない。キスならこれからたっぷりしてやる」

　自身も服を脱ぎ捨て逞しい体をあらわにすると、清良を抱き上げバスルームの中に運んだ。総司の刺激的すぎる肉体美に、思わず目を逸らしてしまう。

「なぜ目を逸らす？　ふたりで入るのは初めてじゃないだろう」

「……慣れません」

　わかりきっている質問を投げかけ、予想通りの答えが返ってくると、総司はクスクスと意地悪に笑った。

「俺も慣れない。何度見ても清良の体は美しくてそそられる。だからこそ何度でも見たいんだが？」

　総司がシャワーのハンドルをひねると、湯気とともに熱いお湯が降り注ぎ、ただでさえ火照った体にいっそうの熱をもたらした。

「で、キスだったな」

　そう確認すると、総司は清良の唇を奪う。壁に押しつけて逃げ場をなくし、深く深く舌を絡める。

「ん……あ……総、司さん……」

「どうした清良……もっとほしいのか？」

　普段であれば顔を真っ赤にして、「ちがうちがう」と否定していたことだろう。

　しかし、この日だけは素直に、総司の挑発に応じてみることにする。

「ん……ほしい……です、もっと……」

　予想外の返答だったのだろう、総司の動きが一瞬止まる。

　が、それならと総司は肉食獣のごとく瞳をぎらつかせた。

「いいだろう。ギブアップするまで与えてやる」

「んんんっ……！　あぁ……！」

　口づけとともに、指先であらゆるところを愛撫して、清良を昂らせていく。

　五分と持たず清良の膝はガクガクになった。立っているのもままならず、総司の体にぐったりともたれかかる。

　まだまだこれからとでもいう顔で総司はソープに手を伸ばす。清良の体を丹念に洗うと見せかけめちゃくちゃに乱し、バスルームに吐息交じりの啼き声が幾度となく反響した。

　果ては「俺のことも洗ってくれるか？」とわざとらしく煽り立て、清良の理性をいっそう削ぎ落とし――。

「もう……無理です……限界……」

　清良が耐えきれず半泣きになったところで、総司はやっと手を緩め、熱いお湯で体を洗い流した。

　清良の濡れた体をバスローブで雑に包み、リビングのソファへと運ぶ。

「……ベッドじゃないんですか……？」

「二階に行くまで待てないくせに」

　総司は見透かすような微笑を浮かべている。さっき自分で「限界」と泣きついたことを思い出し、恥ずかしさに口もとを隠した。

　体が疼いて一刻も早く総司を迎え入れたいと悲鳴をあげているけれど、もちろんそんなことは口にできない。

　だからせめて彼の腕をくいっと引っ張る。お願い。早くきて。早く抱きしめて、と。

「清良はせっかちだな。あと二時間くらいお預けして遊んでやりたいところだが」

「だ、ダメ……そんなにお預けされたら……死んじゃう……！」

　涙目でじっと総司を見上げて懇願すると、彼こそ困り果てた顔で吐息を漏らした。

「……困ったな。俺の妻はずいぶんかわいくなったものだ」

　再び深く唇を奪われ、ソファの座面に転がされた。彼の指先が、首筋をたどり鎖骨に触れ、やがて柔い丘陵へと流れていく。

　深く胸をもみ込まれ、たまらず身もだえる。彼のもう片方の手は、緩やかな腰のラインをたどり、下腹部まで伸びていく。

　甘やかな予感に呼吸が浅く速くなり、心臓は弾けそうなほど強く鼓動を刻んだ。

「ああっ……総司……さん……！」

「清良……」

　総司の指先の誘惑に、抗いきれず啼き声をあげる。耐えきれないとばかりに抱きつき、ぎゅっと自身の体を押しつけた。

「……好……き……」

　つい漏れ出てしまったささやきに、総司は苦笑してうなだれる。

「……そんな顔で言わないでくれ。頭がおかしくなりそうだ」

　苦しげに呻くと、清良の体をこれでもかというほどかき抱いた。彼の様子が少しだけおかしいことに気がついて、ふと我に返って覗き込む。

「そ、総司さん……？」

「……こんなに君に溺れるなんて、正直思わなかった。俺が主導権を握って、遊んでいるつもりだったのに」

　ひれ伏すような眼差しで、かすれた声を絞り出す。

「降参だ。君に溺れた。愛している」

　張りつめていたものが切れたのか、あるいは理性のたががはずれたのか――総司の愛情表現が本能的になる。独占欲むき出しで、清良の体を押さえつけ我が物にする。

　けれどそれが清良にとってはうれしかった。彼の求めが強欲であればあるほど愛情を感じることができる。

　苦しいぐらいでちょうどいい。少し前までなんの刺激も知らなかった清良の初心な体は、今や総司の力に適応してしまい、どんな痛みも快楽へと変換されるようになってしまった。

　とうとうふたりはソファの上では収まりきらず、床の上に崩れ落ちた。

　激しく愛を確かめ合って、見つめ合い、触れ合い、重なり合うことを繰り返す。

「総司さんの愛情表現……どんどん過激になってく……」

「今まで手加減してやっていたんだ。だが、俺のほうから言わせてもらえば――」

　清良の首筋に手を回し、くっと上へ持ち上げる。鼻が触れそうな近距離で、総司は甘い吐息を漏らす。

「清良のほうこそ、どんどん淫みだらになっていくな」

　恥じらうべきその言葉も、褒め言葉のように聞こえた。

　清良はもうためらったりしない。体の求めに抗わない。

　心も体もより深くまでひとつになりたいと願っている。

　もうふたりの激情は抑えきれなかった。指定された時間直前まで、幾度も体を擦り合わせ、その愛を確かめた。




　真鍋の迎えが来る直前。冷静に衣服を着なおして、今さらながらに清良は思った。

「ひどいです。床の上だなんて」

「すまない。つい我を忘れて」

　許される時間のすべてを床の上で絡み合って過ごしてしまったふたりは、お互い少なからず申し訳なさを感じていた。

　これでは野生動物、そのものだ。清良は激しい背徳感にさいなまれているし、総司のほうも、もっと大切に扱ってやればよかったと――せめてベッドの上でと――罪の意識を感じていた。

　床に打ちつけた背中がちょっぴり痛む。

「お詫びと言っちゃなんだが」

　総司がおずおずと切り出した。

「来月は連休が取れそうだ。せっかくだから小旅行にでも行ってみようか」

「ほ、本当ですか!?」

　清良の瞳が輝く。総司と初めての旅行、期待で早くも胸がドキドキしてきた。

　旅先はどこがいいだろう、総司はもう考えているのだろうかと顔色をうかがう。

「総司さんは、どこに行きたいですか？」

　見るからにうきうきとしている清良に、総司はもったいぶった様子で「そうだな」と怪しげな笑みを浮かべる。

「最高に美しい夜景が見える部屋を取って、今日の続きをゆっくりとしようか。今度こそベッドの上で、ひと晩中かけて」

（ひ、ひと晩中……!?）

　総司が楽しみにしているのは、観光でも食事でもなく、ホテルのベッド――楽しみであると同時に怖くもあり、清良は真っ赤になってこくんとうなずいた。










エピローグ




　目の前に広がるは百万ドルの夜景――香港の摩天楼だ。ヴィクトリア湾を挟んで南に香港島の光り輝く超高層ビル群が見える。

「すごく綺麗ですね。日本にはない景色ですし、欧米ともちょっと違った感じがして……」

　窓ガラスに手を置いて、そのきらびやかな光景に感嘆の声を漏らすと。

「ここは独自の進化を遂げた都市だからな。経済的重要度が高い割に、なにしろ面積が小さく人口密度が高い。限られた土地で上へ上へと発展させた結果、この異常なまでのビル群ができあがった」

　気がつけば総司がすぐうしろにいて、一緒に窓の外の夜景を覗き込んでいる。

　ここは香港、九きゅう龍りゅう半島の南端に位置するラグジュアリーホテル。

　最高に美しい夜景が見える部屋であの日の続きをゆっくりと――そう約束した総司は宣言通り、圧巻のハーバービューが望めるハイクオリティなスイートルームを押さえたわけだ。

「あまり中国って感じもしませんよね。街並みも西洋っぽい建物が多かったですし」

　香港はイギリス統治時代が長かった影響で、英国式の建築物が多い。格式高いこの名門ホテルは、まさに当時の面影を残すコロニアル調の壮麗な建造物だ。

　内装はヨーロピアンかつモダン。ロビーでは英国伝統のアフタヌーンティーを楽しむことができるそう。

　とはいえ、英国風だけではなくおいしい中国料理店も豊富。今日の夕食はこのホテル内にある伝統的な広東料理のお店で舌鼓を打った。

「清良がイメージしている中国は、下町のマーケットだろう。露店が所狭しと並んでいて、いかにもアジアらしい場所だ。明日、覗いてみるか？」

「いいんですか!?」

　清良の目が輝く。本当はぶらりとお買い物をしたり、カフェに立ち寄ってマンゴープリンや豆腐花なんかを食べてみたいと思っていたのだが、あまり庶民的な場所は総司の好むところではないかもしれないと遠慮していた。

「もちろん。清良の好きなところに。なんなら、マカオまで足を延ばしてカジノでもかまわないが」

「え、遠慮しておきます……！」

　総司がにんまりと笑ってからかうので、丁重にお断りする。

　結局、カジノでの浪費疑惑は捏造だとわかった。本人いわく、賭け事に溺れるような趣味はないとのこと。女性をはべらせて豪遊というのも嘘で、当時は悲しくなるくらい仕事に明け暮れた生活を送っていましたよ、というのは真鍋の談。

「明日、コンシェルジュに、周辺の観光地について尋ねてみよう。どんな場所に行ってみたいか考えておいてくれ」

「はい……！」

　紆う余よ曲きょく折せつを経て二泊三日の休みを確保した総司。この旅行ではとことん妻を甘やかそうと決めているらしい。

　どこに行きたいかと聞かれた清良は、『北京ダックを食べにいきたい』と答えた。『いつか本場の中国料理を食べにいこう』と約束していたからだ。

　それならと、総司は行き先を香港に決めた。清良の想像している北京ダックは北京といいながらも広東風なので、広東料理のおいしい場所がいいだろうと。ついでに百万ドルの夜景も見られてバッチリだと、意味深に笑ったのは言うまでもない。

　プライベートジェットに乗せてもらって、本場の北京ダック――正しくは広東ダックを食べ、最高の夜景を眺めて、もう清良の願いはほぼ叶ったと言ってもいい。

　せっかくだから、観光もさせてもらおう。仲根へのお土産選びを手伝ってもらえるとありがたい。中国らしいオリエンタルな雑貨か、コスメなんかがいいと思うのだけれど。ついつい自分までお揃いで買ってしまいそうだ。

　そうだ、両親にも。ふたりにはきっと中国茶と茶器がいい。総司の両親にはなにがいいだろうか。明日、マーケットをぶらつきながら総司と相談してみよう。

　そんなことを考えながら、清良がうきうきと心を躍らせていると。

「そうだ。清良にチャイナドレスを買ってやらないとな」

　親切というよりは下心のようで、不敵な笑みを浮かべて総司は言う。

「……うれしいですが、それ、いつ着ればいいんでしょう？」

　当然だが、香港だからといって、街まち中なかをチャイナドレスで歩いている人はほぼいない。恐る恐る総司の顔を覗き込む。

「明日の夜、俺の前で着てくれ。脱がすのが今から楽しみだ」

「脱がす前提で買わないでください……！」

　記念に一着くらいあってもかわいいかも、という甘い考えがちらりと脳裏をよぎったが、身の危険を感じ辞退することにした。

「総司さんは、どこか行きたい場所とか……ありませんか？」

　仕事でしょっちゅう海外を飛び回っている総司に観光したい場所などないのではないか――そう思いつつも一応質問してみる。

　総司はふんわりと目もとを緩め、予想通りの言葉を口にした。

「清良の笑顔を見られるなら、どこでもいい」

「……私だって、総司さんの笑顔を見たいんですが」

「だったらせいぜい自分自身を楽しませることだ」

　腰を抱いてこめかみに優しくキスを落とす。総司の基準はあくまで清良、妻の喜ぶ顔さえ見られれば後はどうでもいいと考えているようだ。

「愛しているよ、清良」

　早々と甘い言葉を口にする総司に、清良は胡乱気な眼差しを向けた。

　総司が愛をささやくのは、早くベッドインしようという合図だ。まだ部屋に着いてそう時間も経っていないのに、もう最後のお楽しみをしようというのか。

　せっかく旅行に来たのだ、会話や景色をもっと楽しみたいのに……ともどかしい気持ちになる。せっかちな彼についむくれてしまった。

「……総司さんのその『愛している』は本心？　それともサービス？」

「失礼だな。本心ではないと疑う余地があるのか？」

「……だって、いつもベッドの中でしか言ってくれないんですもん」

　ぷうっと頬を膨らますと、総司はわずかに目を見開いて意外そうな顔をした。

「……そうだったか？　それはたしかに問題だな」

　清良をエスコートしてベッドに連れていくと、そこに並んで腰掛け、あらためて向き合う。

　手を握られ、清良はぴくりと体を震わせた。押し倒されるのかと思いきや、目の前には真摯な瞳――いつもの欲情している彼とは、なんだか雰囲気が違う。

「清良。たしかに出会った頃の俺は、君をいいように使ってやろうと思っていた。体を重ねたのだって下心や好奇心、独占欲以外のなにものでもない」

　総司は清良の手を持ち上げると、その甲にちゅっとキスを落とした。

　かと思えば、懺悔でもするかのような切実な眼差しで清良を見つめる。

「そもそも他人を信用などしていなかった。君に出会うまで、愛なんて綺麗ごとだと思っていた」

　たしかに出会った頃の総司は、自分の利になるかどうかで他人を判別しているように見えた。

　清良とのやり取りもまるで言葉遊びだった。他人は嘘をつくことを前提に、その裏側をどれだけ見抜けるか、駆け引きを楽しんでいるようだった。

「だが、君は俺の価値観を変えてくれた。君と出会って初めて知ったよ。誰かを愛することでしか、愛のかたちは知り得ないんだな」

　清良も愛のかたちなど知らなかった。

　だが今ではなんとなくわかる。総司を信頼するこの想いこそ、愛そのものだ。

「ずっと考えていたんだ。たしかに君は性格のいい女性ではあるけれど、それだけでは俺が魅入られる理由には足りていない。なぜこんなにも、君でなければならないのか、と」

　目線が重なり合い鼓動が高鳴る。

　総司がなぜ自分を選んだのか、当然知るよしもない。自分には彼を魅了するほどの価値があるのか……こちらが聞きたいくらいだ。

「理由はわかったんですか？」

　恐る恐る尋ねてみると。

「……ぼんやりと」

　総司が口もとを緩ませる。清良の頬を優しくなでて、まいったというように笑った。

「きっと君が、俺との時間を大切にしてくれたからだと思う。俺を喜ばせようと、そして迷惑をかけまいと、君なりのやり方で精いっぱい尽くしてくれていただろう？　だからこそ、君と過ごす時間は心地よいと感じたし、できる限り、君の想いに応えたいと思えた」

　きゅっと指先を握られ、その先にキスを落とされる。

　彼が凛々しく、それでいて甘えるような仕草で清良を上目遣いに見る。

「君との関わり合いの中で、俺は愛を見つけることができた。仕事よりも大切と思えるものに巡り合えた。家族がほしいと……君となら家族になりたいと、初めて思うことができたんだ」

　総司はおもむろに自身のジャケットのポケットに手を突っ込んだ。

　取り出したなにかを手の中に握ったまま、祈るように額へ持っていき目を閉じる。

「これが君を愛している証明になればいいんだが」

　そう言って握られていた手をほどくと、出てきたものは光り輝くダイヤのリングだった。大粒のダイヤがまぶしいほどきらめいて、清良の目をくらませる。

　婚約指輪に見えるけれど、清良の左手の薬指にはすでに以前もらったゴージャスなダイヤのリングがはまっている。

「婚約指輪は、もういただいていますよ……？」

　恐る恐る左手をかざすと。

「これは約束といいながら、心がこもっていなかった。なかったことにしてくれ」

　何百万、いや、何千万円とするであろう婚約指輪をあっさりとナシ扱いにされて、清良は唖然とする。

　けれど、彼自身、そうしなければ気が済まないのだろう。けじめなのかもしれない。

　総司は、清良の左手の薬指から、なんの意味も持たない見た目だけ派手なダイヤのリングを抜き取り、自身のポケットにしまった。

　代わりに、新たに用意したリングを薬指にすべり込ませる。

「この指輪には俺の誓いが込められている。受け取ってくれ」

「……はい」

　ふたりの愛の証が、清良の手の中でいっそうの輝きを放つ。

　その美しさにうっとりと見惚れていると、不意打ちのように彼の顔が近づいてきて、清良の唇を奪った。

　触れるだけの優しいキス。この行為がただの欲情ではなく、愛情であると今ならわかる。

　口づけを交わした後。すっかり火照ってしまった唇を名残惜しげにゆっくりと離す。

　赤く潤んだ清良の瞳。総司の黒瑪瑙の瞳も熱く昂り、収まりがつかない顔をしている。

「さて。そろそろ我慢ができないんだが。君の体を奪ってもかまわないだろうか？」

　情欲は愛の延長線上。そう理解してしまった清良は、これ以上先延ばしにするような残酷なことができるわけもない。

　総司は清良の首筋と背中に手を添えて、その体を丁寧にベッドに横たえた。理性的な愛のささやきから一転、貪欲な獣のように清良の上に覆いかぶさる。

「……総司さんったら。結局はそればっかり」

　思わずクスリと笑ったが、今ではそれがなんだかうれしい。

「愛しているよ、清良。心も体も、俺に溺れるといい」

　強欲な愛の言葉を吐いて、乱暴にその唇を奪う。今度は優しいキスではない、お互いを煽り昂らせるための激情にかられたキスだ。

「どうか総司さんも、私に溺れて……」

　清良の懇願に、彼は艶やかな笑みで応え、その身に愛を刻み込んでいった。
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育む愛、授かる愛




　指先をするするとその体にすべらせる。

　シルクオーガンジーを幾重にも重ねたロングドレスは、まるで薔ば薇らの花びらをまとっているかのよう、姫君のように純真無む垢くな清良をいっそう麗しく引き立てている。

　その無垢を、壊してしまえと、総司は薄布を剥ぎ取る。

　次の瞬間、清らかなお姫様は自分を翻弄する淫らな魔女に変身する。

　自分が彼女を花開かせたのだと、そう思えるこの瞬間がたまらない。

　が、今日に限ってはドレスの下にコルセットがあって、総司は興ざめした。

　初めて出会ったあの日を思い出す。また倒れたらどうするつもりだ。

「コルセットはもう身につけるなと言ったのに」

　妙に食欲がないと思ったら、どうりで。

　今日は従弟の結婚式に出席するため、自家用機でウィーンまでやってきた。

　彼女が好きそうな本場のアップルシュトゥルーデル――わかりやすく言うと林りん檎ごのパイ包みのようなものだ――を目の前に置いても、あまり手をつけないなと体調不良を疑っていたところだ。

「こんなに体のラインの出るドレスを選んだ総司さんがいけないんですよ？」

　背中にあるコルセットの結び目をほどいてと言わんばかりに見せつけながら、清良はむぅっと頬を膨らませる。

　むくれられるのも今のうちだろう。すぐにこの行為の虜になる。

　結び目をほどき終え、むき出しになったやわらかな白肌に、総司は歯を立てる。もちろん、痛みはほどほどに加減して。

　清良は敏感にびくりと震え上がり、体をこわばらせた。肌が粟立っている。

　彼女の体を我が物にするのは何度目だろうか？と、総司はふと首をひねった。

　もう数えきれない。顔を合わせるたびに抱き尽くし、一年が経った今、どれほどの回数に達したのか。

　だが、律儀な彼女なら数えているかもしれない。

「清良。これで何度目の夜になる？」

「え？　回数、ですか……？　さぁ、さすがに私にも……。十回目くらいまでは数えていたんですが」

　やっぱり数えていたのかと苦笑する。彼女の体を抱き上げくるりと反転させると、彼女は恥ずかしそうに胸を隠した。

「飽きてしまいました？」

「そんなわけがないだろう」

　何度抱いても飽きることなどない。実証済みだ。

　一度、うんざりするまで延々とベッドの中で抱き続けてみようとチャレンジしたことがあったが、飽きるより前にタイムオーバーとなってしまった。一日程度じゃ足りないらしい。

「生物の本能として、妻の体には飽きないようにできているらしい」

「本能、ですか？」

「君の体に子孫を植えつけることが、生物学的な俺の使命だ」

　彼女の長いまつ毛がパチリと瞬いた。そんなに意外だっただろうか、子どもの話は。

「そろそろ君の体に俺の子を宿してほしい」

　もし君が嫌でなければとつけ加える。子どもが必要か不要か、そんな話題をこれまで一度もあらたまって交わしたことがなかった。

　彼女がこくりとうなずいたところを見ると、子どもを産むことに抵抗はないようだ。

「なら、今夜は清良を孕はらませてしまおう。かまわないよな？」

　総司は彼女の上に跨り、シャツを脱ぎ捨てた。今日はなんの小細工もせず、ストレートに愛をぶつけてやろうと。

　しかし清良は、おとなしく組み敷かれながらも、なにか言いたそうにもじもじとしていた。

「でしたら……」

　申し訳なさそうに総司を上目遣いに見る。

「ん？」と促しながら、彼女の顎を持ち上げ、その唇にキスを落とそうとすると――。

「もう、孕まされちゃったかもしれません……」

「は!?」

　愕然として彼女の顔を離す。彼女はえへへとはにかみながら、言い訳するようにまくし立てた。

「最近生理がこなくて……いえ、あの、まだ決まったわけじゃなくて、勘違いかもしれないんですが……私、これまで一カ月も生理が遅れたことって、一度もなかったものですから……」

「な……それは……」

「それから、最近ちょっと胸がむかむかするんです。今日も本場のアップルシュトゥルーデルを楽しみにしてたんですが、あんまり食べられなくって……胃が弱ってるだけかなぁと思っていたんですけど、さっき『あ、もしかしてつわりかな？』って思いついて」

　……開いた口が塞がらない。

　彼女はそれに気づいていながら、なにも言わなかったのか？

　そういえば先日、頭痛がすると言いながら、かたくなに痛み止めを飲まなかったな。まさか妊娠を気にして？　そういえば、日中、シャンパンも飲んでいなかったし……。

　考えれば考えるほど、思いあたる節がある。総司は額に手をあてて「ああー……」とうなった。

　そんな状態で、抱かれようとしていたのか？　妊娠中の性交渉はかまわないのだろうか？　激しいことをして、胎児に影響があったらどうする……！

「そういうことは早く言ってくれ！」

　つい声が荒くなってしまい、彼女が「ひゃっ」と肩をすくめる。

「しかも、妊娠しているかもしれないというのに、そんなきついコルセットを締めたのか!?」

「あ、いえ、そんなにきつくは締めてませんよ？　それにまだお腹も膨らんでませんから」

「それでもダメだろ、これは……」

　彼女はどうも自分を雑に扱いすぎる。人への気遣いはきめ細やかなくせに、自分に関しては大雑把というか、のんびりしているというか――。

「東京に戻ったら、即刻病院へ行ってくれ」

「とりあえず様子を見て、検査薬を……」

「頼むから病院へ行ってくれ。そのほうが早い」

　ごねる彼女をなんとかなだめ、約束を取りつけた。その日の夜、総司は彼女の体が心配で、心置きなく抱くことなんてとてもできなかった。
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「ううーん」

　清良は病院へ行く前に、こっそりと自分で妊娠検査薬を買って反応を確かめた。

　判定窓をまじまじと見つめる。浮かび上がる赤ライン――陽性。つまり、妊娠。

「やっぱり妊娠してたんだ……」

　薄々感づきながらも、総司には言えなかった。もし拒まれたらどうしようと考えると、怖かったのだ。

　でも、総司はあの日『俺の子を宿してほしい』と言っていたから、きっと子どもをつくることには賛成なのだろう。

「これで……よかったんだよね」

　総司のご両親は、間違いなく喜んでくれる。

　なにしろ、先日お会いしたときに『そろそろ孫の顔が見たいわぁ……あら、やだ私ったら、こればっかりは授かりものなのに。ごめんなさいね。でも、せっかくなら男の子が欲しいわぁ』と、さりげなく希望を伝えてきたのだ。

　なんとか授かったものの、男の子でなかったらどうしよう。また違ったプレッシャーが湧き上がってきた。

　言われた通り病院へ行くと、やはり妊娠に間違いはなく、エコーの写真を渡された。

　その日、総司に電話をして妊娠を報告すると『知っている。結果を即連絡するよう病院に指示しておいた』という驚きの答えが返ってきた。

「……総司さんは、男の子と女の子、どっちが欲しいですか？」

　恐る恐る尋ねてみると。

『そうだな……清良みたいなかわいらしい女の子がいい』

　え!?　総司さんは女の子派なの!?　希望が分かれてしまって清良は困惑する。

「女の子でもいいんですか？　その、後継ぎとか……」

『後継ぎが男でなければならない理由はないだろう。……だが、もしも女の子だったら、俺は娘を家の外に出せなくなるかもしれない。外には危険がいっぱいだからな……』

「それは……ちょっと過保護すぎじゃありませんかね……？」

『〈紹介したい人がいる〉なんて言われた日には、俺は平常心を保てるかどうか』

「……ずいぶんと先の話ですね」

『そう考えると、いっそ男でもいいかもしれん。だが、清良がほかの男にかまいっきりになるという状況も解せない』

「男というか息子ですけど……」

『悩ましいな。どちらでもかまわない』

「そうですか……」

　巡り巡ってどちらでもいいみたいだ。なんだか少し心が軽くなった。

　悩んだところで性別は選べないのだ。深く考えることをやめ、とにかく今は体に気をつけて、来きたるべき日を待つことにする。




　これまではなかなか帰宅できなかった総司だが、後任の育成が順調に進んでいるのか、週一のペースで帰ってきてくれるようになった。

　そのたびに、かわいらしいマタニティドレスやボディオイル、ヒールのないパンプスなど、様々なお土産を買ってきてくれる。

「またちょっとお腹が大きくなったんじゃないか？」

　一週間じゃたいして変わらないだろうに、総司は会うたびにそう言って清良のお腹をさする。

　ソファに深くもたれかかってお腹を差し出すと、総司はじっと耳を澄ました。

「なにか聞こえますか？」

「聞こえる。清良のお腹の音」

「そんな音、聞かないでください！」

「聴診器を買おうか、最近悩んでいる」

　そんなものを買われては、ぐぅ～なんてお腹の虫の声を聞かれてしまいそうだ。そこまでしないでくださいと、清良は必死に彼をなだめる。

「性別、どっちがいいかと言っていたけれど、こうして清良と子どもが無事でいてくれるだけでいい」

　そう言って総司は、清良をそっと抱き寄せてこめかみにキスを落とした。

　総司の優しげな眼差しに安堵する。なんだか昔よりも目つきが穏やかになったような気がする。

　もうすぐお父さんになることで、彼自身も変わり始めているのかもしれない。




　妊娠七カ月を超えたところで、とうとう性別がハッキリした。女の子だ。

　総司はものすごく喜んでいるが、義父母はどんな反応をするだろう、正直言って怖い。自分で伝える勇気がなくて、総司に電話で伝えてもらったのだが、通話を終えた総司はひと言。

「ものすごく喜んでいたが。ずっと女の子がほしかったそうだ」

「え……？」

　話が違う！と、清良はぽかんと口を開ける。

「まぁ、俺が男だったからな。女の子に憧れていたのかもしれない。今度、赤ちゃん用のメモリアルドレスを贈るって」

　後日、赤ちゃん用のドレスが山のように送られてきて、その言葉が事実であると証明された。しかも、プレゼントの量の多さは総司とそっくり。さすがは親子だ。

　電話口の義母は『女の子のお洋服を選ぶのって楽しいわね！　清良さんも、今度一緒に百貨店に行きましょう』と揚々と声を弾ませている。

「まぁ、孫は男だろうが女だろうか、どっちだってかわいいんじゃないか？」

　横で聞いていた総司は、あっけらかんと言い放った。




　出産直前、自宅に宅配便が届いた。

　中を開けた清良は、これがなんなのかわからなかった。とにかくすごくかわいらしいことは確かだ。

　まるでウェディングケーキのようだ。三段重ねで、とびきり豪華な花やリボンがたくさん飾られていた。ウサギやクマのぬいぐるみなども添えてある。インテリア用の装飾品だろうか。

　くるくると小さく巻かれたなにかが白い台座に並んでいるけれど……これはなに？　小袋を開けてもいいのだろうか。

　てっきり総司からだと思って送り主を見ると、そこにあったのは意外な名前だった。

「鞠花……!?」

　途端に目の前のかわいらしい装飾が不穏なものに思えてくる。まさかこのキュートなケーキの中に、恐ろしい仕掛けが……!?

　なんだか怖くなってきて、院瀬見家の自宅に電話をかけた。鞠花の個人携帯にかける勇気はまだない。

「城ケ崎清良と申します。鞠花さんはご在宅でしょうか」

　鞠花は、一年のイギリス留学を終えて日本に戻ってきたと聞いている。フィニッシングスクールは大変だったようだけれど、一応そこそこの成績で卒業できたようだ。

　使用人が取り次ぎ、しばらくすると『はい、鞠花だけど』というぶっきらぼうな声が聞こえてきた。

「清良です。あの、なんかすごいのが届いたんだけど……」

『ああ、ダイパーケーキね』

「ダイパーケーキ？」

『おむつケーキのことよ。あなた、知らないの？』

　おむつと言われてピンときた。あの台座に並んでいたくるくる巻かれた白いものは、おむつだったんだ！

『海外では、出産祝いなんかに贈るらしいわ。イギリスの友人に〈知り合いが出産する〉って言ったら、〈ちゃんと贈りなさい〉ってうるさくて。まぁ、ちょっと出産祝いって言うには早いけど』

　イギリスの友人と聞いて、少々驚きつつも安心した。留学中にできた友人だろうか。

『言っておくけど、別に嫌がらせとかじゃないから。さすがに私だって、赤ちゃんに悪戯しようなんて趣味はないから。せいぜい体に気をつけなさい』

　そう一方的に言い捨てて通話が切れる。清良はポカンとしながら、終話音がツーツーと虚しく響く端末を耳から離した。

　ありがとうを言う隙もなかった。意地っ張りな性格も相変わらずだった。

　でも、鞠花は変わった。間違いなく。

　ポカンとしながらも、送られてきたおむつケーキを眺める。おむつをデコレーションしてウェディングケーキを作るなんて、女子ならではの贈り物だろう。きっと総司では考えつかない。

　思わず、ふふっと笑みがこぼれた。

「総司さんと相談して、鞠花にお返しを買わなくちゃ」

　よくよく見ればクマのぬいぐるみの足に『Kiyoraキヨラ』、『Sojiソウジ』とふたりの名前が入っている。手が込んでいるなぁと思わず微笑んでしまった。




　出産予定日が近づいてくる。いつ陣痛がくるのか、清良はここ数日ずっとドキドキしている。

　検診で何度か子し宮きゅう頸けい管かんが短いと指摘され、切迫早産を疑われた。今はもう、いつ生まれても問題のない週数に突入したが、もしかしたら、出産予定日より早く陣痛がくるかもしれない。

　パンパンになったお腹を大事に抱えながら、清良はそのときを待っている。

「こんなに膨らむとは思わなかった」

　ソファの上で、総司はお腹を丁寧になでている。たまにお腹の一部がボコン！と突き出て、総司が目を丸くする。赤ちゃんがお腹を蹴り飛ばしたのだろう、どうやら中の子は相当わんぱくらしい。

「ずっとそばにいられなくてすまない。だが、生まれたらなるべく早く駆けつける」

　明日からまた総司は海外だ。その間に生まれてしまう可能性が高い。

　ひとりきりの出産は正直言って心細い。けれど、両親も来てくれると言っていたし大丈夫！と清良は自分に言い聞かせる。

「平気ですよ。しっかり産んできますから、楽しみに待っていてください」

　彼のよき妻でありたい。彼に迷惑などかけない自立した妻に。

　心配させまいと明るく振る舞うが、緊張を見透かされていたようで、ぎゅっと強く抱きしめられた。

「……愛している」

　そのひと言に込められた想いに、胸がぐっと熱くなる。

　大丈夫。離れていても、総司は自分のことを想ってくれている。

　そう思えば、多少の不安なんて乗りきれる、清良はそう思っていた。
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　あれは物分かりがよすぎるから、きっとひとりでも大丈夫と言うだろう。

　無理をしているのを知りながら、妻を置いていくのだ。薄情な夫であることは間違いない。

　とはいえ、仕事をないがしろにするわけにはいかない。城ケ崎の名に恥じぬよう、すべきことをせねば。それが、ひいては清良と生まれてくる娘のためになる。

　総司は清良と別れ一日東京で仕事をした後、夜には空港のプライベートジェット専用ターミナルに向かった。これからドバイへ出張だ。搭乗の手続きが終わるまで待ち合いスペースでじっと待つ。

　すると、真鍋が携帯端末を耳にあてたまま、部屋に飛び込んできた。

「総司さん。清良奥様が陣痛で入院されたそうです。医師の話によると、通常よりペースが早いそうで、あと数時間あれば生まれるだろうと」

「……そうか」

　ここで揺れるわけにはいかないと、総司はきゅっと奥歯をかみしめる。清良もそのことを承知の上だ。

「行かなくていいのですか？」

「明日の会食は替えが利かないだろう。相手は大臣だ。キャンセルするわけにはいかない」

「……本当にそうでしょうか？」

「……は？」

　真鍋はいったいなにを言っているのか。とそのとき、真鍋の携帯端末が震えだす。電話を受けしばらく話をした後、真鍋は端末をこちらによこした。

「総司さん、お父さまからお電話です。今、エジプト観光中だとか」

「エジプト……？」

　端末を受け取ると、父親の軽快な声が受話口から響いてきた。

『総司か。明日、ドバイで会食があるそうだな。彼とは現職に就く前、親しくさせてもらっていたんだ。私なら顔が利く。息子のお前よりもな』

「親父……！」

　総司は父親の言わんとすることを理解して、真鍋に視線を向けた。こうなるよう手配したのは彼だろう、同意するようにこくりとうなずく。

　気負っていた自分が、急に恥ずかしく思えてきた。

　最初から素直に頼っていればよかったのだ。親にも、真鍋にも、手を差し伸べてくれるあらゆる人に。自分は支えられて生きているのだから。

　そのことを、清良にも気づいてほしい。なんでもひとりでどうにかしようとする、あの強がりな愛妻に。

『総司。清良さんのもとへ行ってあげなさい』

「……恩に着る」

　通話を切り端末を真鍋に押しつけると、総司は急いでターミナルを出る。タクシーをつかまえてすぐさま病院へと向かった。
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　陣痛は、思っていたよりずっと痛かった。体を横たえながら、ベッド脇のハンドルを強く握りしめ、痛みをごまかそうとする。全身から冷や汗が噴き出していた。

　両親はまだ病院に到着していない。とはいえ、ひとりだからって弱音なんて吐いていられない。しっかり産んでくると、総司と約束をしたのだから。

　私は彼の妻。そして生まれてくる子どもの母親になる。ひとりでもしっかりしなくては。そう自分に言い聞かせるようにして、清良は波のように訪れる激痛に耐える。

　すると突然、ガタン！と大きな音が響き、部屋のドアが開いた。飛び込んできた人物に、清良は大きく目を見開いて上半身を起き上がらせる。

「っ、総司さん……!?　どうして……!?」

「清良……！」

　部屋に飛び込んできた総司は、ひどく汗をかいている清良を見て、すぐさま脇に置かれていたタオルを手に取った。清良の額に張りついた髪をサイドに分け、汗を拭う。

「海外に……行ったんじゃ……」

　肩で荒い呼吸をしながら、総司に尋ねる。出産はひとりでも大丈夫、そんな決心が揺らぎ、瞳に涙が滲む。

「大丈夫だ。もう、ひとりで無理をしなくていい」

　総司の瞳は、いつも以上に優しかった。ハンドルを握る指先をそっとほどき、代わりに自分の手を握らせる。大きくて、温かくて、力強い手を。

「一緒に産もう」

　その声の頼もしさにハッとする。

　迷惑はかけまいと思っていたはずだったのに。自分はその言葉を、ずっと待っていたのだと思い知らされる。

「……はい！」

　彼の手をぎゅっと強く握り返す。もう無機質な金属製のハンドルなんかに頼る必要はない。

（総司さんと一緒に、産むんだ……！）

　この苦しみをふたりで分け合って、子どもの産声を総司とともに聞きたい。生まれる瞬間の喜びを共有したい。

　温かな家庭をつくる。これは清良ひとりでがんばったって、できることではないのだから。

　素直に甘えてもいいのだと、清良は初めて気がついた。




　それから二時間後。生まれたのは二八〇〇グラムの女の子。

　子どもが生まれた瞬間の総司のうれしそうな顔を、清良は一生忘れないだろう。

　これから三人で築いていく未来が、待ち遠しくて仕方がない。
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あとがき




　こんにちは、伊月ジュイです。『カラダで結ばれた契約夫婦～敏腕社長の新妻は今夜も愛に溺れる～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　ありがたいことに、ベリーズ文庫四作目を出させていただきました。

　一作目からずっとカバーそでの著者プロフィールに「万年ダイエッター」と書いているのですが、あれから三年と少々、体重はまったく変わっておりません（ぽっちゃりキープ）。

　どうか五作目は、プロフィールから「万年ダイエッター」が消えますように（あと五作目がないなんてオチもありませんように）。

　来年は執筆も体重管理もがんばります……！

　さて話は戻り、今作のヒーロー・総司について。彼はとびきりゴージャスなスペックを持ち、完璧で狡猾な大人の男という設定で書き始めました。

　イメージ的にはＫＩＮＧ。どっしりと構え、揺るがない感じ。

　が、途中ヒロイン・清良に対してめちゃめちゃ一生懸命になっていたり、動揺してお茶をこぼしたり、書いているうちに「あれ？　この人、天然なのかな？」なんて疑惑が頭をよぎりました……。

　完璧を目指していたはずなのに、なぜ不器用属性がついてしまったのか。ただの格好いい男で終わってくれない私のヒーロー。

　完璧なはずの男性が、愛する女性に翻弄されちょっぴり情けない面をさらす、そんな姿もまた魅力的だと思いませんか？（誘導尋問）

　愛を自覚してからの総司は、まっすぐで頼もしい姿を見せてくれます。情熱的な溺愛系ヒーローに育ってくれたかな、と思っています。

　最後になりましたが、本作品に携わってくださったすべての皆様に感謝を。スターツ出版の皆様、担当の篠原様、佐々木様。本当にありがとうございました。

　カバーイラストを担当してくださったのは花恋様。危ういピュアさを持つ艶かわいい清良と、不敵な眼差しの総司をとても素敵に描いてくださいました！

　たくさんの方のお力を借りて作り上げた本作、どうかお手に取ってくださった皆様にも楽しんでいただけますように……！




伊い月づきジュイ
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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